
　

東
北
芸
術
工
科
大
学
は
「
芸
術
の
心
や
文
化
を
大
切
に
思
う
心
が
、
混
沌
と
し
た
現
代

社
会
を
切
り
拓
く
大
き
な
力
を
持
つ
」
と
す
る
建
学
の
理
念
『
東
北
ル
ネ
サ
ン
ス
』
を
掲

げ
、
二
一
世
紀
の
世
界
情
勢
や
地
球
規
模
の
環
境
問
題
、
そ
し
て
少
子
高
齢
化
や
過
疎
な

ど
の
問
題
を
抱
え
る
地
域
社
会
の
現
状
に
も
目
を
向
け
な
が
ら
、
次
代
の
芸
術
文
化
を
担

う
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

『
美
術
館
大
学
構
想
』
は
、
そ
う
し
た
建
学
の
志
を
具
現
化
す
る
た
め
の
環
境
整
備
事
業

と
し
て
二
〇
〇
二
年
に
想
起
さ
れ
、
キ
ャ
ン
パ
ス
全
域
を
、
西
蔵
王
の
景
観
や
周
囲
の
里

山
文
化
を
も
包
括
し
た
〈
オ
ー
プ
ン
・
エ
ア
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
〉
と
し
て
地
域
に
開
い

て
い
く
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。

　

そ
の
具
体
的
な
実
現
を
担
う
『
美
術
館
大
学
セ
ン
タ
ー
』
で
は
、
学
内
の
研
究
機
関
と

共
同
で
〈
東
北
〉
の
風
土
に
根
ざ
し
た
展
覧
会
や
、
他
地
域
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の

た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
定
期
的
に
企
画
・
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、〈
芸
術
に
よ
る
あ

ら
た
な
地
域
文
化
の
掘
り
起
こ
し
と
そ
の
継
承
〉
を
テ
ー
マ
に
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
や
、
空
洞
化
し
つ
つ
あ
る
中
心
市
街
地
や
中
山
間
地
域
で
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、

地
域
と
有
機
的
に
連
動
し
な
が
ら
推
進
し
て
い
る
。http://www.tuad.ac.jp/m

useum
/



表紙＋巻頭グラビア（撮影：石川直樹、会場撮影：瀬野広美）
石川直樹写真展『やがてわたしがいる場所にも草が生い茂る』『異人 the stranger』より
表紙、3頁下　『異人 the stranger』
3頁上　『やがてわたしがいる場所にも草が生い茂る』
4頁　『異人 the stranger』

TUAD AS MUSEUM: Annual Repor t 2012
2012年度 東北芸術工科大学美術館大学構想年報

宮
本
武
典

福
島
の「
て
ぶ
く
ろ
」

―
キ
ッ
ズ
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
山
形
、二
年
目
の
夏

86 78

酒
井
忠
康

「
美
術
大
学
」と
い
う
文
化
を
考
え
る

80

宮
本
武
典

月
山
若
者
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

― 

ひ
じ
お
り
の
灯
二
〇
一
二

82

和
田
菜
穂
子

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト〈
煌
め
き
〉

―
ア
フ
ィ
ニ
ス
夏
の
音
楽
祭
二
〇
一
二
山
形

84
和
田
菜
穂
子

生
命
の
尊
さ 

―『
う
み
の
お
と 

さ
か
な
の
き
も
ち
』

制
作
ノ
ー
ト

石
川
直
樹
＋
宮
本
武
典
（
聞
き
手
）

得
体
の
し
れ
な
い
も
の
を

受
け
入
れ
る 

― 

震
災
と
異
人

石
川
直
樹
写
真
展

『
や
が
て
わ
た
し
が
い
る
場
所
に
も
草
が
生
い
茂
る
』

『
異
人 the stranger

』

6

和
田
菜
穂
子

心
に
刻
印
す
る

T
U

A
D

 m
ixing! 2012

『
記
憶
の
声 V

oices of M
em

ory

』

53

山
川
健
一
＋
竹
内
昌
義

根
岸
吉
太
郎

宮
島
達
男

和
田
菜
穂
子

声  

言
葉
の
力

拡
張
す
る
記
憶

伝
達
す
る
声
の
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

〈
声
〉が
集
結
し
た
一八
日
間

T
U

A
D

 m
ixing! 2012

『
記
憶
の
声 V

oices of M
em

ory

』

66

五
十
嵐
太
郎

記
憶
と
災
害

T
U

A
D

 m
ixing! 2012

『
記
憶
の
声 V

oices of M
em

ory

』

62

荒
井
良
二
＋
宮
本
武
典

東
北
未
来
絵
本

あ
の
と
き 

あ
れ
か
ら

そ
れ
か
ら 

そ
れ
か
ら

『
荒
井
良
二
の
山
形
じ
ゃ
あ
に
ぃ
二
〇
一
二
』

44

宮
本
武
典

涙
か
ら
乳
へ
― 

荒
井
良
二
の
震
災
以
後

『
荒
井
良
二
の
山
形
じ
ゃ
あ
に
ぃ
二
〇
一
二
』

31

2TUAD AS MUSEUM: Annual Report 2012



5 石川直樹写真展

石
川
直
樹
写
真
展

『
や
が
て
わ
た
し
が
い
る
場
所
に
も
草
が
生
い
茂
る
』

『
異
人 the stranger

』

『
異
人 the stranger

』

会
期
＝
二
〇
一
二
年
六
月
一
日﹇
金
﹈↓
三
〇
日﹇
土
﹈

会
場
＝
東
北
芸
術
工
科
大
学
本
館
七
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催
＝
東
北
芸
術
工
科
大
学

協
力
＝
水
と
土
の
芸
術
祭
実
行
委
員
会

企
画
＝
東
北
芸
術
工
科
大
学
美
術
館
大
学
セ
ン
タ
ー

広
報
デ
ザ
イ
ン
＝
近
藤
一
弥

キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
＝
宮
本
武
典

○
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク

日
時
＝
六
月
二
九
日﹇
金
﹈一
六
時
三
〇
分
〜
一
八
時

会
場
＝
東
北
芸
術
工
科
大
学
本
館
七
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

出
演
＝
石
川
直
樹

『
や
が
て
わ
た
し
が
い
る
場
所
に
も
草
が
生
い
茂
る
』

会
期
＝
二
〇
一
二
年
六
月
一
日﹇
金
﹈↓
七
月
三
一
日﹇
火
﹈

会
場
＝
や
ま
が
た
藝
術
学
舎
東
北
復
興
支
援
機
構
Ｔ
Ｒ
Ｓ
Ｏ

（
山
形
市
松
見
町
一
七
―
一
）

主
催
＝
東
北
芸
術
工
科
大
学

協
力
＝
ニ
コ
ン
サ
ロ
ン

企
画
＝
東
北
芸
術
工
科
大
学
東
北
復
興
支
援
機
構
Ｔ
Ｒ
Ｓ
Ｏ

広
報
デ
ザ
イ
ン
＝
原
耕
一

キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
＝
宮
本
武
典

○
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク

日
時
＝
六
月
二
九
日﹇
金
﹈一
四
時
〜
一
五
時
三
〇
分

会
場
＝
や
ま
が
た
藝
術
学
舎
東
北
復
興
支
援
機
構
Ｔ
Ｒ
Ｓ
Ｏ

出
演
＝
石
川
直
樹
、
宮
本
武
典



宮
本
武
典

Takenori M
iyam

oto
一
九
七
四
年
奈
良
県
生
ま
れ
。
キ
ュ
レ

ー
タ
ー
。
東
北
芸
術
工
科
大
学
講
師
・

主
任
学
芸
員
。
一
九
九
九
年
に
武
蔵
野

美
術
大
学
大
学
院
修
了
後
、
海
外
子
女

教
育
振
興
財
団（
バ
ン
コ
ク
）、
パ
リ
国

際
芸
術
都
市（
フ
ラ
ン
ス
）、
原
美
術
館

ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
経
て
、
東
北
芸
術
工

科
大
学
に
着
任
。
山
形
で
数
々
の
ア
ー

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
手
が
け
る
。
東
日

本
大
震
災
の
発
生
後
は
、
学
生
た
ち
と

『
福
興
会
議
』
を
組
織
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
被
災
地
支
援
ア
ク
シ
ョ
ン
を
展
開
。

山
形
大
学
と
山
形

⇔

石
巻
の
日
帰
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
『
ス
マ
イ
ル
エ
ン
ジ

ン
山
形
』
を
運
行
。
福
島
の
子
ど
も
た

ち
の
疎
開
プ
ロ
グ
ラ
ム
『
南
相
馬
こ
ど

も
の
つ
ば
さ
』を
創
設
。『
東
北
復
興
支

援
機
構
Ｔ
Ｒ
Ｓ
Ｏ
』
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。

注
1　

For E
verest

『Little M
ore

』
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
で

連
載
中
の
ブ
ロ
グ
。
一
〇
年
ぶ
り
の
エ

ベ
レ
ス
ト
登
頂
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
、
東
日

本
大
震
災
で
の
足
取
り
、
エ
ベ
レ
ス
ト

の
南
峰
ロ
ー
ツ
ェ
へ
の
遠
征
な
ど
、
二

〇
一
一
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の

日
々
の
足
跡
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
ブ
ロ

グ
ス
タ
ー
ト
か
ら
約
半
年
分
の
記
事
を

ま
と
め
た
書
籍
『For E

verest 

ち
ょ
っ

と
世
界
の
て
っ
ぺ
ん
ま
で
』（
リ
ト
ル

モ
ア
、
二
〇
一
一
年
）
が
出
版
さ
れ
て

い
る
。

http://www.littlem
ore.co.jp/

foreverest/

　

や
が
て
わ
た
し
が
い
る
場
所
に
も
草
が
生
い
茂
る

宮
本　
　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
、
一
年
と
三
ヶ
月
が
過

ぎ
ま
し
た
。
僕
は
自
分
の
日
常
に
向
き
合
う
余
裕
を
や
っ
と
も

て
る
よ
う
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
石
川
さ
ん
の
写
真
を
じ

っ
く
り
と
拝
見
し
て
、
改
め
て
「
あ
の
と
き
の
感
覚
」
に
引
き

戻
さ
れ
た
よ
う
な
感
じ
で
す
。
今
日
は
ト
ー
ク
が
は
じ
ま
る
一

時
間
く
ら
い
前
か
ら
た
く
さ
ん
の
方
が
来
場
く
だ
さ
り
、
静
か

に
写
真
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
僕
と
同
じ
よ
う
な
感
覚

を
抱
い
た
人
も
、
き
っ
と
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
展
示
さ
れ
て
い
る
『
や
が
て
わ
た
し
が
い
る
場
所
に

も
草
が
生
い
茂
る
』
の
写
真
群
に
つ
い
て
お
話
を
伺
う
前
に
、

ま
ず
石
川
さ
ん
の
二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
を
振
り
返
っ
て
い

た
だ
く
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
め
た
い
の
で
す
が
。

石
川　
　

二
〇
一
一
年
二
月
か
ら
三
月
の
上
旬
に
か
け
て
南
極

に
滞
在
し
て
い
ま
し
た
。
南
極
半
島
を
船
で
ま
わ
り
な
が
ら
旅

を
し
て
、
帰
国
し
た
の
が
地
震
前
日
の
三
月
一
〇
日
で
す
。
長

く
船
に
乗
っ
て
い
た
か
ら
、
数
日
間
は
船
の
揺
れ
の
感
覚
が
と

れ
な
く
て
、
陸
地
に
い
て
も
丘
酔
い
が
続
い
て
い
る
よ
う
な
状

態
で
し
た
。

　

そ
う
し
た
ら
一
一
日
の
午
後
、
ち
ょ
う
ど
出
版
社
の
人
と
打

合
せ
し
て
い
る
と
き
に
本
当
の
地
震
が
き
て
、
東
京
も
か
な
り

揺
れ
ま
し
た
。
電
信
柱
が
グ
ネ
グ
ネ
す
る
よ
う
な
感
じ
で
、
僕

ら
が
い
た
中
目
黒
の
喫
茶
店
も
棚
か
ら
も
の
が
落
ち
て
き
た
り

し
ま
し
た
。
す
ぐ
に
打
合
せ
を
中
断
し
て
自
宅
に
帰
ろ
う
と
し

た
の
で
す
が
電
車
は
動
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
バ
ス
に
乗
り
ま

し
た
。

　

バ
ス
の
車
内
で
は
み
ん
な
携
帯
で
映
像
を
見
て
い
て
、「
も

の
す
ご
い
津
波
が
き
た
」
と
か
「
東
京
で
も
火
災
が
起
き
て
い

る
」
と
か
口
々
に
騒
い
で
い
ま
し
た
。
自
宅
に
帰
る
と
す
ぐ
テ

レ
ビ
を
つ
け
て
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
の
で
す
が
、
状
況
が
す
ご
い

ス
ピ
ー
ド
で
流
れ
て
い
て
、
東
北
で
い
っ
た
い
何
が
起
き
て
い

る
の
か
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
で
す
ね
。
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。

　

僕
は
自
分
の
身
体
を
そ
こ
に
置
い
て
理
解
し
て
、
よ
う
や
く

言
葉
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
世
界
の
理
解
の
仕
方
を

し
て
き
た
の
で
、
こ
の
と
き
も
二
次
的
、
三
次
的
な
情
報
で
状

況
を
判
断
す
る
の
で
は
な
く
て
、
自
分
で
そ
こ
に
行
っ
て
み
な

い
と
分
か
ら
な
い
と
思
っ
て
、
担
げ
る
だ
け
の
支
援
物
資
を
リ

ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
詰
め
て
、
地
震
の
翌
々
日
に
北
に
向
か
い
ま

し
た
。「
道
路
は
寸
断
さ
れ
て
い
る
し
、飛
行
機
も
乗
れ
な
い
」

と
か
、「
沿
岸
部
は
ど
こ
も
ア
ク
セ
ス
不
可
能
な
状
態
だ
か
ら

行
く
の
は
と
て
も
無
理
だ
」
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
止
め
ら

れ
た
け
れ
ど
、
僕
の
経
験
上
、
向
こ
う
側
に
人
が
い
る
な
ら
行

け
る
。

　

空
港
に
電
話
し
た
ら｢

予
約
が
一
杯
で
乗
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん｣

と
断
ら
れ
た
の
で
す
が
、
と
り
あ
え
ず
行
っ
て
み
て
、

チ
ケ
ッ
ト
カ
ウ
ン
タ
ー
で
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
を
し
て
い
た
ら
す

ぐ
に
乗
る
こ
と
が
で
き
て
、
青
森
県
の
三
沢
に
飛
び
ま
し
た
。

三
沢
空
港
か
ら
八
戸
に
着
い
て
レ
ン
タ
カ
ー
屋
に
連
絡
し
た
ら
、

こ
こ
で
も
「
ほ
と
ん
ど
借
り
ら
れ
て
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
わ
れ

る
の
で
す
が
、
実
際
に
行
っ
て
み
る
と
一
台
借
り
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
八
戸
か
ら
通
行
止
め
の
箇
所
を
避
け
、
避
難
所
に

立
ち
寄
っ
て
物
資
を
渡
し
た
り
し
な
が
ら
、
最
終
的
に
は
岩
手

県
宮
古
市
ま
で
南
下
し
ま
し
た
。
当
時
の
こ
と
は
ブ
ロ
グ『For 

E
verest

』﹇
注
1
﹈
に
書
い
て
い
る
の
で
、
詳
細
は
そ
こ
に
譲
り

ま
す
け
れ
ど
も
、
道
中
は
ガ
ソ
リ
ン
の
補
給
が
あ
ま
り
で
き
な

か
っ
た
の
で
、
宮
古
ま
で
の
移
動
が
限
界
で
し
た
。
だ
か
ら
こ

こ
に
展
示
し
て
い
る
写
真
は
、
八
戸
か
ら
宮
古
ま
で
の
間
で
撮

影
し
た
も
の
で
す
。

宮
本　
　
『
や
が
て
わ
た
し
が
い
る
場
所
に
も
草
が
生
い
茂

る
』
と
い
う
展
覧
会
タ
イ
ト
ル
の
他
、
一
点
ず
つ
の
写
真
に
キ

ャ
プ
シ
ョ
ン
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
主
に
ど
の
地
域
で

撮
影
さ
れ
た
も
の
か
、
ざ
っ
と
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

石
川　
　

ほ
と
ん
ど
の
写
真
が
、
岩
手
県
で
撮
影
し
た
も
の
で

す
。
大
き
な
二
点
組
の
写
真
は
宮
古
市
の
田
老
地
区
で
、
こ
こ

は
昔
か
ら
繰
り
返
し
三
陸
津
波
に
襲
わ
れ
て
い
た
の
で
、
田
老

堤
防
﹇
注
2
﹈
と
い
う
日
本
有
数
の
巨
大
堤
防
を
つ
く
っ
た
の
で

す
が
、
そ
の
安
心
感
で
逃
げ
遅
れ
た
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

地
震
発
生
か
ら
五
日
後
に
、
堤
防
に
登
っ
て
撮
影
し
ま
し
た
。

雪
が
降
っ
て
い
ま
し
た
。

　

あ
と
、
青
森
県
の
三
沢
と
八
戸
の
写
真
を
三
点
だ
け
加
え
て

い
ま
す
。
こ
こ
は
死
傷
者
数
が
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
に
ち
か
い
の
で

あ
ま
り
報
道
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
港
の
周
辺
は
建
物
の

被
害
が
酷
く
て
、
大
き
な
船
が
い
く
つ
も
転
が
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
も
実
際
に
行
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
で
し
た
ね
。

宮古市田老地区／撮影：石川直樹

得
体
の
し
れ
な
い
も
の
を
受
け
入
れ
る 

― 

震
災
と
異
人

石
川
直
樹
＋
宮
本
武
典
（
聞
き
手
）

石
川
直
樹
写
真
展
『
や
が
て
わ
た
し
が
い
る
場
所
に
も
草
が
生
い
茂
る
』『『
異
人 the stranger

』

石
川
直
樹

N
aoki Ishikaw

a

一
九
七
七
年
東
京
生
ま
れ
。
東
京
芸
術

大
学
大
学
院
美
術
研
究
科
博
士
後
期
課

程
修
了
。
二
〇
〇
〇
年
、Pole to Pole

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
北
極
か
ら

南
極
を
人
力
踏
破
、
二
〇
〇
一
年
、
七

大
陸
最
高
峰
登
頂
を
達
成
。
人
類
学
、

民
俗
学
な
ど
の
領
域
に
関
心
を
も
ち
、

行
為
の
経
験
と
し
て
の
移
動
、
旅
な
ど

を
テ
ー
マ
に
作
品
を
発
表
し
続
け
て
い

る
。
二
〇
〇
六
年
、
写
真
集
『T

H
E

 
V

O
ID

』（
ニ
ー
ハ
イ
メ
デ
ィ
ア
・
ジ
ャ

パ
ン
）
に
よ
り
、
さ
が
み
は
ら
写
真
新

人
奨
励
賞
、
三
木
淳
賞
。
二
〇
〇
八
年
、

写
真
集『N

E
W

 D
IM

E
N

SIO
N

』（
赤

々
舎
）、『PO

LA
R

』（
リ
ト
ル
モ
ア
）

に
よ
り
、
日
本
写
真
協
会
新
人
賞
、
講

談
社
出
版
文
化
賞
。
二
〇
〇
九
年
、
写

真
集
『M

t.Fuji

』（
リ
ト
ル
モ
ア
）、

『V
E

R
N

A
C

U
LA

R

』（
赤
々
舎
）
を

含
む
近
年
の
活
動
に
よ
っ
て
東
川
賞
新

人
作
家
賞
。
二
〇
一
〇
年
、
写
真
集

『A
R

C
H

IPE
LA

G
O

』（
集
英
社
）
に

て
、
さ
が
み
は
ら
写
真
賞
。
二
〇
一
一

年
、『C

O
R

O
N

A

』（
青
土
社
）
に
て
、

第
三
〇
回
土
門
拳
賞
受
賞
。
最
新
写
真

集
に
『M

anaslu

』（SLA
N

T

、
二
〇

一
二
年
）
が
あ
る
。
著
書
に
『
い
ま
生

き
て
い
る
と
い
う
冒
険
』（
理
論
社
、

二
〇
〇
六
年
）、『
全
て
の
装
備
を
知
恵

に
置
き
換
え
る
こ
と
』（
晶
文
社
、
二

〇
〇
五
年
）、
開
高
健
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
賞
を
受
賞
し
た
『
最
後
の
冒
険

家
』（
集
英
社
、
二
〇
〇
八
年
）
ほ
か

多
数
。

http://www.straightree.com
/
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1971

年
鹿
児
島
県
生
ま
れ
。
デ
ザ
イ

ナ
ー
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
プ
ロ
ダ
ク
ツ

代
表
。1997

年
に
友
人
ら
と
と
も
に

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
結
成
。

2000

年
有
限
会
社
ラ
ン
ド
ス 

ケ
ー
プ

プ
ロ
ダ
ク
ツ
設
立
。
同
年
、
神
宮
前
に

シ
ョ
ッ
プ
「
プ
レ
イ
マ
ウ
ン
テ
ン
」
オ

ー
プ
ン
。
デ
ザ
イ
ン
設
計
業
務
も
同
時

に
開
始
。2002

年
「
プ
レ
イ
マ
ウ
ン

テ
ン
」
千
駄
ヶ
谷
へ 

移
転
オ
ー
プ
ン
。

2004

年
千
駄
ヶ
谷
に
て
喫
茶
「T

as 
Yard

」
を
オ
ー
プ
ン
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
家

具
な
ど
を
扱
う
イ
ン
テ
リ
ア
シ
ョ
ッ
プ

「Playm
ountain

」、活
版
印
刷
店
「pa-

per labo.

」、
子
ど
も
の
為
の
デ
ザ
イ
ン

シ
ョ
ッ
プ
「C

H
IG

O

」
を
展
開
す
る
。

今
年
の
春
に
は
、
故
郷
の
鹿
児
島
に
今

ま
で
の
活
動
の
総
括
と
な
る
複
合
店

「D
W

E
LL Playm

ountain

」
を
オ
ー

プ
ン
さ
せ
た
。 

http://www.landscape-products.net/
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鹿
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ま
れ
。
デ
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、
ラ
ン
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ス
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プ
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ダ
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年
に
友
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ら
と
と
も
に

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
結
成
。
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年
有
限
会
社
ラ
ン
ド
ス 

ケ
ー
プ

プ
ロ
ダ
ク
ツ
設
立
。
同
年
、
神
宮
前
に

シ
ョ
ッ
プ
「
プ
レ
イ
マ
ウ
ン
テ
ン
」
オ

ー
プ
ン
。
デ
ザ
イ
ン
設
計
業
務
も
同
時

に
開
始
。2002

年
「
プ
レ
イ
マ
ウ
ン

テ
ン
」
千
駄
ヶ
谷
へ 

移
転
オ
ー
プ
ン
。

2004

年
千
駄
ヶ
谷
に
て
喫
茶
「T

as 
Yard

」
を
オ
ー
プ
ン
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
家

具
な
ど
を
扱
う
イ
ン
テ
リ
ア
シ
ョ
ッ
プ

「Playm
ountain

」、活
版
印
刷
店
「pa-

per labo.

」、
子
ど
も
の
為
の
デ
ザ
イ
ン

シ
ョ
ッ
プ
「C

H
IG

O

」
を
展
開
す
る
。

今
年
の
春
に
は
、
故
郷
の
鹿
児
島
に
今

ま
で
の
活
動
の
総
括
と
な
る
複
合
店

「D
W

E
LL Playm

ountain

」
を
オ
ー

プ
ン
さ
せ
た
。 

http://www.landscape-products.net/
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田
老
堤
防（
た
ろ
う
て
い
ぼ
う
）

慶
長
三
陸
地
震
津
波
、
明
治
三
陸
津
波
、

昭
和
三
陸
津
波
と
古
く
か
ら
津
波
被
害

が
多
い
田
老
地
区
に
建
設
さ
れ
た
、
大

規
模
な
防
潮
堤
。
一
九
三
四
年
に
第
一

期
工
事
を
開
始
し
、
そ
の
後
、
資
金
や

資
材
の
枯
渇
に
よ
る
工
事
の
中
断
が
あ

っ
た
が
、
起
工
か
ら
二
四
年
を
経
て
完

成
。
全
長
一
千
三
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
基

底
部
の
最
大
幅
二
五
メ
ー
ト
ル
、
地
上

高
七
・
七
メ
ー
ト
ル
、
海
面
高
さ
一
〇

メ
ー
ト
ル
。
そ
の
後
増
築
が
お
こ
な
わ

れ
、
一
九
六
六
年
に
最
終
的
に
完
成
す

る
。
総
延
長
二
千
四
三
三
メ
ー
ト
ル
に

お
よ
ぶ
巨
大
な
防
潮
堤
が
市
街
を
取
り

囲
ん
で
い
た
が
、
東
日
本
大
震
災
で
の

津
波
に
よ
っ
て
倒
壊
し
、
市
街
は
全
滅

状
態
と
な
っ
た
。
地
区
の
人
口
四
千
四

三
四
人
の
う
ち
、
二
〇
〇
人
近
い
死

者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
た
。

宮
本　
　

車
で
南
下
し
た
限
界
が
田
老
地
区
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

石
川　
　

そ
う
で
す
。
ガ
ソ
リ
ン
も
な
か
っ
た
し
、
南
下
す
る

た
め
の
道
路
が
寸
断
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
ず
っ
と
山
の
な

か
を
徒
歩
で
移
動
し
て
海
に
ち
か
づ
い
て
、
山
肌
を
ク
イ
ッ
と

曲
が
っ
た
ら
こ
の
光
景
が
目
の
前
に
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
記

憶
に
強
烈
に
焼
き
付
い
た
風
景
で
す
。

宮
本　
　

い
ま
僕
た
ち
は
、
そ
の
と
き
の
石
川
さ
ん
の
ま
な
ざ

し
を
写
真
に
よ
っ
て
追
体
験
し
て
い
る
の
で
す
が
、
す
べ
て
が

瓦
礫
と
化
し
た
田
老
地
区
の
俯
瞰
の
形
容
し
が
た
い
静
け
さ
…

「
言
葉
を
失
う
」
と
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
光
景
を
前
に
立

ち
す
く
ん
で
い
る
状
態
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

本
展
に
寄
せ
た
文
章
で
、
石
川
さ
ん
は
、｢

言
葉
が
追
い
つ

け
な
い
涯
て
の
風
景
を
留
め
ら
れ
る
の
は
、
写
真
し
か
な
い
と

思
っ
て
い
る｣

と
書
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
石
川
さ
ん
は
写
真
家

で
あ
る
と
同
時
に
、
優
れ
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
書
き
手
で

も
あ
る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
田
老
堤
防
か
ら
の
写
真
も
含
め
、

震
災
を
記
録
に
す
る
に
あ
た
っ
て
の
写
真
と
言
葉
の
役
割
の
違

い
を
ど
う
整
理
し
て
い
ま
す
か
。

石
川　
　

僕
は
文
章
も
書
き
ま
す
が
、
や
は
り
写
真
家
と
し
て

の
活
動
が
メ
イ
ン
で
、
旅
を
す
れ
ば
必
ず
撮
り
ま
す
。
言
葉
よ

り
写
真
の
ほ
う
が
、
記
録
に
優
れ
た
メ
デ
ィ
ア
だ
と
思
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。
僕
は
写
真
と
は
、
世
界
の
端
的
な
模
写
だ
と
考

え
て
い
て
、
基
本
的
に
写
す
行
為
に
失
敗
も
成
功
も
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
よ
い
写
真
と
か
悪
い
写
真
も
な
い
。
そ
れ
ら
は

世
界
の
断
片
と
し
て
そ
こ
に
あ
る
の
で
。

　

一
方
、
言
葉
や
文
章
は
と
て
も
便
利
で
、
い
ろ
い
ろ
と
伝
え

や
す
い
反
面
、
実
は
こ
ぼ
れ
落
ち
て
し
ま
う
も
の
も
多
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
僕
自
身
が
写
真
と
文
章
の
両
方
で
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
し
て
い
る
の
で
余
計
に
そ
う
感
じ
る
の
で
す
が
、
主
観
的
に

世
界
を
紡
ぐ
も
の
が
言
葉
・
文
章
で
す
か
ら
、
自
分
の
俯
瞰
で

捉
え
た
風
景
の
表
現
で
は
、
や
は
り
大
事
な
デ
ィ
テ
ィ
ー
ル
が

抜
け
落
ち
て
し
ま
う
の
で
す
ね
。

　

そ
れ
が
よ
い
場
合
も
あ
っ
て
、
言
葉
で
表
現
す
べ
き
事
柄
も

あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
よ
う
な
風
景
に
関
し
て
い
え
ば
、
や
は

り
何
ひ
と
つ
こ
ぼ
れ
落
ち
て
は
い
け
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
し

た
。

宮
本　
　
「
何
ひ
と
つ
（
記
録
と
し
て
）
こ
ぼ
れ
落
ち
て
は
い

け
な
い
」
と
被
災
地
で
カ
メ
ラ
を
構
え
て
い
る
と
き
、
石
川
さ

ん
の
な
か
に
〈
写
真
家
と
し
て
の
役
割
〉
と
い
う
意
識
は
あ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

石
川　
　

そ
う
で
す
ね
。
こ
れ
だ
け
大
き
な
自
然
災
害
は
自
分

の
主
観
で
ね
じ
曲
げ
て
は
い
け
な
い
こ
と
だ
し
、
個
人
の
表
現

と
し
て
提
出
す
る
で
き
ご
と
で
も
な
い
わ
け
で
、
記
録
と
し
て

撮
っ
て
い
ま
す
。

　

や
は
り
写
真
と
い
う
の
は
〈
記
録
す
る
こ
と
〉
が
第
一
に
あ

る
と
僕
は
思
う
の
で
、
役
割
と
い
う
よ
り
、
そ
の
特
性
を
最
大

限
に
し
て
い
く
と
、
あ
り
の
ま
ま
に
撮
る
し
か
な
い
。
美
術
で

あ
る
か
な
い
か
と
か
は
、
こ
う
い
う
状
況
下
で
は
全
く
意
味
を

成
さ
な
い
と
い
う
か
、
目
の
前
に
あ
る
も
の
を
と
に
か
く
き
っ

ち
り
撮
っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。

宮
本　
　

こ
の
展
覧
会
に
は
『
や
が
て
わ
た
し
が
い
る
場
所
に

も
草
が
生
い
茂
る
』
と
い
う
、
風
化
を
連
想
さ
せ
る
タ
イ
ト
ル

が
付
い
て
い
ま
す
。
記
録
す
る
行
為
と
は
別
に
、
こ
れ
ら
の
写

真
を
展
示
す
る
際
に
、
石
川
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
留
意

さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
同
じ
地
域
を
定
点
観
測
的
に
撮
っ
た

よ
う
な
組
写
真
も
あ
り
ま
す
ね
。

『time train to horokost』宮島達男／レックリングハウゼン美術館、ドイツ 『やがてわたしがいる場所にも草が生い茂る』石川直樹
やまがた藝術学舎東北復興支援機構TRSO
撮影：瀬野広美
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注
3　

ロ
ー
ツ
ェ
遠
征

標
高
世
界
第
四
位
の
ロ
ー
ツ
ェ
（
八
千

五
一
六
メ
ー
ト
ル
）
か
ら
エ
ベ
レ
ス
ト

を
撮
影
す
る
た
め
、
二
〇
一
二
年
の
三

月
か
ら
約
二
ヶ
月
に
渡
っ
て
登
頂
に
挑

戦
。
し
か
し
相
次
ぐ
落
石
や
雪
崩
の
影

響
を
受
け
、
石
川
を
含
む
多
く
の
登
山

隊
が
ア
タ
ッ
ク
を
断
念
し
た
。
ブ
ロ
グ

『For E
verest 2012

ロ
ー
ツ
ェ
編
』の

登
山
日
誌
に
詳
細
が
克
明
に
記
さ
れ
て

い
る
。

注
4　

8848 

二
〇
一
一
年
九
月
、
東
京
・
谷
中
の
ギ

ャ
ラ
リ
ー
『SC

A
I T

H
E

 BA
T

H
-

H
O

U
SE

』
で
開
催
さ
れ
た
個
展
。
中

判
カ
メ
ラ
を
携
え
て
二
度
目
の
エ
ベ
レ

ス
ト
登
山
へ
挑
ん
だ
、
約
二
ヶ
月
間
の

記
録
を
展
示
。
標
高
八
千
八
四
八
メ
ー

ト
ル
、
気
温
マ
イ
ナ
ス
三
〇
度
に
至
る

世
界
最
高
峰
の
頂
上
か
ら
俯
瞰
し
た
世

界
が
、
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
に
焼
き
付
け

ら
れ
て
い
る
。
登
頂
の
記
録
と
と
も
に
、

エ
ベ
レ
ス
ト
街
道
や
山
岳
民
族
の
シ
ェ

ル
パ
族
が
暮
ら
す
村
の
写
真
な
ど
も
展

示
。

感
じ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
っ
て
、
ア
ラ
ス
カ
の
川
を
下
っ
た
り
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
に
登
っ
た
り
、
あ
る
い
は
太
平
洋
の
海
を
カ
ヌ

ー
で
航
海
し
て
い
る
と
、
人
間
と
い
う
の
は
と
て
も
弱
い
脆
い

存
在
で
あ
っ
て
、
自
然
に
は
屈
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
す
。

　

人
智
を
結
集
し
て
つ
く
ら
れ
た
堤
防
や
原
発
も
、
大
津
波
に

は
無
力
で
し
た
。
津
波
か
ら
守
っ
て
く
れ
る
は
ず
の
堤
防
が
一

気
に
決
壊
し
て
、
村
が
全
滅
し
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
。
自
然

の
な
か
で
人
間
は
弱
い
。
技
術
で
自
然
に
対
抗
す
る
の
は
難
し

い
と
い
う
、
昔
か
ら
旅
の
な
か
で
感
じ
て
い
た
こ
と
を
、
今
回

の
震
災
で
ま
ざ
ま
ざ
と
現
実
の
風
景
と
し
て
見
せ
つ
け
ら
れ
た

わ
け
で
す
ね
。

　

命
を
つ
な
い
で
い
く
に
は
、
自
然
へ
の
畏
怖
の
念
を
忘
れ
な

い
で
、
地
震
や
津
波
や
疫
病
と
い
っ
た
人
智
を
越
え
た
事
象
、

何
処
か
ら
か
や
っ
て
く
る
〈
得
体
の
し
れ
な
い
も
の
〉
を
柔
ら

か
く
受
け
止
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
が
、
実
は
そ
の
よ
う
な

生
き
方
や
知
恵
は
、
昔
は
ど
こ
の
世
界
に
も
あ
り
ま
し
た
。

　

日
本
に
も
も
ち
ろ
ん
あ
っ
た
の
で
す
が
、
い
つ
し
か
自
然
に

対
抗
す
る
と
い
う
か
、
自
分
た
ち
に
と
っ
て
住
み
や
す
い
環
境

に
つ
く
り
変
え
て
い
く
ほ
う
に
向
い
て
し
ま
っ
た
の
で
す
ね
。

僕
た
ち
は
暑
か
っ
た
ら
冷
房
を
つ
け
、
寒
か
っ
た
ら
暖
房
を
つ

け
る
の
で
す
が
、
厳
し
い
自
然
の
な
か
で
生
き
て
い
る
人
た
ち

は
環
境
を
変
え
る
の
で
は
な
く
自
分
の
身
体
を
適
応
さ
せ
て
い

き
ま
す
。
と
て
も
暑
い
と
こ
ろ
な
ら
、
そ
こ
で
暮
ら
す
た
め
の

知
恵
を
生
み
出
し
て
い
く
の
で
す
。

　

自
分
を
変
え
る
こ
と
を
放
棄
し
て
、
ま
わ
り
の
自
然
環
境
を

変
え
る
こ
と
に
執
心
し
て
し
ま
う
と
、
そ
れ
は
や
が
て
大
き
な

ひ
ず
み
を
生
む
。
通
常
は
起
こ
り
え
な
い
よ
う
な
大
き
な
自
然

災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
、
そ
う
し
て
蓄
積
さ
れ
て
き
た
ひ
ず
み

が
一
気
に
ぶ
ち
壊
れ
て
し
ま
う
と
い
う
か
、
逆
に
人
間
に
襲
い

か
か
っ
て
く
る
の
で
す
。

石
川　
　

三
ヶ
月
お
き
に
田
老
地
区
に
通
っ
て
撮
影
し
て
い
ま

す
。
三
月
、
六
月
、
九
月
、
一
二
月
、
一
年
後
に
も
行
き
ま
し

た
。
そ
の
な
か
か
ら
時
間
の
経
過
が
見
て
と
れ
る
三
点
を
組
み

合
わ
せ
て
展
示
し
た
の
で
す
。
定
点
観
測
的
な
撮
影
に
よ
っ
て

写
真
の
記
録
性
を
際
立
た
せ
た
か
っ
た
。
田
老
堤
防
の
件
も
あ

っ
て
、
震
災
を
記
録
す
る
に
は
直
後
の
惨
状
だ
け
で
な
く
て
時

間
や
風
化
の
経
過
も
含
め
て
撮
影
し
、
こ
う
し
た
機
会
に
見
せ

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
た
わ
け
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、「
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
家
族
が
い
る
の

で
写
真
を
見
せ
て
ほ
し
い
」
と
か
「
こ
の
あ
た
り
に
家
が
あ
っ

た
の
だ
が
何
か
見
な
か
っ
た
か
」
と
か
、
被
災
し
た
方
々
か
ら

問
い
合
わ
せ
の
メ
ー
ル
や
連
絡
を
い
く
つ
か
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
と
き
は
こ
う
や
っ
て
写
真
を
大
き
く
引
き
延
ば
し
て
、

隅
々
ま
で
細
か
く
見
て
い
く
わ
け
で
す
。

　

今
回
は
震
災
か
ら
一
年
後
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
展
示
し
て
い
ま

す
が
、
ア
ー
カ
イ
ブ
っ
て
も
の
す
ご
く
重
要
で
す
か
ら
、
お
そ

ら
く
一
〇
年
か
ら
三
〇
年
後
に
、
こ
れ
ら
の
写
真
は
い
ま
と
は

違
う
役
割
を
担
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
ね
。

宮
本　
　
〈
記
録
〉
と
い
う
言
葉
が
何
度
も
出
て
い
る
の
で
す

け
れ
ど
も
、
石
川
さ
ん
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
の
長
い
登
山
﹇
注
3
﹈
か

ら
戻
っ
て
こ
ら
れ
た
ば
か
り
で
す
。
山
で
撮
影
す
る
と
き
と
、

今
回
の
よ
う
な
写
真
と
で
は
、
記
録
の
考
え
方
は
変
わ
っ
て
く

る
の
で
し
ょ
う
か
。

石
川　
　

僕
は
写
真
を
撮
っ
た
り
見
た
り
す
る
と
き
、
一
〇
年
、

あ
る
い
は
一
〇
〇
年
経
っ
て
、
そ
れ
が
〈
見
る
に
値
す
る
か
〉、

後
世
の
人
々
に
と
っ
て
〈
価
値
あ
る
記
録
と
し
て
成
り
立
っ
て

い
る
か
ど
う
か
〉
を
重
要
視
し
て
い
ま
す
。

　

さ
き
ほ
ど
「
よ
い
写
真
も
悪
い
写
真
も
な
い
」
と
い
う
ふ
う

に
い
っ
た
け
れ
ど
、
自
分
な
り
の
写
真
の
価
値
を
改
め
て
考
え

る
と
、
エ
ベ
レ
ス
ト
で
も
被
災
地
で
も
、
南
極
で
も
都
市
の
路

地
裏
で
も
、
記
録
と
し
て
役
割
を
担
え
る
か
と
い
う
こ
と
だ
け

な
の
で
、
写
真
家
と
し
て
の
ス
タ
ン
ス
は
変
わ
ら
な
い
で
す
ね
。

宮
本　
　

僕
は
石
川
さ
ん
の
よ
う
に
エ
ベ
レ
ス
ト
の
頂
か
ら
世

界
を
見
た
こ
と
は
な
い
の
で
す
が
、昨
年
九
月
の
個
展『8848

』

﹇
注
4
﹈
を
拝
見
し
た
と
き
、
こ
の
山
は
人
間
が
経
験
で
き
る
時

間
の
感
覚
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
い
て
、
何
百
年
、
あ
る
い
は
千

年
も
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
姿
で
そ
こ
に
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、『
や
が
て
わ
た
し
が
い
る
場
所
に
も
草
が
生
い
茂

る
』
の
風
景
は
津
波
に
よ
っ
て
一
瞬
で
つ
く
ら
れ
、
そ
の
後
も

一
ヶ
月
単
位
で
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
エ
ベ
レ
ス

ト
と
被
災
地
の
写
真
を
比
べ
る
と
い
う
の
は
、
ち
ょ
っ
と
乱
暴

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
石
川
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
体
験
し
て
こ
ら

れ
た
旅
と
、
今
回
の
展
覧
会
と
の
接
点
や
差
異
を
、
も
う
少
し

探
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
。

　

と
い
う
の
も
、
冒
頭
に
石
川
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
「
自
分

の
身
体
で
理
解
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
の
大
切
さ
」
を
、
僕
も

震
災
以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
痛
感
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。
震
災
を
身
体
で
経
験
し
て
し
ま
っ
た
故
に
、
記
録
す
る
際

の
も
の
の
見
方
と
い
う
か
、
フ
ォ
ー
カ
ス
の
仕
方
が
決
定
的
に

変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
感
じ
る
の
で
す
。

　

東
北
は
ま
だ
し
ば
ら
く
、
震
災
以
前
／
以
降
と
い
う
区
分
を

意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
時
間
の
な
か
に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
石
川
さ
ん
は
、
田
老
地
区
に
通
わ
れ
る
過
程
で
、
ご
自
身

が
何
か
変
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

石
川　
　

記
録
す
る
行
為
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
そ
ん
な
に
変
わ
ら

な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
震
災
は
〈
巨
大
な
自
然
に
対
し
て
対
抗

し
た
り
抵
抗
し
た
り
し
て
も
無
駄
で
あ
る
〉
こ
と
を
再
認
識
さ

せ
ら
れ
る
で
き
ご
と
で
し
た
。
で
も
こ
れ
は
、
昔
か
ら
ず
っ
と
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宮
本　
　

い
ま
の
石
川
さ
ん
の
お
話
は
、
別
会
場
で
開
催
し
て

い
る
も
う
ひ
と
つ
の
石
川
直
樹
写
真
展
『
異
人 the stranger

』

﹇
14
頁
﹈
に
つ
な
が
っ
て
き
ま
す
。
ふ
た
つ
の
写
真
展
を
つ
な
ぐ

存
在
と
し
て
、
石
川
さ
ん
が
今
年
一
月
に
大
船
渡
で
撮
影
し
た

ス
ネ
カ
﹇
注
5
﹈
の
儀
礼
が
挿
入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
震
災
の
記

録
と
し
て
全
体
を
眺
め
る
と
、
来
場
者
に
は
い
さ
さ
か
唐
突
に

映
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
震
災
か
ら
の
気
付
き
と
し
て
の
〈
得

体
の
し
れ
な
い
も
の
を
柔
ら
か
く
受
け
と
め
る
〉
と
い
う
こ
と

と
、『
異
人 the stranger

』
展
の
関
連
に
つ
い
て
伺
い
た
い
の

で
す
が
。

石
川　
　

異
人
の
儀
礼
で
は
、
秋
田
の
ナ
マ
ハ
ゲ
が
有
名
で
、

あ
れ
を
鬼
と
同
じ
よ
う
な
存
在
と
し
て
勘
違
い
し
て
い
る
人
も

す
ご
く
多
い
の
で
す
が
、
鬼
と
は
違
い
ま
す
。
鬼
は
、「
鬼
は
外
、

福
は
内
」
っ
て
追
い
払
い
ま
す
よ
ね
。
来
訪
神
と
し
て
現
れ
る

仮
面
の
人
々
は
文
字
通
り
〈
異
人
〉
で
、
外
か
ら
や
っ
て
く
る
、

自
分
た
ち
と
は
異
な
る
存
在
で
す
。
何
を
も
た
ら
す
か
分
か
ら

な
い
不
気
味
な
存
在
で
あ
り
な
が
ら
、
人
々
は
追
い
払
わ
ず
家

に
あ
げ
る
の
で
す
ね
。
異
人
の
儀
礼
は
、
東
北
、
九
州
南
部
、

沖
縄
の
島
々
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
ネ
カ
は
吉
浜
地
区
に
伝
わ
る
異
人
で
す
。
こ
の
写
真
の
よ

う
に
玄
関
か
ら
ヌ
ッ
と
入
っ
て
、
家
の
人
は
酒
や
料
理
を
出
し

た
り
し
て
歓
待
し
ま
す
。
海
は
津
波
の
よ
う
な
災
害
だ
け
で
な

く
、
稲
作
の
技
術
や
植
物
の
種
を
も
た
ら
し
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
に
よ
っ
て
村
が
繁
栄
し
た
と
い
う
伝
承
が
、
日
本
列
島
に
は

い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。
外
の
世
界
か
ら
や
っ
て
く
る
異
人
を
招

き
入
れ
る
こ
と
で
、
新
し
い
知
恵
や
力
が
村
や
家
に
も
た
ら
さ

れ
る
と
昔
の
人
々
は
考
え
た
わ
け
で
す
。

宮
本　
　

中
華
思
想
を
は
じ
め
と
す
る
世
界
の
主
た
る
文
明
の

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
で
は
、
中
心
に
皇
帝
が
い
て
、
そ
こ
か
ら

注
6　

A
R

C
H

IPE
LA

G
O

（
ア
ー
キ
ぺ
ラ
ゴ
）

集
英
社
、
二
〇
〇
九
年

ア
ー
キ
ぺ
ラ
ゴ
と
は
群
島
・
多
島
海
の

意
味
。
日
本
の
南
北
そ
れ
ぞ
れ
に
連
な

る
環
太
平
洋
の
島
々
を
旅
し
、
そ
の
土

地
の
風
土
や
人
々
と
の
出
会
い
を
収
め

た
写
真
集
。〈
端
〉
や
〈
周
縁
〉
と
呼
ば

れ
な
が
ら
点
在
す
る
小
さ
な
島
々
を
、

国
境
を
越
え
た
ひ
と
つ
の
〈
多
島
海
〉

と
し
て
捉
え
直
す
一
冊
。

注
7　

C
O

R
O

N
A

（
コ
ロ
ナ
）

青
土
社
、
二
〇
一
〇
年

ポ
リ
ネ
シ
ア
・
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
と
呼

ば
れ
る
、
ハ
ワ
イ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
、
イ
ー
ス
タ
ー
島
を
つ
な
い
だ
三
角

圏
へ
の
一
〇
年
以
上
の
旅
の
記
録
。
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
三
倍
も
の
面
積
が
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
同
種
の
言
語
を
も
つ
さ

ま
ざ
ま
な
海
洋
民
が
往
来
し
、
共
通
の

文
化
圏
が
存
在
す
る
場
所
。
海
が
つ
な

ぐ
〈
見
え
な
い
大
陸
〉
へ
の
ま
な
ざ
し

が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
第
三
〇
回
土
門

拳
賞
受
賞
作
品
。

注
5　

ス
ネ
カ
（
岩
手
県
・
良
浜
）

大
船
渡
市
・
吉
浜
な
ど
沿
岸
の
村
々
に

伝
承
さ
れ
る
儀
礼
。
正
月
一
五
日
の
晩

に
ス
ネ
カ
が
家
々
を
ま
わ
り
、
里
に
春

を
つ
げ
、
そ
の
年
の
五
穀
豊
穣
と
豊
漁

を
も
た
ら
す
と
い
わ
れ
る
。
犬
や
熊
な

ど
の
獣
の
毛
皮
を
ま
と
い
、
手
足
に
手

甲
と
ハ
バ
キ
を
付
け
、
ユ
ズ
ケ
と
呼
ぶ

雪
沓
を
履
き
、
子
ど
も
の
靴
を
取
り
付

け
た
空
俵
を
背
負
い
、
手
に
短
刀
を
も

ち
、
腰
に
ア
ワ
ビ
の
殻
を
吊
り
下
げ
、

木
の
面
を
被
っ
て
い
る
。
家
の
庭
先
に

着
く
と
ス
ネ
カ
は
鼻
を
ゴ
ン
ゴ
ン
鳴
ら

し
、
戸
を
ガ
タ
ガ
タ
揺
ら
し
て
来
訪
を

告
げ
る
。
座
敷
を
歩
き
ま
わ
り
、
身
を

揺
さ
ぶ
っ
て
ア
ワ
ビ
の
殻
を
ガ
ラ
ガ
ラ

鳴
ら
し
、
背
負
っ
た
俵
を
示
し
て
「
カ

バ
ネ
ヤ
ミ
（
怠
け
者
）
い
ね
え
が
」「
泣

く
童
（
わ
ら
し
）
い
ね
え
が
」「
言
う
こ

と
聞
か
ね
童
い
ね
が
」
な
ど
と
声
を
張

り
あ
げ
て
子
ど
も
た
ち
を
お
ど
す
。
昔

は
集
落
の
青
年
か
ら
中
年
層
の
男
性
が

自
発
的
に
ス
ネ
カ
に
扮
し
て
い
た
が
、

現
在
は
保
存
会
を
中
心
に
お
こ
な
わ
れ

る
。
二
〇
一
二
年
、
震
災
復
興
の
目
的

で
中
高
生
を
中
心
に
一
九
人
の
ス
ネ
カ

が
仮
設
住
宅
を
ま
わ
っ
た
。
二
〇
〇
四

年
、
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
。

王
化
の
光
が
同
心
円
状
に
広
が
っ
て
辺
境
を
照
ら
し
て
い
く
と

い
う
考
え
方
を
と
る
の
で
す
が
、
い
ま
の
石
川
さ
ん
の
お
話
で

は
そ
の
逆
で
、
外
界
か
ら
異
形
の
神
や
種
や
技
術
が
流
れ
着
き
、

そ
れ
を
上
手
に
受
け
入
れ
る
こ
と
で
繁
栄
し
て
い
こ
う
と
す
る

態
度
で
す
ね
。

　

石
川
さ
ん
は
写
真
集
『A

RC
H

IPELA
G

O

』﹇
注
6
﹈
や

『C
O

RO
N

A

』﹇
注
7
﹈
で
、
日
本
を
島
々
が
連
な
る
群
島
と
し

て
捉
え
直
す
視
座
を
提
示
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
こ
の
異

人
も
、
そ
う
し
た
海
と
の
古
い
つ
な
が
り
を
示
す
も
の
と
し
て

撮
影
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

石
川　
　

そ
う
で
す
。
僕
た
ち
は
日
本
列
島
を
〈
日
本
〉
と
い

う
国
家
の
概
念
で
ひ
と
く
く
り
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
実

は
さ
ま
ざ
ま
な
島
の
連
な
り
で
す
よ
ね
。
南
は
本
州
島
が
あ
っ

て
四
国
島
が
あ
っ
て
九
州
島
が
あ
っ
て
、
そ
し
て
奄
美
群
島
が

あ
っ
て
琉
球
諸
島
が
あ
っ
て
、
そ
の
先
の
台
湾
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

さ
ら
に
そ
の
先
の
ス
ン
ダ
ラ
ン
ド
の
島
々
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

そ
し
て
北
は
北
海
道
島
か
ら
サ
ハ
リ
ン
か
ら
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
、

そ
し
て
ア
ラ
ス
カ
か
ら
ク
イ
ー
ン
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
島
へ
と
連
な

っ
て
い
く
わ
け
で
す
。

　

現
在
の
日
本
は
東
京
と
い
う
中
心
が
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
遠

い
場
所
ほ
ど
辺
境
化
し
て
い
く
の
で
す
が
、
昔
は
そ
う
で
は
な

く
て
、
確
た
る
中
心
が
な
い
ま
ま
各
部
分
が
独
立
し
な
が
ら
全

体
と
し
て
の
統
制
を
失
わ
な
い
と
い
う
、
有
機
的
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
い
ま
も
あ
る
わ
け
で
す

が
、
ど
う
し
て
も
中
国
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
、
東
西
の
大
陸
に
あ

る
超
大
国
と
の
関
係
に
目
が
注
が
れ
、
群
島
と
し
て
の
日
本
は

見
え
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
無
数
の
中
心
が
あ
る
と
い
う
群
島
的
な
世
界
の
在

り
方
こ
そ
が
、
異
人
や
津
波
の
よ
う
な
〈
得
体
の
し
れ
な
い
も

の
〉
に
抵
抗
せ
ず
、
柔
ら
か
く
受
け
止
め
て
き
た
、
僕
た
ち
の

本
来
の
生
き
方
で
あ
り
文
化
な
の
で
は
な
い
か
と
、
震
災
後
、

改
め
て
思
う
わ
け
で
す
。

宮
本　
　

今
日
は
こ
れ
か
ら
会
場
を
移
し
て
、
そ
の
『
異
人 

the stranger

』
に
つ
い
て
さ
ら
に
掘
り
下
げ
て
お
話
を
伺
っ
て

い
く
の
で
す
が
、
田
老
地
区
を
は
じ
め
被
災
地
の
記
録
撮
影
は

今
後
も
続
け
ら
れ
る
の
で
す
か
。

石
川　
　

九
ヶ
月
く
ら
い
経
っ
て
、
瓦
礫
が
片
付
い
て
か
ら
は
、

家
々
の
基
礎
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
ひ
ろ
が
っ
て
、
た
だ
草
が

生
え
て
い
る
だ
け
と
い
う
か
、
風
景
に
あ
ま
り
変
化
が
見
え
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
田
老
地
区
は
地
面
を
底
あ
げ
す
る

大
規
模
な
工
事
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。
造
成
が
終
わ
っ
た
ら

建
物
が
ど
ん
ど
ん
建
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

『
や
が
て
わ
た
し
が
い
る
場
所
に
も
草
が
生
い
茂
る
』
は
ま
だ

全
然
区
切
り
は
つ
い
て
い
な
く
て
、
こ
れ
か
ら
も
定
期
的
に
通

っ
て
、
風
景
の
変
化
を
ず
っ
と
撮
り
続
け
て
い
き
ま
す
。
そ
う

し
て
見
続
け
た
果
て
に
何
が
見
え
る
の
か
が
知
り
た
い
わ
け
な

の
で
、
震
災
の
記
録
は
ま
だ
は
じ
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

宮
本　
　

そ
の
続
き
を
ま
た
展
覧
会
と
し
て
見
せ
て
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
公
開
採
録
＝
二
〇
一
二
年
六
月
二
九
日
﹇
金
﹈
一
四
時
〜
一
五
時
三
〇
分　

や
ま
が

た
藝
術
学
舎
東
北
復
興
支
援
機
構
Ｔ
Ｒ
Ｓ
Ｏ
）

スネカ／大船渡市良浜／撮影：石川直樹
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異
人 the stranger

宮
本　
　

こ
の
展
示
で
は
、
東
北
か
ら
沖
縄
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
で
石
川
さ
ん
が
立
ち
会
っ
て
こ
ら
れ
た
異
人
の
儀
礼
を
、

島
々
が
連
な
る
よ
う
に
展
示
し
て
み
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
で
、

南
北
に
長
い
日
本
列
島
の
な
か
に
、
本
当
に
多
様
な
文
化
が
あ

る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
特
に
沖
縄
や
九
州
の
異
人

は
、
そ
れ
が
現
代
の
日
本
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
と
は
に
わ
か

に
信
じ
が
た
い
く
ら
い
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
な
ど
南
洋
の
島
々
の
呪

術
的
な
民
俗
世
界
と
連
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

　

と
こ
ろ
で
、
二
〇
一
〇
年
に
石
川
さ
ん
が
発
表
さ
れ
た
写
真

集
『A

RC
H

IPELA
G

O

』
に
、
す
で
に
異
人
は
登
場
し
て
い
ま

す
。
群
島
（
＝
ア
ー
キ
ペ
ラ
ゴ
）
と
し
て
日
本
を
捉
え
直
す
旅

の
な
か
で
、
異
人
と
石
川
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
出
会
っ
て
い
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

石
川　
　

島
っ
て
、
一
見
す
る
と
ウ
ェ
ル
カ
ム
な
と
こ
ろ
が
あ

り
な
が
ら
、
実
は
そ
の
根
っ
こ
で
は
す
ご
く
排
他
的
な
部
分
も

あ
る
の
で
す
。
島
の
儀
礼
や
神
事
の
な
か
に
は
、
決
し
て
入
っ

て
は
い
け
な
い
、
撮
っ
て
は
い
け
な
い
、
語
っ
て
は
い
け
な
い

と
い
う
、
タ
ブ
ー
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

　

僕
は
も
と
も
と
、
そ
う
い
う
秘
密
結
社
の
祭
祀
に
と
て
も
強

い
関
心
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、『A

RC
H

IPELA
G

O

』
で
は

自
分
自
身
が
異
邦
人
に
な
っ
て
、
小
さ
な
島
々
に
入
っ
て
い
っ

た
の
で
、
異
人
を
迎
え
入
れ
る
儀
礼
と
い
う
も
の
に
興
味
を
も

っ
た
の
で
す
。

宮
本　
　

い
ま
タ
ブ
ー
や
秘
密
結
社
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
た

の
で
す
が
、
現
代
を
生
き
て
い
る
僕
た
ち
に
と
っ
て
、
そ
の
よ

う
な
島
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
は
と
て
も
特
殊
に
聞
こ
え

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
し
た
強
力
な
秘
密
や
タ
ブ
ー
が
、
な
ぜ

こ
の
現
代
日
本
の
島
々
に
生
き
続
け
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

石
川　
　

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、

僕
な
り
に
シ
ン
プ
ル
に
理
解
し
て
い
る
の
は
、
秘
密
を
共
有
し

た
仲
と
い
う
の
は
本
当
の
友
だ
ち
と
い
う
か
、
結
束
が
で
き
ま

す
よ
ね
。
秘
密
を
共
有
す
る
こ
と
で
集
落
の
絆
を
つ
な
ぎ
と
め

る
、
そ
れ
が
異
人
の
儀
礼
の
役
割
で
あ
っ
た
り
す
る
の
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
奇
妙
な
意
匠
が
施
さ
れ
た
仮
面
で
す

か
ら
、
異
人
の
な
か
に
は
観
光
化
さ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
も
あ

る
し
、
半
ば
形
骸
化
し
つ
つ
も
、
民
俗
指
定
文
化
財
と
し
て
国

に
守
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
で
も
そ
れ
は
基
本
的
に

他
者
へ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
な
く
て
、
共
同
体
の
た
め
に

お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

宮
本　
　

石
川
さ
ん
は
エ
ベ
レ
ス
ト
に
登
っ
た
り
、
ス
タ
ー
ナ

ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
﹇
注
8
﹈
を
身
に
付
け
て
航
海
し
た
り
と
、
一
〇

代
の
頃
か
ら
地
球
規
模
の
旅
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
で
す
が
、

こ
の
『
異
人 the stranger

』
は
歴
史
や
記
憶
を
遡
る
旅
で
す
よ

ね
。

石
川　
　

そ
う
で
す
ね
。
昔
の
世
界
っ
て
ど
う
な
っ
て
い
た
の

か
と
い
う
単
純
な
興
味
が
あ
っ
て
、
以
前
か
ら
世
界
中
の
先
史

時
代
の
壁
画
を
巡
っ
て
写
真
を
撮
っ
て
き
ま
し
た
。
で
も
、
壁

画
は
目
に
見
え
る
形
と
し
て
そ
こ
に
残
っ
て
い
る
も
の
だ
け
れ

ど
、
そ
の
せ
い
で
目
に
見
え
な
い
も
の
も
あ
る
と
い
う
か
…
。

文
字
や
絵
で
は
な
く
口
承
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
儀
礼
や
祭
祀

に
自
然
と
興
味
の
対
象
が
移
っ
て
い
っ
た
の
で
す
ね
。

　

僕
は
未
知
の
も
の
に
触
れ
た
い
、
新
し
い
世
界
に
出
会
い
た

い
と
い
う
気
持
ち
を
常
に
も
っ
て
い
ま
す
が
、
小
さ
な
島
に
は
、

〈
島
を
島
と
し
て
つ
な
ぎ
と
め
る
〉
た
め
の
大
き
な
秘
密
が
あ

る
。
そ
こ
に
触
れ
て
い
く
の
は
距
離
的
な
旅
と
い
う
よ
り
も
、

注
8　

ス
タ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

（Star N
avigation

）

伝
統
航
海
術
。
海
図
や
コ
ン
パ
ス
・
羅

針
盤
な
ど
の
近
代
計
器
を
い
っ
さ
い
使

わ
ず
に
、
知
覚
で
き
る
自
然
現
象
の
す

べ
て
を
利
用
し
て
舟
を
目
的
地
へ
と
導

く
、
高
度
な
航
海
術
。
星
・
月
・
太
陽

の
位
置
や
波
・
風
か
ら
方
角
と
緯
度
を
、

落
陽
の
雲
の
形
と
色
か
ら
天
候
を
、
海

鳥
の
姿
か
ら
島
の
位
置
を
、
と
い
う
よ

う
に
現
在
地
を
把
握
し
針
路
を
定
め
る
。

古
代
か
ら
の
伝
統
文
化
と
し
て
太
平
洋

全
域
で
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
ミ
ク
ロ

ネ
シ
ア
の
ヤ
ッ
プ
島
以
東
に
あ
る
小
さ

な
離
島
群
で
現
在
も
口
承
さ
れ
て
い
る
。

『異人 the stranger（パーントゥ）』石川直樹
東北芸術工科大学本館7階ギャラリー
撮影：瀬野広美
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注
9　

ミ
ル
ク
（
沖
縄
県
・
西
表
島
）

海
の
彼
方
か
ら
や
っ
て
き
て
、
豊
作
を

も
た
ら
す
神
。
八
重
山
諸
島
の
多
く
の

地
域
に
伝
え
ら
れ
、
旧
暦
六
月
、
旧
暦

八
〜
九
月
に
各
地
で
お
こ
な
わ
れ
る
地

域
の
祭
り
に
ミ
ル
ク
が
出
現
す
る
。
藤

で
編
ん
だ
型
に
紙
を
張
っ
て
胡
粉
を
塗

っ
た
福
々
し
い
面
を
顔
に
付
け
、
ふ
く

よ
か
で
大
き
な
腹
を
し
て
、
黄
色
の
衣

装
を
身
体
に
ま
と
い
、
右
手
に
団
扇
、

左
手
に
錫
杖
を
も
ち
、
行
列
芸
の
先
頭

に
立
っ
て
進
む
。
一
説
に
、
一
八
世
紀

末
、
安
南
国
（
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
の
東

岸
地
方
）
に
漂
流
し
た
島
役
人
に
よ
っ

て
招
来
さ
れ
た
の
が
は
じ
ま
り
と
伝
え

ら
れ
る
。

注
10　

ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ

沖
縄
県
や
奄
美
群
島
で
伝
え
ら
れ
る
、

は
る
か
遠
い
東
の
海
の
彼
方
、
ま
た
は

海
の
底
、
地
の
底
に
あ
る
と
さ
れ
る
異

界
。
年
の
は
じ
め
に
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
か

ら
神
が
や
っ
て
き
て
豊
穣
を
も
た
ら
し
、

年
末
に
帰
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
生
者

の
魂
も
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
よ
り
き
て
、
死

者
の
魂
は
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
に
去
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
ニ
ラ
イ
は〈
根
の
方
〉、

カ
ナ
イ
は
〈
彼
方
〉
を
意
味
す
る
な
ど
、

言
葉
の
成
り
立
ち
が
諸
説
あ
る
。

注
11　

フ
サ
マ
ラ
ー

（
沖
縄
県
・
波
照
間
島
）

雨
乞
い
の
行
事
に
登
場
す
る
来
訪
神
。

瓢
箪
な
ど
で
つ
く
っ
た
仮
面
を
付
け
、

夕
顔
や
ヘ
チ
マ
の
蔓
草
で
身
体
を
包
み
、

夫
婦
の
フ
サ
マ
ラ
ー
に
扮
し
た
村
人
が

御
嶽
（
う
た
き
）
の
井
戸
水
を
汲
み
、

各
集
落
の
御
嶽
を
ま
わ
り
阿
底
御
嶽
に

向
か
う
。
ア
マ
グ
ヌ
パ
ン
と
呼
ば
れ
る

歌
を
歌
い
な
が
ら
、
汲
ん
で
き
た
そ
れ

ぞ
れ
の
御
嶽
の
水
を
ま
き
散
ら
し
、
雨

願
い
を
お
こ
な
う
。
村
人
は
フ
サ
マ
ラ

ー
を
歌
で
囃
し
た
て
て
、
桶
か
ら
水
を

投
げ
か
け
て
歓
迎
す
る
。
フ
サ
マ
ラ
ー

の
杖
で
打
た
れ
る
と
命
が
短
く
な
る
と

い
わ
れ
る
。

記
憶
や
内
面
に
入
っ
て
い
く
旅
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
ね
。

　

そ
れ
と
、
僕
は
ト
ラ
ン
ス
に
興
味
が
あ
っ
て
、
サ
ッ
カ
ー
の

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
熱
狂
し
て
い
る
群
衆
も
そ
う
で
す
が
、
人

間
の
無
意
識
が
バ
ッ
と
表
出
し
て
い
る
瞬
間
に
興
味
が
あ
り
ま

す
。
人
の
素
の
、
も
っ
と
奥
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
よ
う

な
、
野
生
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
状
態
を
追
っ
て

い
く
と
、
や
は
り
祭
り
と
か
儀
礼
に
辿
り
着
く
の
で
す
ね
。

　

異
人
の
仮
面
を
被
っ
た
人
は
変
身
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
こ

の
ミ
ル
ク
の
仮
面
を
被
っ
た
島
の
青
年
は
、
青
年
じ
ゃ
な
く
な

っ
て
い
る
の
で
す
よ
ね
。
ま
さ
に
異
人
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

ミ
ル
ク

石
川　
　

こ
れ
か
ら
展
示
し
て
い
る
順
番
で
僕
が
撮
っ
て
き
た

異
人
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
最
初
に
出
て
く
る
の
は
西
表

島
の
ミ
ル
ク
で
す
。
こ
れ
は「
弥
勒
」
が
な
ま
っ
て「
ミ
ル
ク
」

﹇
注
9
﹈
に
な
っ
て
い
て
、
波
照
間
、
西
表
、
鳩
間
、
小
浜
な
ど
、

八
重
山
諸
島
の
豊
年
祭
に
は
こ
の
白
い
顔
の
異
人
が
必
ず
登
場

し
ま
す
。

　

ミ
ル
ク
は
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
﹇
注
10
﹈
か
ら
や
っ
て
く
る
神
で
す
。

来
訪
神
は
海
の
彼
方
か
ら
や
っ
て
き
て
、
恵
み
を
も
た
ら
す
存

在
で
も
あ
る
の
で
、
畏
怖
の
念
を
も
っ
て
接
す
る
の
で
す
。
こ

の
ミ
ル
ク
も
そ
う
だ
し
、
他
の
異
人
の
儀
礼
も
同
じ
で
、
人
々

は
決
し
て
追
い
払
っ
た
り
し
な
い
で
歓
待
す
る
わ
け
で
す
ね
。

　

ミ
ル
ク
は
人
々
を
伴
っ
て
浜
を
ず
っ
と
歩
い
て
い
く
の
で
す

が
、
豊
年
祭
に
は
死
者
を
迎
え
る
意
味
合
い
も
あ
る
の
で
、
黒

い
ベ
ー
ル
を
被
っ
た
人
た
ち
も
い
た
り
し
て
、
ち
ょ
っ
と
葬
列

の
よ
う
な
感
じ
も
あ
り
ま
す
。
最
後
に
獅
子
舞
が
現
れ
て
終
わ

り
ま
す
。

　

こ
の
ミ
ル
ク
で
面
白
い
の
は
、
千
鳥
足
な
の
で
す
。
島
の
公

民
館
な
ど
で
、
ミ
ル
ク
の
仮
面
を
付
け
る
村
の
青
年
は
し
こ
た

ま
酒
を
飲
ん
で
、
酩
酊
状
態
で
出
て
く
る
の
で
す
ね
。
仮
面
を

被
っ
て
い
る
の
で
、
目
も
ほ
と
ん
ど
見
え
て
い
な
い
よ
う
な
状

態
で
す
。
ふ
ら
ふ
ら
と
千
鳥
足
で
現
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
両
脇

を
抱
え
る
よ
う
に
ぴ
っ
た
り
と
寄
り
添
っ
て
歩
い
て
い
く
の
で

す
。

　

こ
れ
は
日
本
だ
け
で
な
く
て
、
世
界
各
地
の
神
話
や
伝
承
に

よ
く
出
て
く
る
の
で
す
が
、
境
界
や
境
目
を
超
え
や
す
い
の
は
、

こ
の
よ
う
に
普
通
の
大
人
と
は
別
の
、
身
体
に
不
自
由
が
あ
る

人
や
、
子
ど
も
で
あ
っ
た
り
す
る
の
で
す
。
ミ
ル
ク
は
ま
さ
に

そ
う
で
す
よ
ね
、
千
鳥
足
の
酩
酊
状
態
で
あ
っ
ち
の
世
界
か
ら

こ
っ
ち
の
世
界
を
ふ
ら
ふ
ら
と
往
復
す
る
存
在
と
し
て
登
場
す

る
。

　
フ
サ
マ
ラ
ー

石
川　
　

こ
れ
は
波
照
間
島
で
撮
影
し
た
フ
サ
マ
ラ
ー
﹇
注
11
﹈

で
す
。
波
照
間
島
の
豊
年
祭
は
ム
シ
ャ
ー
マ
と
い
っ
て
、
西
表

島
と
同
じ
よ
う
に
、
ミ
ル
ク
が
最
初
に
出
て
き
て
、
そ
の
後
ろ

に
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
が
仮
装
行
列
の
よ
う
に
つ
い
て
い
き
ま

す
。
そ
の
い
ち
ば
ん
最
後
尾
に
つ
い
て
く
る
の
が
こ
の
フ
サ
マ

ラ
ー
な
の
で
す
。

　

カ
ボ
チ
ャ
み
た
い
な
仮
面
も
異
様
で
す
が
、
雰
囲
気
も
他
と

違
い
ま
す
。
千
鳥
足
の
ミ
ル
ク
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、
歌
っ
た
り

踊
っ
た
り
し
て
賑
々
し
く
行
列
が
続
い
て
い
く
の
に
、
フ
サ
マ

ラ
ー
だ
け
は
何
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
も
し
な
い
で
、
い
ち
ば
ん
後

ろ
で
少
し
う
つ
む
き
加
減
で
ゆ
っ
く
り
つ
い
て
く
る
だ
け
な
の

で
す
。

　

こ
れ
は
僕
の
推
測
で
す
が
、
こ
う
し
た
島
々
に
は
名
前
を
語

る
こ
と
す
ら
禁
じ
ら
れ
た
祭
祀
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
は
ず
で
、

フ
サ
マ
ラ
ー
も
そ
の
類
の
神
で
、
そ
れ
が
い
つ
の
間
に
か
豊
年

祭
に
と
り
こ
ま
れ
て
、
行
列
の
い
ち
ば
ん
最
後
に
加
わ
る
よ
う

『異人 the stranger（ミルク）』石川直樹
東北芸術工科大学本館7階ギャラリー
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こ
れ
に
つ
い
て
は
研
究
者
た
ち
も
調
べ
て
い
る
け
れ
ど
、
な
か

な
か
答
え
が
出
な
い
で
す
ね
。

　

ボ
ゼ
が
出
て
く
る
前
に
、
集
落
で
は
盆
踊
り
が
お
こ
な
わ
れ

ま
す
。
円
に
な
っ
て
二
時
間
く
ら
い
踊
る
の
で
す
が
、
僕
は
こ

れ
、
旅
の
原
型
の
一
種
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
旅
と
い
う
の
は

巡
礼
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ら
サ
ン
テ
ィ

ア
ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ー
ラ
﹇
注
15
﹈
に
向
か
う
巡
礼
者
が
、

旅
行
の
原
型
を
つ
く
っ
て
い
く
の
で
す
が
、
日
本
に
は
そ
こ
ま

で
長
い
巡
礼
は
な
い
も
の
の
、
山
岳
信
仰
や
お
伊
勢
参
り
、
お

遍
路
な
ん
か
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

　

で
も
、
こ
の
よ
う
な
小
さ
な
島
々
で
は
長
く
歩
く
巡
礼
は
叶

わ
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
こ
の
盆
踊
り
の
よ
う
に
同
じ
と
こ
ろ

を
ぐ
る
ぐ
る
ま
わ
っ
て
い
く
身
ぶ
り
に
巡
礼
の
意
味
合
い
を
込

め
た
の
で
は
な
い
か
と
。
み
ん
な
で
延
々
と
お
な
じ
身
ぶ
り
で

踊
る
こ
と
に
よ
っ
て
ト
ラ
ン
ス
の
よ
う
な
状
態
に
な
り
、
別
の

世
界
へ
の
扉
が
開
き
、
そ
こ
か
ら
ボ
ゼ
が
登
場
す
る
と
い
う
わ

け
で
す
。

　

集
落
の
中
心
に
漢
字
の
「
寺
」
で
は
な
く
て
、
カ
タ
カ
ナ
の

「
テ
ラ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
場
所
が
あ
っ
て
、
ボ
ゼ
は
そ
こ
か

ら
出
て
き
ま
す
。
手
に
は
赤
土
を
塗
っ
た
マ
ラ
ボ
ウ
と
い
う
男

性
器
を
模
し
た
棒
を
も
っ
て
い
て
、
そ
れ
で
女
性
と
か
泣
い
て

逃
げ
る
子
ど
も
を
追
い
か
け
て
突
く
わ
け
で
す
。
宮
古
島
の
パ

ー
ン
ト
ゥ
と
同
じ
で
、
こ
の
赤
い
泥
が
つ
く
と
そ
の
一
年
は
無

病
息
災
で
暮
ら
せ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ボ
ゼ
の
仮
面
は
一
年
に
一
回
、
こ
の
儀
礼
の
た
め
に
必
ず
新

し
く
つ
く
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。
使
い
終
わ
っ
た
仮

面
は
テ
ラ
の
裏
に
捨
て
ら
れ
て
、
よ
く
見
る
と
、
朽
ち
果
て
た

昔
の
ボ
ゼ
の
面
が
草
む
ら
の
な
か
に
転
が
っ
て
い
る
。
テ
ラ
は

ま
る
で
ボ
ゼ
の
墓
場
の
よ
う
で
も
あ
り
ま
す
。

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
。

　
パ
ー
ン
ト
ゥ

石
川　
　

次
の
写
真
は
宮
古
島
の
狩
俣
集
落
で
お
こ
な
わ
れ
た

パ
ー
ン
ト
ゥ
﹇
注
12
・
15
頁
﹈
で
す
ね
。
神
聖
な
井
戸
の
底
に
あ

る
も
の
す
ご
く
臭
い
泥
を
汲
み
あ
げ
、
そ
れ
を
全
身
に
塗
っ
て

パ
ー
ン
ト
ゥ
に
変
身
し
ま
す
。
泥
だ
け
で
な
く
て
蔦
も
身
体
に

ま
と
っ
て
い
ま
す
。
人
の
形
を
し
て
い
る
け
れ
ど
、
地
元
の
人

は
「
一
匹
、
二
匹
」
と
呼
ん
で
い
る
か
ら
、
動
物
と
人
の
間
み

た
い
な
、
ま
さ
に
得
体
の
し
れ
な
い
存
在
な
の
で
す
ね
。

　

パ
ー
ン
ト
ゥ
に
泥
を
付
け
ら
れ
る
と
一
年
間
は
無
病
息
災
で

い
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
よ
う
に
﹇
20
頁
﹈
抱
っ

こ
さ
れ
て
い
る
小
さ
な
子
ど
も
は
泥
を
つ
け
ら
れ
ま
す
。
パ
ー

ン
ト
ゥ
の
な
か
に
入
っ
て
い
る
の
は
島
の
若
者
た
ち
で
す
か
ら
、

本
気
で
走
る
と
も
の
す
ご
く
速
く
て
、
逃
げ
た
と
こ
ろ
で
結
局

は
捕
ま
っ
て
、
泥
だ
ら
け
に
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

宮
古
に
は
お
酒
を
ま
わ
し
飲
み
す
る
「
お
通
り
」
と
い
う
風

習
が
あ
っ
て
、
軒
先
で
オ
ジ
イ
た
ち
が
集
ま
っ
て
飲
ん
で
い
る

と
こ
ろ
に
も
、
パ
ー
ン
ト
ゥ
が
現
れ
て
ぜ
ん
ぶ
泥
だ
ら
け
に
し

て
い
く
の
で
す
が
、
オ
ジ
イ
た
ち
は
平
然
と
し
て
い
る
。
そ
ん

な
風
景
が
島
の
あ
ち
こ
ち
で
起
こ
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。

　

パ
ー
ン
ト
ゥ
の
儀
礼
は
全
国
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、

た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
泥
を
つ
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
雨
合
羽
を

着
て
見
物
す
る
の
だ
け
れ
ど
、
そ
う
す
る
と
逆
に
め
ち
ゃ
く
ち

ゃ
に
や
ら
れ
て
し
ま
う
。
僕
も
マ
キ
ナ
と
い
う
中
判
の
カ
メ
ラ

を
泥
だ
ら
け
に
さ
れ
て
、
壊
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
地

元
の
人
た
ち
は
黒
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
で
く
る
の
で
す
ね
。
ど
ん
な
に

防
御
し
て
も
泥
を
付
け
ら
れ
る
と
分
か
っ
て
い
ま
す
か
ら
ね
。

白
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
と
か
だ
と
洗
濯
し
て
も
落
ち
な
い
よ
う
な
強
烈

な
泥
を
付
け
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

パ
ー
ン
ト
ゥ
は
他
の
集
落
で
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

儀
礼
が
観
光
化
し
て
い
く
こ
と
に
疑
問
の
声
も
あ
が
っ
て
い
て
、

パ
ー
ン
ト
ゥ
を
お
こ
な
う
日
を
事
前
に
知
ら
せ
な
い
よ
う
す
る

こ
と
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ

石
川　
　

続
い
て
石
垣
島
の
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
﹇
注
13
・
19
頁
﹈
で
す
。

川
平
集
落
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
秘
祭
で
、
い
ま
は
も
う
撮
影

禁
止
に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
集
落
の
入
り
口
に
見
張
り

ま
で
立
て
て
、
外
の
人
間
は
入
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

僕
の
場
合
は
た
ま
た
ま
川
平
の
人
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
て
、

特
別
に
許
可
を
い
た
だ
い
て
、
そ
の
家
に
や
っ
て
き
た
マ
ユ
ン

ガ
ナ
シ
を
撮
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
が
や
っ
て
く
る
日
は
、
家
々
の
門
前
に
神
社

の
鳥
居
の
よ
う
な
形
が
白
い
粉
で
描
か
れ
ま
す
。
こ
れ
は
魔
除

け
の
一
種
で
す
が
、
す
る
と
蓑
を
後
ろ
前
に
着
た
マ
ユ
ン
ガ
ナ

シ
が
や
っ
て
き
て
、
棒
を
突
い
て
呪
文
み
た
い
な
も
の
を
唱
え

て
家
の
な
か
に
あ
が
っ
て
き
ま
す
。
島
の
外
か
ら
や
っ
て
く
る

異
邦
人
を
家
に
あ
げ
て
も
て
な
す
と
礼
を
し
て
去
っ
て
い
く
と

い
う
、
ま
さ
に
異
人
を
体
現
す
る
存
在
で
す
ね
。

　

ボ
ゼ

石
川　
　

こ
れ
は
悪
石
島
の
ボ
ゼ
﹇
注
14
・
23
頁
﹈
で
す
。
こ
こ

に
も
鳥
居
が
写
っ
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
島
に
は
神
社
な
ん
て

な
か
っ
た
は
ず
だ
け
れ
ど
、
よ
く
見
る
と
三
角
形
の
模
様
が
つ

い
て
い
る
。
三
角
形
の
模
様
の
あ
る
鳥
居
な
ん
て
、
お
そ
ら
く

全
国
ど
こ
に
も
な
く
て
、
タ
イ
の
少
数
山
岳
民
族
な
ど
が
同
じ

よ
う
な
文
様
を
家
に
刻
み
付
け
る
の
で
、
そ
う
し
た
東
南
ア
ジ

ア
の
文
化
が
島
に
漂
着
し
て
伝
わ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

マユンガナシ／沖縄県石垣島／撮影：石川直樹

注
14　

ボ
ゼ
（
鹿
児
島
県
・
悪
石
島
）

悪
石
島
の
盆
行
事
に
伝
え
ら
れ
て
い
る

習
俗
。
盆
の
一
四
日
と
一
五
日
に
テ
ラ

と
呼
ば
れ
る
墓
地
の
手
前
の
小
屋
で
、

村
の
一
五
〜
二
五
歳
の
青
年
男
子
が
衣

装
を
つ
く
る
。
古
い
竹
カ
ゴ
に
竹
ひ
ご

で
目
・
鼻
・
口
な
ど
の
形
を
か
た
ど
っ

て
面
を
つ
く
り
、
紙
を
貼
り
、
村
の
決

ま
っ
た
場
所
か
ら
取
る
赤
土
と
墨
で
縞

模
様
を
描
く
。
面
は
三
種
類
あ
り
、
頭

の
尖
っ
た
も
の
を
『
ヒ
ラ
ボ
ゼ
』、
人

間
の
頭
状
の
も
の
を
『
ハ
ガ
ボ
ゼ
』、

家
の
な
か
に
あ
が
り
人
々
を
探
し
た
り

で
き
る
よ
う
小
さ
く
つ
く
ら
れ
た
も
の

を
『
サ
ガ
シ
ボ
ゼ
』
と
呼
ぶ
。
身
体
は

蓑
や
ビ
ロ
ー
の
葉
で
覆
い
、
手
足
は
シ

ュ
ロ
の
木
の
甘
皮
で
巻
き
、
手
を
泥
で

塗
る
。
手
に
は
先
端
を
亀
頭
状
に
加
工

し
た
『
ボ
ゼ
マ
ラ
』
と
呼
ば
れ
る
杖
を

も
つ
。
最
終
日
の
一
六
日
、
総
代
の
家

で
最
後
の
盆
踊
り
を
踊
っ
て
い
る
と
き

に
ボ
ゼ
が
登
場
し
、
子
ど
も
を
脅
し
た

り
若
い
女
性
を
追
い
か
け
て
ボ
ゼ
マ
ラ

で
突
つ
い
た
り
す
る
騒
ぎ
を
起
こ
す
。

注
15　

サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ

ス
テ
ー
ラ（Santiago de C

om
postela

）

ス
ペ
イ
ン
・
ガ
リ
シ
ア
州
、
ア
・
コ
ル

ー
ニ
ャ
県
の
都
市
。
エ
ル
サ
レ
ム
、
バ

チ
カ
ン
と
並
ぶ
、
キ
リ
ス
ト
教
三
大
巡

礼
地
の
ひ
と
つ
。
人
口
お
よ
そ
九
万
四

千
八
二
四
人
で
、
州
内
で
五
番
目
の
人

口
規
模
。
自
治
州
政
府
が
置
か
れ
て
い

る
。
一
九
八
五
年
、
旧
市
街
が
ユ
ネ
ス

コ
世
界
遺
産
に
登
録
。

注
12　

パ
ー
ン
ト
ゥ

（
沖
縄
県
・
宮
古
島
）

宮
古
島
平
良
市
・
島
尻
に
伝
わ
る
来
訪

神
の
儀
礼
。
ク
バ
の
葉
に
包
ま
れ
た
仮

面
が
、
島
尻
の
海
岸
に
漂
着
し
た
こ
と

に
は
じ
ま
る
と
伝
え
ら
れ
る
。
集
落
内

の
三
つ
の
里
で
パ
ー
ン
ト
ゥ
の
仮
面
が

ひ
と
つ
ず
つ
保
管
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に

『
親
（
ウ
ヤ
）
パ
ー
ン
ト
ゥ
』、『
中
（
ナ

カ
）
パ
ー
ン
ト
ゥ
』、『
子
（
フ
ァ
）
パ

ー
ン
ト
ゥ
』
と
呼
ば
れ
る
。
年
に
三
回

お
こ
な
わ
れ
る
プ
ナ
カ
と
呼
ぶ
祭
事
の

う
ち
、
旧
暦
九
月
の
と
き
に
登
場
す
る
。

里
の
青
年
が
仮
面
を
付
け
、
全
身
に
蔓

草
を
巻
き
、
井
戸
の
底
の
異
臭
の
す
る

泥
を
仮
面
と
身
体
に
塗
っ
て
パ
ー
ン
ト

ゥ
に
扮
す
る
。
夕
刻
時
、
仮
面
と
杖
を

手
に
も
っ
て
村
を
ま
わ
り
、
子
ど
も
や

村
人
を
追
い
か
け
な
が
ら
、
出
会
っ
た

人
々
に
泥
を
塗
る
。
パ
ー
ン
ト
ゥ
の
泥

に
は
厄
祓
い
の
力
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ

る
。
一
九
八
二
年
、
無
形
民
俗
文
化
財

指
定
。

注
13　

マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ

（
沖
縄
県
・
石
垣
島
）

石
垣
島
・
川
平
の
上
村
と
下
村
で
お
こ

な
わ
れ
る
神
迎
え
の
儀
礼
。
旧
暦
八
・

九
月
の
戊
戌
の
日
か
ら
五
日
間
お
こ
な

わ
れ
る
節
祭
の
初
日
、
夕
刻
か
ら
深
夜

に
か
け
て
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
が
登
場
し
、

二
神
一
組
で
家
々
を
ま
わ
る
。
節
祭
の

日
に
旅
人
の
姿
を
し
た
神
を
も
て
な
し

た
と
こ
ろ
村
が
繁
栄
し
た
と
い
う
伝
承

が
あ
り
、
伝
承
の
内
容
を
な
ぞ
る
よ
う

に
し
て
儀
礼
を
進
行
す
る
。
上
村
で
女

が
芭
蕉
の
葉
を
ま
と
い
、
下
村
で
男
が

ク
バ
の
葉
を
付
け
、
手
拭
い
の
ほ
っ
か

む
り
の
上
に
笠
を
か
ぶ
り
、
六
尺
棒
を

も
ち
扮
す
る
。
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
は
農
業

の
神
、
長
寿
の
神
、
牛
馬
を
祀
る
神
と

さ
れ
、訪
れ
た
家
々
で
唱
え
る
神
口（
カ

ン
フ
ツ
）
は
、
豊
作
・
無
病
息
災
・
長

寿
・ 

繁
昌
の
祝
福
と
伝
え
ら
れ
る
。

18TUAD AS MUSEUM: Annual Report 201219 石川直樹写真展
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注
16　

神
田
道
夫
（
か
ん
だ
み
ち
お
）

一
九
四
九
年
〜
二
〇
〇
八
年
？
／
冒
険

家埼
玉
県
出
身
。
テ
レ
ビ
で
熱
気
球
に
魅

せ
ら
れ
、
二
九
歳
の
と
き
に
熱
気
球
の

パ
イ
ロ
ッ
ト
の
資
格
を
取
得
す
る
。
そ

の
後
、
数
百
回
の
飛
行
を
重
ね
、
一
九

八
四
年
に
中
軽
量
級
長
距
離
世
界
記
録

を
達
成
。
埼
玉
の
町
役
場
で
公
務
員
と

し
て
務
め
る
傍
ら
、
熱
気
球
に
よ
る
冒

険
で
数
々
の
世
界
記
録
を
樹
立
す
る
。

二
〇
〇
四
年
と
二
〇
〇
七
年
、
熱
気
球

で
の
太
平
洋
横
断
に
失
敗
。
三
度
目
の

挑
戦
で
二
〇
〇
八
年
一
月
三
一
日
に
栃

木
県
を
出
発
し
た
が
、
二
月
一
日
を
最

後
に
連
絡
が
取
れ
な
く
な
り
、
太
平
洋

上
で
行
方
不
明
と
な
る
。

注
17　

最
後
の
冒
険
家

集
英
社
、
二
〇
〇
八
年

神
田
道
夫
の
最
初
の
太
平
洋
横
断
に
副

操
縦
士
と
し
て
同
乗
し
た
石
川
が
、
神

田
と
の
出
会
い
と
別
れ
を
通
し
て
、
二

度
の
太
平
洋
横
断
の
軌
跡
を
追
っ
た
ル

ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
。
第
六
回
開
高
健
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
賞
受
賞
。

注
18　

ト
シ
ド
ン

（
鹿
児
島
県
・
下
甑
島
）

大
晦
日
の
晩
に
ト
シ
ド
ン
が
頭
の
な
い

馬
に
乗
っ
て
、
子
ど
も
の
い
る
家
に
や

っ
て
く
る
と
伝
え
ら
れ
る
。
地
区
の
若

者
た
ち
が
長
い
鼻
に
鋭
い
目
、
恐
ろ
し

い
口
を
も
っ
た
厚
紙
の
面
を
被
り
、
面

の
ま
わ
り
に
ソ
テ
ツ
の
葉
や
シ
ュ
ロ
の

皮
の
髪
を
付
け
、
蓑
や
毛
布
を
身
に
ま

と
っ
て
ト
シ
ド
ン
に
扮
す
る
。
鉦
（
し

ょ
う
）
を
鳴
ら
し
地
面
を
踏
み
鳴
ら
し

な
が
ら
、
騒
々
し
く
声
を
あ
げ
て
子
ど

も
の
い
る
家
を
訪
れ
る
。
縁
側
か
ら
座

敷
へ
あ
が
る
と
子
ど
も
の
名
を
呼
ん
で

座
ら
せ
、
そ
の
子
の
悪
い
癖
な
ど
を
挙

げ
、
一
年
の
お
こ
な
い
を
諭
し
て
善
行

を
誓
わ
せ
る
と
、『
ト
シ
ダ
マ
』と
呼
ぶ

大
き
な
餅
を
与
え
て
他
の
家
へ
向
か
う
。

一
九
七
七
年
、
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

指
定
。
二
〇
〇
九
年
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
登
録
。

　

悪
石
島

石
川　
　

と
こ
ろ
で
僕
と
こ
の
悪
石
島
に
は
不
思
議
な
縁
が
あ

る
の
で
す
。
二
〇
〇
四
年
に
、
僕
は
冒
険
家
の
神
田
道
夫
﹇
注

16
﹈
さ
ん
と
熱
気
球
で
日
本
か
ら
ア
メ
リ
カ
ま
で
太
平
洋
を
横

断
し
よ
う
と
し
て
、
途
中
で
海
に
落
ち
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
と
て
も
幸
運
な
こ
と
に
、
た
ま
た
ま
ち
か
く
を
航

行
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
船
籍
の
タ
ン
カ
ー
に
助
け
ら
れ
た
の
で

す
が
、
そ
の
と
き
に
乗
っ
て
い
た
気
球
の
ゴ
ン
ド
ラ
が
、
四
年

後
に
悪
石
島
の
浜
辺
に
打
ち
あ
げ
ら
れ
た
の
で
す
。

　

救
助
さ
れ
た
と
き
、
ゴ
ン
ド
ラ
の
な
か
に
は
パ
ス
ポ
ー
ト
、

財
布
、
パ
ソ
コ
ン
、
カ
メ
ラ
、
フ
ィ
ル
ム
な
ど
、
大
切
な
荷
物

が
す
べ
て
残
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
着
の
み
着
の
ま
ま
助
け
ら

れ
た
の
で
見
捨
て
る
し
か
な
か
っ
た
。
ゴ
ン
ド
ラ
は
と
っ
く
に

海
に
沈
ん
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
け
れ
ど
。

　

島
か
ら
連
絡
を
も
ら
っ
て
駆
け
付
け
て
み
る
と
、
断
崖
絶
壁

に
囲
ま
れ
た
猫
の
額
ほ
ど
の
浜
辺
に
、
僕
が
乗
っ
て
い
た
ゴ
ン

ド
ラ
が
確
か
に
漂
着
し
て
い
ま
し
た
。
ま
わ
り
に
は
野
生
化
し

た
山
羊
が
い
て
、
ゴ
ン
ド
ラ
の
内
部
に
は
魚
が
ピ
チ
ピ
チ
跳
ね

て
い
た
け
れ
ど
、
自
分
の
カ
メ
ラ
と
か
フ
ィ
ル
ム
は
、
錆
び
付

い
た
り
し
て
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
な
状
態
で
し
た
が
残
っ
て
い
ま
し

た
。

　

当
時
す
で
に
ボ
ゼ
を
撮
る
た
め
に
通
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

ま
さ
か
ト
カ
ラ
列
島
の
島
に
ゴ
ン
ド
ラ
が
打
ち
あ
げ
ら
れ
る
な

ん
て
、
思
い
も
よ
ら
な
い
こ
と
で
し
た
。
ボ
ゼ
と
ゴ
ン
ド
ラ
は

ど
ち
ら
も
海
か
ら
や
っ
て
き
た
の
で
す
ね
。
熱
気
球
の
顛
末
に

つ
い
て
は
『
最
後
の
冒
険
家
』﹇
注
17
﹈
に
詳
し
く
書
い
て
い
ま
す
。

　
ト
シ
ド
ン

石
川　
　

続
い
て
は
鹿
児
島
県
下
甑
島
の
ト
シ
ド
ン
﹇
注
18
・
3

頁
・
27
頁
﹈
で
す
ね
。
こ
れ
は
今
年
に
入
っ
て
撮
っ
た
の
で
最
新

作
で
す
。
下
甑
島
と
上
甑
島
と
い
う
連
な
る
ふ
た
つ
の
島
が
あ

る
の
で
す
が
、
ト
シ
ド
ン
を
迎
え
る
儀
礼
は
、
下
甑
の
い
く
つ

か
の
集
落
で
し
か
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ト
シ
ダ
マ
と
い

う
、
お
年
玉
の
原
型
と
思
わ
れ
る
お
餅
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
ト

シ
ド
ン
か
ら
貰
う
と
、
子
ど
も
が
ひ
と
つ
年
を
と
る
と
い
う
儀

礼
で
す
ね
。

　

ト
シ
ド
ン
を
撮
影
す
る
た
め
に
去
年
の
大
晦
日
か
ら
甑
島
に

渡
っ
て
、
島
で
お
正
月
を
迎
え
ま
し
た
。
フ
ェ
リ
ー
で
下
甑
島

に
近
づ
い
て
い
く
と
断
崖
絶
壁
の
切
り
立
っ
た
岩
が
た
く
さ
ん

あ
っ
て
、
そ
れ
が
ど
こ
と
な
く
ト
シ
ド
ン
の
仮
面
に
似
て
い
る

の
で
す
よ
。
も
ち
ろ
ん
人
為
的
に
割
れ
た
も
の
で
は
な
い
け
れ

ど
、
特
に
薄
暮
の
こ
ろ
に
浜
に
出
る
と
、
島
が
巨
大
な
ト
シ
ド

ン
に
ぐ
る
り
と
囲
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
、
奇
妙
な
風
景
が
ひ
ろ

が
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。

　

ト
シ
ド
ン
も
家
々
に
迎
え
ら
れ
る
の
で
す
が
、
最
初
は
一
体

だ
け
入
っ
て
き
て
、
続
い
て
二
体
、
三
体
と
増
え
て
い
き
ま
す
。

三
体
が
居
間
に
揃
う
と
、
そ
の
家
の
子
ど
も
が
起
立
し
て
歌
を

一
曲
歌
わ
さ
れ
る
の
で
す
ね
。
曲
は
何
で
も
よ
い
み
た
い
で
、

ち
ゃ
ん
と
気
を
つ
け
を
し
て
、「
ブ
ン
ブ
ン
ブ
ン
蜂
が
飛
ぶ
…
」

と
か
、
お
正
月
な
の
に
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
歌
い
出
す
子
ど

も
も
い
て
、
す
ご
く
面
白
い
。

　

で
も
歌
い
終
わ
っ
た
後
、
子
ど
も
た
ち
は
餅
を
も
ら
っ
て
背

中
に
の
っ
け
ら
れ
て
、
四
つ
ん
這
い
に
な
っ
て
餅
を
運
ぶ
の
で

す
ね
。
餅
を
落
と
す
と
ト
シ
ド
ン
に
も
の
す
ご
く
怒
ら
れ
て
、

最
初
か
ら
や
り
な
お
し
な
の
で
す
。
そ
れ
が
子
ど
も
に
は
恐
ろ

し
く
て
、
し
く
し
く
泣
き
な
が
ら
動
い
て
、
そ
う
や
っ
て
ひ
と

つ
ず
つ
年
を
と
っ
て
い
く
と
い
う
祭
り
な
の
で
す
。

　

こ
の
と
き
は
、「
ト
シ
ド
ン
を
絶
対
に
後
ろ
か
ら
撮
っ
た
ら

駄
目
だ
」
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
明
ら
か
に
人
が
仮
面
を
付
け
て

い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、後
ろ
か
ら
撮
る
と
子
ど
も
た
ち
が「
仮

20-21頁　『異人 the stranger（パーントゥ）』石川直樹／東北芸術工科大学本館7階ギャラリー／撮影：瀬野広美
上　『異人 the stranger（ボゼ）』石川直樹／東北芸術工科大学本館7階ギャラリー／撮影：瀬野広美
下　ボゼ／鹿児島県悪石島／撮影：石川直樹
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ア
マ
メ
ハ
ギ

（
新
潟
県
・
大
粟
田
）

主
に
北
陸
地
方
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
小

正
月
の
行
事
。
大
粟
田
で
は
か
つ
て
一

月
二
〇
日
の
夜
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た

が
、
子
ど
も
が
減
少
し
一
時
途
絶
え
、

二
〇
〇
五
年
に
村
上
市
内
の
小
学
生
の

参
加
に
よ
っ
て
再
開
さ
れ
た
。
一
月
六

日
に
子
ど
も
た
ち
が
キ
ツ
ネ
や
天
狗
の

面
な
ど
を
付
け
、
蓑
を
着
て
手
に
す
り

こ
ぎ
と
お
ろ
し
金
を
も
ち
、「
ア
マ
メ
剝

ぎ
ま
し
ょ
」
と
声
を
あ
げ
な
が
ら
家
に

あ
が
り
、
囲
炉
裏
の
ま
わ
り
や
茶
の
間

に
座
っ
て
い
る
人
た
ち
の
頭
に
、
お
ろ

し
金
を
当
て
て
ま
わ
る
。
火
に
あ
た
り

続
け
る
と
皮
膚
に
で
き
る
斑
紋
を
ア
マ

メ
と
呼
び
、
囲
炉
裏
に
ば
か
り
あ
た
っ

て
い
る
怠
け
者
を
戒
め
る
行
事
と
伝
え

ら
れ
る
。
由
来
は
不
明
だ
が
、
秋
田
県

や
山
形
県
の
マ
タ
ギ
に
よ
っ
て
伝
え
ら

れ
た
と
さ
れ
、
ア
マ
メ
ハ
ゲ
、
ア
マ
ミ

ハ
ゲ
と
呼
ぶ
地
域
も
あ
る
。

注
20　

ナ
マ
ハ
ゲ

（
秋
田
県
・
男
鹿
半
島
）

小
正
月
の
夜
（
現
在
は
一
二
月
三
一
日

か
、
一
月
一
五
日
）
に
若
者
た
ち
が
面

を
被
り
、
藁
製
の
衣
装
を
着
て
、
素
足

に
藁
靴
を
履
き
、
手
に
木
製
の
出
刃
包

丁
と
音
の
す
る
箱
を
も
ち
、「
ナ
モ
ミ
コ

は
げ
た
か
、
は
げ
た
か
よ
、
ホ
ウ
チ
ョ

ウ
と
げ
た
か
と
げ
た
か
よ
」
な
ど
と
大

き
な
声
を
出
し
な
が
ら
家
々
を
ま
わ
る
。

冬
の
間
じ
っ
と
囲
炉
裏
に
あ
た
っ
て
い

る
と
皮
膚
に
で
き
る
斑
紋
を
ナ
モ
ミ
と

呼
び
、
怠
け
者
の
皮
を
剥
い
で
し
ま
う

ぞ
、
と
子
ど
も
を
お
ど
す
。
一
通
り
部

屋
ま
わ
り
が
済
む
と
、
家
人
が
酒
や
肴

で
ナ
マ
ハ
ゲ
を
も
て
な
す
。
昔
は
カ
シ

オ
ケ
と
よ
ば
れ
る
手
桶
を
も
ち
、
そ
れ

に
ド
ブ
ロ
ク
を
貰
っ
て
い
た
が
い
ま
は

お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。
一
九
七
八
年
、

重
要
無
形
文
化
財
指
定
。

面
を
付
け
た
人
だ
」
と
分
か
っ
て
し
ま
う
と
。
他
の
異
人
の
儀

礼
で
も
、
仮
面
を
付
け
て
い
る
と
こ
ろ
は
決
し
て
撮
ら
せ
て
も

ら
え
ま
せ
ん
。
異
人
へ
の
変
身
は
外
の
人
間
が
見
て
も
話
し
て

も
い
け
な
い
、
も
っ
と
も
厳
し
い
タ
ブ
ー
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ア
マ
メ
ハ
ギ
と
ナ
マ
ハ
ゲ

石
川　
　

こ
こ
か
ら
北
の
異
人
に
移
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
新

潟
の
ア
マ
メ
ハ
ギ
﹇
注
19
﹈
で
す
。
こ
れ
は
村
上
市
大
栗
田
集
落

の
ア
マ
メ
ハ
ギ
で
す
が
、
過
疎
化
に
よ
っ
て
途
絶
え
か
け
た
の

で
、
い
ま
は
無
形
民
俗
文
化
財
と
し
て
保
存
会
が
守
っ
て
い
ま

す
。
か
つ
て
は
村
の
青
年
た
ち
が
ア
マ
メ
ハ
ギ
に
な
っ
た
の
で

す
が
、
現
在
は
保
存
会
の
指
導
を
受
け
た
別
の
地
域
の
子
ど
も

た
ち
が
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

　

そ
の
せ
い
で
、「
こ
こ
の
囲
炉
裏
を
一
周
ま
わ
っ
て
、
こ
う

動
い
て
、
こ
う
歌
っ
て
」
と
、
異
人
の
儀
礼
と
し
て
は
少
し
形

式
的
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
ト
シ
ド
ン
や
パ
ー
ン
ト
ゥ
の
よ
う

な
恐
ろ
し
さ
は
な
い
で
す
。
八
重
山
諸
島
な
ど
は
ま
だ
外
部
の

情
報
が
入
り
に
く
い
状
態
で
す
か
ら
、
昔
の
し
き
た
り
が
残
っ

て
い
ま
す
が
、
本
州
で
は
や
っ
ぱ
り
難
し
い
の
で
し
ょ
う
。

　

仮
面
も
既
成
の
も
の
で
、
獅
子
面
や
テ
ン
グ
面
を
使
っ
て
い

ま
す
。
昔
ど
ん
な
仮
面
を
使
っ
て
い
た
か
は
も
う
分
か
ら
な
い

で
す
ね
。
ア
マ
メ
ハ
ギ
は
新
潟
の
集
落
だ
け
で
は
な
く
て
、
石

川
県
の
能
登
に
も
あ
り
ま
す
。

　

続
い
て
秋
田
の
有
名
な
ナ
マ
ハ
ゲ
﹇
注
20
﹈
で
す
が
、
男
鹿
半

島
か
ら
少
し
は
ず
れ
た
地
域
で
は
ち
ょ
っ
と
ず
つ
名
前
が
違
っ

て
き
ま
す
。
ア
マ
メ
ハ
ギ
、
ナ
モ
メ
ハ
ギ
と
か
ね
。
山
形
で
も

遊
佐
町
の
女
鹿
集
落
に
ア
マ
ハ
ゲ
﹇
注
21
﹈
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

も
ナ
マ
ハ
ゲ
の
亜
流
で
、
男
鹿
半
島
か
ら
東
日
本
各
地
に
伝
播

し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

僕
が
撮
影
し
た
ナ
マ
ハ
ゲ
は
、
男
鹿
半
島
で
も
最
も
歴
史
が

古
い
真
山
地
区
の
も
の
で
す
け
れ
ど
も
、
注
目
し
て
ほ
し
い
の

は
、
観
光
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
の
ナ
マ
ハ
ゲ
に
は
必
ず
つ
い

て
い
る
角
が
、
古
い
も
の
に
は
な
い
の
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら

も
異
人
と
鬼
と
は
区
別
す
べ
き
存
在
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
か

つ
て
岡
本
太
郎
も
、
東
北
を
旅
し
た
と
き
ナ
マ
ハ
ゲ
を
撮
っ
て

﹇
注
22
﹈
い
ま
し
た
が
、
そ
の
頃
は
い
ま
よ
り
も
っ
と
秘
密
結
社

の
色
合
い
が
濃
か
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

　
ス
ネ
カ

石
川　
　

最
後
に
一
枚
だ
け
あ
る
大
船
渡
市
吉
浜
の
ス
ネ
カ
は
、

別
会
場
で
開
催
中
の
『
や
が
て
わ
た
し
が
い
る
場
所
に
も
草
が

生
い
茂
る
』
に
組
み
込
ん
で
展
示
し
て
い
ま
す
﹇
12
頁
﹈。

　

北
陸
か
ら
東
北
に
か
け
て
の
異
人
は
、
ナ
マ
ハ
ゲ
も
ア
マ
メ

ハ
ギ
も
日
本
海
側
で
あ
る
の
に
、
な
ぜ
か
ス
ネ
カ
だ
け
太
平
洋

側
な
の
で
す
ね
。
お
そ
ら
く
秋
田
の
マ
タ
ギ
た
ち
が
岩
手
に
移

っ
て
い
っ
て
、
大
船
渡
に
定
住
し
た
の
で
は
な
い
か
と
。

　

実
際
、
ナ
マ
ハ
ゲ
と
よ
く
似
て
い
る
の
で
す
よ
。
ス
ネ
カ
の

「
ス
ネ
カ
ワ
タ
グ
リ
」
は
、
足
に
で
き
た
デ
キ
モ
ノ
と
か
腫
れ

物
を
剥
く
と
い
う
意
味
合
い
が
あ
っ
て
、
こ
れ
は
ナ
マ
ハ
ゲ
も

ア
マ
メ
ハ
ギ
も
同
じ
で
す
。
悪
石
島
の
ボ
ゼ
に
も
、「
イ
ボ
」

の
意
味
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
東
北
と
沖
縄
を
つ
な
ぐ
ク
ロ
ス

セ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
異
人
の
儀
礼
を
見
て
い
く
と
、
す
ご
く
面

白
い
で
す
ね
。

　

大
船
渡
は
今
回
の
震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
の
で
、
こ

の
ス
ネ
カ
も
一
度
は
や
め
よ
う
と
い
う
話
に
な
っ
た
の
で
す
が
、

や
は
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
結
束
さ
せ
る
大
事
な
儀
礼
で
あ
り
、

地
域
の
歴
史
の
重
大
な
根
っ
こ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
二
〇

一
二
年
は
仮
設
住
宅
に
ス
ネ
カ
が
ま
わ
り
ま
し
た
。

　

ス
ネ
カ
が
や
っ
て
く
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
怯
え
て
泣
き
叫

ぶ
の
で
す
が
、
そ
れ
が
年
を
と
っ
て
お
ば
あ
さ
ん
に
な
っ
た
り

『異人 the stranger（アマメハギ）』石川直樹
東北芸術工科大学本館7階ギャラリー
撮影：瀬野広美
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注
21　

ア
マ
ハ
ゲ（
山
形
県
・
遊
佐
町
）

遊
佐
町
・
吹
浦
の
浦
通
り
地
区
で
あ
る

女
鹿
、
滝
ノ
浦
、
鳥
崎
に
伝
わ
る
小
正

月
の
伝
統
行
事
。
現
在
は
毎
年
一
月
一

日
に
滝
ノ
浦
、
三
日
に
女
鹿
、
六
日
に

烏
崎
の
各
集
落
で
お
こ
な
わ
れ
る
。
衣

装
、
面
、
小
道
具
な
ど
の
微
妙
な
違
い

以
外
は
ほ
と
ん
ど
『
ナ
マ
ハ
ゲ
』
に
似

て
お
り
、
鬼
の
面
を
被
っ
た
ア
マ
ハ
ゲ

が
家
々
を
ま
わ
り
怠
惰
を
戒
め
て
い
く
。

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
。

注
22　

岡
本
太
郎
の
東
北

岡
本
太
郎
は
日
本
文
化
の
源
流
を
求
め

る
た
め
に
東
北
の
さ
ま
ざ
ま
な
伝
承
文

化
を
取
材
し
、
一
九
五
七
年
の
冬
に
秋

田
を
訪
れ
て
ナ
マ
ハ
ゲ
を
撮
影
し
て
い

る
。
著
書
『
日
本
再
発
見
―
芸
術
風
土

記
』（
新
潮
社
、一
九
五
八
年
）
と
『
神

秘
日
本
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
六
四

年
）
に
収
め
ら
れ
た
、
ナ
マ
ハ
ゲ
を
含

む
東
北
各
地
の
フ
ォ
ト
・
ル
ポ
ル
タ
ー

ジ
ュ
は
、飯
沢
耕
太
郎
が
監
修
し
た『
岡

本
太
郎
の
東
北
』（
毎
日
新
聞
社
、
二

〇
〇
二
年
）
に
再
編
集
・
構
成
さ
れ
て

い
る
。 

す
る
と
問
答
を
は
じ
め
た
り
す
る
の
で
す
。
ス
ネ
カ
に
向
か
っ

て
「
オ
メ
エ
、
ど
っ
か
ら
き
た
ん
だ
」
み
た
い
な
感
じ
で
、
得

体
の
し
れ
な
い
存
在
と
も
理
解
し
合
っ
て
い
く
。
そ
う
し
た
儀

礼
を
集
落
の
人
た
ち
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
ず
っ
と
見
て
き
て
い

ま
す
か
ら
、
す
ご
く
怖
い
け
れ
ど
、
そ
う
い
う
存
在
と
も
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
ト
で
き
る
と
考
え
る
の
で
す
ね
。

宮
本　
　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
の
は
じ
め
に
、「
異
人
の
儀
礼

に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
絆
を
保
つ
」
と
い
う
お
話
が
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
の
意
味
で
は
村
上
の
ア
マ
メ
ハ
ギ
な
ど
は
、
本

来
の
姿
と
し
て
は
消
え
て
し
ま
っ
た
の
で
す
ね
。
パ
ー
ン
ト
ゥ

が
観
光
化
す
る
こ
と
を
島
の
人
た
ち
が
危
惧
し
て
い
る
こ
と
も
、

こ
の
た
び
の
震
災
で
ス
ネ
カ
が
途
絶
え
か
け
た
と
い
う
お
話
も

印
象
的
で
し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
『
異
人 the stranger

』
の
構
想
を
は
じ
め
て
石

川
さ
ん
か
ら
伺
っ
て
、「
ぜ
ひ
山
形
で
展
覧
会
に
ま
と
め
ま
し

ょ
う
」
と
話
し
た
の
が
二
年
前
で
す
。
そ
の
間
に
東
日
本
大
震

災
が
起
こ
っ
て
、
被
災
地
で
『
や
が
て
わ
た
し
が
い
る
場
所
に

も
草
が
生
い
茂
る
』
の
写
真
群
が
撮
影
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
す

が
、
一
見
し
て
異
な
る
ふ
た
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
被
災
地

の
異
人
で
あ
る
ス
ネ
カ
に
よ
っ
て
リ
ン
ク
し
て
い
く
の
は
、
と

て
も
運
命
的
で
あ
る
と
同
時
に
、
震
災
後
の
世
界
を
考
え
て
い

く
う
え
で
た
い
へ
ん
示
唆
的
で
あ
る
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。

　

異
人
と
い
う
得
体
の
し
れ
な
い
存
在
を
受
け
入
れ
て
き
た

島
々
の
民
俗
知
が
、
石
川
さ
ん
の
「
自
然
に
対
抗
す
る
の
で
は

な
く
て
自
分
た
ち
が
適
応
し
て
い
く
」
と
い
う
お
話
に
重
な
っ

て
き
ま
し
た
。
今
日
は
長
時
間
、
貴
重
な
お
話
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
公
開
採
録
＝
二
〇
一
二
年
六
月
二
九
日
﹇
金
﹈
一
六
時
三
〇
分
〜
一
八
時　

東
北
芸

術
工
科
大
学
本
館
七
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

『異人 the stranger（トシドン）』石川直樹
東北芸術工科大学本館7階ギャラリー
撮影：瀬野広美
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荒
井
良
二
の
山
形
じ
ゃ
あ
に
ぃ
二
〇
一二

会
期
＝
二
〇
一
二
年
一
〇
月
七
日﹇
日
﹈↓
三
一
日﹇
水
﹈

メ
イ
ン
会
場
＝
山
形
ま
な
び
館（
山
形
市
本
町
一
―
五
―
一
九
）

サ
ブ
会
場
＝
や
ま
が
た
藝
術
学
舎
東
北
復
興
支
援
機
構
Ｔ
Ｒ
Ｓ
Ｏ

ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
会
場
＝
ミ
サ
ワ
ク
ラ
ス（
山
形
市
本
町
一
―
七
―
二
四
）、

花
小
路
ト
ラ
ン
ク（
山
形
市
七
日
町
四
―
一
六
―
三
二
）

主
催
＝
東
北
芸
術
工
科
大
学

共
催
＝
山
形
ま
な
び
館

協
力
＝
山
形
新
聞
社
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
山
形
国
際
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
祭
、

田
宮
印
刷
株
式
会
社
、
山
形
市
立
第
一
小
学
校
、
山
形
市
立
図
書
館
、
山
形
Ｒ
不
動
産

企
画
＝
東
北
芸
術
工
科
大
学
美
術
館
大
学
セ
ン
タ
ー

企
画
協
力
＝
勝
見
奈
穂
、
小
板
橋
基
希
、
黄
木
優
寿
、
相
田
広
源
、
犬
飼
と
も
、
ミ
サ
ワ
ク
ラ
ス

広
報
デ
ザ
イ
ン
＝
ア
カ
オ
ニ
デ
ザ
イ
ン

什
器
デ
ザ
イ
ン
＝T

IM
B

E
R

 C
O

U
R

T

キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
＝
宮
本
武
典

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト『
な
り
き
り
荒
井
良
二
一
〇
〇
人
の
写
生
大
会
』

日
時
＝
一
〇
月
七
日﹇
日
﹈一
〇
時
二
〇
分
〜
一
七
時

会
場
＝
山
形
市
立
第
一
小
学
校（
山
形
市
本
町
一
―
五
―
二
四
）、
山
形
ま
な
び
館

講
師
＝
荒
井
良
二
、
小
野
明

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
＝
ア
カ
オ
ニ
デ
ザ
イ
ン

○
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス『
ジ
ャ
ガ
ー
の
夜
』

日
時
＝
一
〇
月
二
〇
日﹇
土
﹈一
九
時
〜
二
二
時

会
場
＝
ジ
ャ
ガ
ー
・
プ
レ
イ
ビ
ル（
山
形
市
七
日
町
三
―
五
―
三
二
）

出
演
＝
荒
井
良
二
と
連
絡
船（
荒
井
良
二
、
坂
本
弘
道
、
小
島
麻
貴
二
）

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
＝
ア
カ
オ
ニ
デ
ザ
イ
ン

29頁・30頁下　『荒井良二の山形じゃあにぃ 2012』／山形まなび館／撮影：志鎌康平
30頁上　『荒井良二の山形じゃあにぃ 2012』／ミサワクラス／撮影：志鎌康平



　
ⅰ  「
震
災
後
」
の
日
常
じ
ゃ
あ
に
ぃ

　

二
〇
一
三
年
三
月
現
在
、
お
よ
そ
一
六
万
人
が
福
島
第
一
原
発

事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
に
よ
っ
て
ふ
る
さ
と
に
戻
る
こ
と
が
で

き
ず
、
避
難
生
活
を
続
け
て
い
る
。
セ
シ
ウ
ム
の
半
減
期
は
三
〇

年
。
浜
通
り
に
あ
る
高
濃
度
の
汚
染
区
域
は
、
震
災
前
か
ら
過
疎

化
が
進
ん
で
い
た
地
域
が
多
く
、
ふ
る
さ
と
再
建
ま
で
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
保
っ
て
い
け
る
の
か
、
住
人
た
ち
は
大
き
な
不
安
を
抱
え

て
い
る
。
ま
た
、
福
島
市
や
郡
山
市
な
ど
の
都
市
部
で
は
、
除
染

は
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
な
い
。
除
去
し
た
後
の
土
や
葉
な
ど
の

汚
染
物
質
を
保
管
す
る
場
所
が
確
保
で
き
な
い
た
め
だ
。

　

山
形
県
内
へ
の
避
難
者
数
は
三
月
現
在
で
約
一
万
人
。
卒
入
学

シ
ー
ズ
ン
に
入
り
、
大
幅
に
減
り
は
じ
め
て
い
る
。
子
育
て
の
孤

立
化
や
経
済
的
な
負
担
な
ど
、
理
由
は
家
族
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま

だ
が
、
都
市
部
の
除
染
状
況
を
考
え
る
と
、
し
か
た
な
く
帰
郷
を

選
ん
で
い
る
と
い
う
の
が
実
情
だ
ろ
う
。

　

東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
二
年
経
っ
て
も
、
福
島
の
人
々
の
流

浪
は
終
わ
ら
な
い
。
震
災
直
後
か
ら
街
か
ら
街
へ
、
放
射
能
か
ら

逃
れ
る
た
め
に
移
動
し
続
け
、
そ
の
過
程
で
家
族
は
離
散
し
、
仮

に
子
ど
も
と
福
島
に
戻
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
正
し
い
選
択
だ

っ
た
の
か
と
、
将
来
へ
の
不
安
は
常
に
つ
き
ま
と
っ
て
い
く
。

「
福
島
か
ら
避
難
し
た
人
た
ち
は
、
本
当
に
日
常
が
旅
（
じ
ゃ
あ

に
ぃ
）
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
な
…
」。
被
災
地
に
向
か
う
車

内
で
、
荒
井
良
二
は
つ
ぶ
や
い
た
。
荒
井
は
、
こ
れ
ま
で
「
日
常

じ
ゃ
あ
に
ぃ
」
を
創
作
の
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
き
た
。
自
宅
の
ド
ア

を
開
け
て
一
歩
外
に
踏
み
出
せ
ば
、
そ
こ
か
ら
旅
が
は
じ
ま
る
。

　

二
二
年
前
の
デ
ビ
ュ
ー
以
来
、
絵
本
と
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

を
主
な
舞
台
に
、
膨
大
な
ビ
ジ
ュ
ア
ル
を
僕
た
ち
の
日
常
生
活
の

隅
々
ま
で
届
け
て
き
た
荒
井
良
二
。
そ
の
仕
事
が
人
々
に
支
持
さ

れ
、
愛
さ
れ
て
き
た
の
は
、
彼
の
手
が
描
き
出
す
〈
日
常
じ
ゃ
あ

に
ぃ
〉
が
、
均
質
で
平
穏
な
生
活
か
ら
の
飛
躍
を
物
語
っ
て
き
た

か
ら
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

し
か
し
、
僕
た
ち
の
日
常
は
震
災
に
よ
っ
て
変
容
し
た
。
い
ま
、

〈
こ
こ
に
あ
る
日
常
〉
と
は
、〈
東
日
本
大
震
災
後
の
日
常
〉
な

の
だ
。
被
災
地
の
人
々
は
、
あ
る
日
突
然
ふ
る
さ
と
を
奪
わ
れ
、

安
穏
と
続
く
は
ず
だ
っ
た
未
来
を
損
な
わ
れ
た
。
旅
の
終
わ
り
は

全
く
見
え
な
い
ま
ま
、
避
難
先
や
仮
設
住
宅
で
、
納
得
で
き
な
い

か
り
そ
め
の
日
常
が
生
ま
れ
て
い
る
。
今
月
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
調
査
で

は
、
避
難
者
の
六
割
が
「
相
談
す
る
相
手
が
い
な
い
」
と
深
い
孤

独
を
抱
え
、
お
年
寄
り
を
中
心
に
、
す
で
に
二
千
人
が
避
難
長
期

化
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
で
亡
く
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

〈
退
屈
だ
が
満
ち
足
り
た
日
常
〉
が
、
気
分
と
し
て
共
有
さ
れ
て

い
た
時
代
は
終
わ
っ
た
の
だ
。
い
や
、
あ
る
種
の
（
ひ
ょ
っ
と
す

る
と
ほ
と
ん
ど
の
）
人
々
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
震
災
前
と
変
わ

ら
ず
続
い
て
い
く
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
地
震
と
津
波

と
放
射
能
汚
染
に
よ
っ
て
、
ふ
る
さ
と
を
損
な
わ
れ
た
一
六
万
人

の
日
常
じ
ゃ
あ
に
ぃ
が
淡
々
と
続
い
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
仮
設

住
宅
や
避
難
先
で
、
静
か
に
そ
の
旅
を
閉
じ
て
い
く
人
々
が
い
る
。
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涙
か
ら
乳
へ 

― 

荒
井
良
二
の
震
災
以
後

宮
本
武
典

『
荒
井
良
二
の
山
形
じ
ゃ
あ
に
ぃ
二
〇
一
二
』

荒
井
良
二

R
yoji A

rai
一
九
五
六
年
山
形
県
生
ま
れ
。『
ル
フ
ラ

ン
ル
フ
ラ
ン
』（
プ
チ
グ
ラ
パ
ブ
リ
ッ
シ

ン
グ
、
二
〇
〇
五
年
）
で
日
本
絵
本
賞

を
、『
た
い
よ
う
オ
ル
ガ
ン
』（
ア
ー
ト
ン
、

二
〇
〇
七
年
）でJBBY

賞
を
、『
あ
さ

に
な
っ
た
の
で 

ま
ど
を
あ
け
ま
す
よ
』

（
偕
成
社
、
二
〇
一
一
年
）
で
産
経
児

童
出
版
文
化
賞
・
大
賞
を
受
賞
す
る
ほ

か
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
児
童
図
書
展
特

別
賞
、
小
学
館
児
童
出
版
文
化
賞
、
講

談
社
出
版
文
化
賞
絵
本
賞
な
ど
受
賞
多

数
。
二
〇
〇
五
年
に
は
日
本
人
と
し
て

は
じ
め
て
ア
ス
ト
リ
ッ
ド
・
リ
ン
ド
グ

レ
ー
ン
記
念
文
学
賞
を
受
賞
。
主
な
絵

本
に『
は
っ
ぴ
ぃ
さ
ん
』（
偕
成
社
、二
〇

〇
三
年
）、『
き
ょ
う
と
い
う
ひ
』（
Ｂ
Ｌ

出
版
、二
〇
〇
五
年
）、『
う
ち
ゅ
う
た
ま

ご
』（
イ
ー
ス
ト
・
プ
レ
ス
、二
〇
〇
九

年
）、『
え
ほ
ん
の
こ
ど
も
』（
講
談
社
、二

〇
〇
八
年
）、『
モ
ケ
モ
ケ
』（
フ
ェ
リ
シ

モ
出
版
、二
〇
一
〇
年
）な
ど
が
あ
り
、

そ
の
ほ
か
に
、
作
品
集
『m

eta

め
た
』

（
フ
ォ
イ
ル
、
二
〇
一
〇
年
）、
マ
ン
ガ

『
ホ
ソ
ミ
チ
く
ん
』（
イ
ー
ス
ト
・
プ
レ

ス
、
二
〇
一
一
年
）
を
刊
行
、
音
楽
Ｃ

Ｄ
『
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
い
つ
ど
う
や

っ
て
』
を
リ
リ
ー
ス
す
る
な
ど
多
方
面

で
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
東
日
本
大

震
災
後
は
宮
城
県
沿
岸
部
で
復
興
の
旗

を
つ
く
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
キ
ャ
ラ
バ

ン
『
荒
井
良
二
と
ふ
ら
っ
ぐ
し
っ
ぷ
』

の
巡
行
や
、
山
形
新
聞
社
主
催
『
東
北

未
来
絵
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
で
震
災
を

語
り
継
ぐ
た
め
の
絵
本
制
作
を
お
こ
な

う
。
二
〇
一
〇
年
、
二
〇
一
二
年
に
山

形
ま
な
び
館
に
て
個
展
『
荒
井
良
二
の

山
形
じ
ゃ
あ
に
ぃ
』
を
開
催
。

http://www.ryoji-arai.info/



　
ⅱ  

記
憶
を
遡
る

「
我
々
は
ど
こ
か
ら
き
た
の
か
／
我
々
は
何
者
か
／
我
々
は
ど
こ

へ
行
く
の
か
」
こ
の
三
つ
の
問
い
を
絵
画
に
遺
し
て
タ
ヒ
チ
に
没

し
た
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
、
田
中
一
村
の
奄
美
大
島
、
松
尾
芭
蕉
の
み
ち

の
く
、
岡
本
太
郎
の
沖
縄
…
、
あ
る
種
の
職
業
病
の
よ
う
に
、〈
こ

こ
で
は
な
い
、
ど
こ
か
〉
を
目
指
し
て
、
古
今
東
西
で
旅
に
病
ん

で
き
た
芸
術
家
た
ち
。
彼
ら
は
い
ま
、
越
後
妻
有
や
瀬
戸
内
の
里

山
や
島
々
、
そ
し
て
東
北
の
被
災
地
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
こ
は

か
つ
て
〈
ふ
る
さ
と
〉
と
呼
ば
れ
て
い
た
は
ず
だ
。〈
ふ
る
さ
と

へ
の
旅
〉
と
い
う
奇
妙
な
ね
じ
れ
。

　

流
浪
。
地
縁
血
縁
の
し
が
ら
み
を
振
り
切
る
よ
う
に
、
切
り
捨

て
て
き
た
ふ
る
さ
と
が
、
ふ
り
か
え
る
と
あ
ま
り
に
遠
く
な
っ
て

い
る
。〈
こ
こ
で
は
な
い
、ど
こ
か
〉
の
〈
こ
こ
〉
自
体
が
衰
弱
し
、

ひ
っ
そ
り
と
消
え
つ
つ
あ
る
。
僕
た
ち
は
〈
こ
こ
〉
か
ら
地
続
き

の
、
同
じ
列
島
の
内
部
に
、
立
ち
入
れ
ぬ
福
島
と
、
津
波
で
消
え

た
い
く
つ
も
の
村
と
、
お
び
た
だ
し
い
数
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
と
、

超
少
子
高
齢
化
で
今
後
一
〇
年
間
に
消
滅
す
る
四
〇
〇
の
集
落
を

抱
え
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、〈
こ
こ
〉
と
〈
ど
こ
か
〉
が
混
ざ
り

あ
う
、〈
失
わ
れ
た
ふ
る
さ
と
〉
と
い
う
場
所
な
の
だ
。

　

山
形
市
の
中
心
市
街
地
に
建
つ
山
形
ま
な
び
館
（
山
形
市
立
第

一
小
学
校
旧
校
舎
）
で
、
隔
年
開
催
し
て
い
る
荒
井
良
二
の
個
展

『
荒
井
良
二
の
山
形
じ
ゃ
あ
に
ぃ
』。
そ
の
第
一
回
（
二
〇
一
〇

年
）
で
、
荒
井
は
自
ら
の
ふ
る
さ
と
山
形
を
、
迷
路
の
よ
う
な
地

図
、
ほ
の
暗
い
洞
窟
、
砂
場
に
埋
め
ら
れ
た
紙
片
、
質
問
が
書
か

れ
た
小
さ
な
黒
板
な
ど
、
隠
喩
を
ち
り
ば
め
た
多
面
体
と
し
て
表

現
し
た
。「
俺
の
育
っ
た
東
北
は
こ
う
い
う
も
の
だ
」
と
い
う
私

的
な
、
あ
る
い
は
観
光
的
な
山
形
像
を
提
示
す
る
の
で
は
な
く
、

〈
失
わ
れ
た
ふ
る
さ
と
〉
を
探
し
歩
く
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
と
し

て
の
展
覧
会
を
形
づ
く
っ
て
い
っ
た
。

　

ま
た
、
荒
井
の
ふ
る
さ
と
へ
回
帰
を
迎
え
た
の
は
、
彼
の
内
で

〈
伸
び
縮
み
す
る
子
ど
も
〉
で
あ
る
。
山
形
の
懐
か
し
い
風
景
や

人
、
場
に
根
ざ
し
た
記
憶
の
断
片
が
、
荒
井
の
内
な
る
子
ど
も
を

呼
び
覚
ま
し
、
作
品
の
な
か
に
棲
み
つ
き
、
会
場
の
そ
こ
か
し
こ

に
偏
在
す
る
。
絵
画
『m

eta

め
た
』
や
絵
本
『
モ
ケ
モ
ケ
』（
フ

ェ
リ
シ
モ
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）
の
原
画
、
荒
井
が
学
生
た
ち
と

つ
く
っ
た
ボ
ウ
リ
ン
グ
や
砂
場
、
の
れ
ん
型
の
立
体
絵
本
に
、
僕

た
ち
は
自
分
の
な
か
の
〈
内
な
る
子
ど
も
〉
が
ざ
わ
ざ
わ
と
揺
り

起
こ
さ
れ
る
感
覚
を
お
ぼ
え
る
。
荒
井
の
ふ
る
さ
と
＝
幼
年
期
へ

の
回
帰
と
呼
応
す
る
よ
う
に
、観
客
も
オ
ト
ナ
か
ら
コ
ド
モ
に〈
伸

び
縮
み
〉
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
〈
記
憶
へ
の
旅
〉
を
辿
っ
て

い
く
こ
と
―
―
そ
れ
が
、
震
災
前
の
荒
井
良
二
の
山
形
じ
ゃ
あ
に

ぃ
だ
っ
た
。

　
ⅲ  

復
興
の
旗

『
荒
井
良
二
の
山
形
じ
ゃ
あ
に
ぃ
二
〇
一
〇
』
の
翌
年
、
東
日
本

大
震
災
が
起
こ
っ
た
。
荒
井
良
二
と
僕
は
地
震
か
ら
三
ヶ
月
後
、

被
災
地
で
復
興
の
旗
を
掲
げ
て
い
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ツ
ア
ー

『
荒
井
良
二
と
ふ
ら
っ
ぐ

ー
ー
二
〇
一

、
【
お

昻
震
て
＼
荒
。
【
形

の

ぬ
』†
丼
形�“
起
一
娯
一



『
あ
さ
に
な
っ
た
の
で 

ま
ど
を
あ
け
ま
す
よ
』
は
、
第
五
九
回

産
経
児
童
出
版
文
化
賞
大
賞
の
他
、
い
く
つ
も
の
絵
本
賞
を
受
賞

し
て
い
る
。
絵
本
を
ひ
ら
く
と
、「
だ
か
ら 

ぼ
く
は 

こ
こ
が
す

き
」
と
い
う
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
言
葉
と
と
も
に
、
頁
ご
と
に
さ
ま
ざ

ま
な
朝
の
情
景
が
つ
な
が
っ
て
い
く
。
山
裾
の
小
さ
な
村
と
賑
や

か
な
大
都
会
は
、
荒
井
の
ふ
る
さ
と
山
形
、
そ
し
て
現
在
暮
ら
し

て
い
る
東
京
だ
ろ
う
か
。
誰
し
も
が
〈
ぼ
く
の
ま
ち
〉
を
重
ね
ら

れ
る
風
景
に
、
朝
の
光
、
は
じ
ま
り
の
輝
き
は
等
価
に
ふ
り
そ
そ

ぐ
。

『
あ
さ
に
な
っ
た
の
で 

ま
ど
を
あ
け
ま
す
よ
』
の
原
画
は
、
す

で
に
日
本
各
地
で
展
示
さ
れ
て
い
る
が
、
本
展
で
荒
井
は
、
原
画

を
窓
か
ら
の
景
色
の
よ
う
に
眺
め
ら
れ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
自
立
壁

に
収
め
、
そ
の
ま
わ
り
に
歯
ブ
ラ
シ
や
タ
オ
ル
な
ど
朝
に
使
う
日

用
品
を
貼
り
付
け
た
。

　

荒
井
は
産
経
児
童
出
版
文
化
賞
の
ス
ピ
ー
チ
で
「
被
災
し
た

人
々
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
よ
く
い
わ
れ
ま
す
が
、
む
し
ろ
被
災
し

て
い
な
い
人
に
、
日
常
の
あ
り
が
た
さ
と
、
そ
れ
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
オ
ブ
ラ
ー
ト
に
包
ん
で
描
い

た
」
と
語
っ
て
い
る
。

〈
ぼ
く
〉
に
と
っ
て
大
切
で
さ
さ
や
か
な
景
色
が
、
壮
大
な
朝
の

リ
レ
ー
に
よ
っ
て
つ
な
ぎ
あ
わ
さ
れ
て
、〈
ぼ
く
ら
〉
に
と
っ
て

大
切
な
、
大
き
な
世
界
へ
と
ひ
ろ
が
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
絵
本

の
な
か
で
、
荒
井
は
地
震
や
津
波
に
つ
い
て
ひ
と
こ
と
も
触
れ
な

い
。
損
な
わ
れ
た
日
常
の
恢
復
は
、
穏
や
か
な
日
常
の
く
り
か
え

し
に
よ
っ
て
し
か
も
た
ら
さ
れ
な
い
こ
と
を
、
被
災
地
で
の
さ
ま

ざ
ま
な
出
会
い
や
経
験
を
通
し
て
、
こ
の
人
は
知
っ
た
の
だ
。

「
や
ま
は 

や
っ
ぱ
り 

そ
こ
に
い
て 

き
は 

や
っ
ぱ
り 

こ
こ
に
い

る 

だ
か
ら 

ぼ
く
は 

こ
こ
が
す
き
」
―
―
。
窓
を
開
け
た
未
来
の

子
ど
も
た
ち
が
、
心
か
ら
そ
の
よ
う
に
思
え
る
ふ
る
さ
と
を
、
僕

た
ち
は
つ
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
ⅴ  

あ
る
子
ど
も

　

忘
れ
ら
れ
な
い
光
景
が
あ
る
。

　

二
〇
一
一
年
の
六
月
、
荒
井
と
避
難
所
に
な
っ
て
い
た
石
巻
市

立
渡
波
小
学
校
を
訪
ね
た
と
き
の
こ
と
。
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場

と
し
て
開
放
さ
れ
て
い
た
教
室
で
、
ひ
と
り
の
女
の
子
が
テ
ニ
ス

ラ
ケ
ッ
ト
を
握
り
し
め
、
黙
々
と
黒
板
に
ボ
ー
ル
を
打
ち
付
け
て

い
た
。
そ
の
子
は
津
波
で
母
親
を
亡
く
し
て
い
た
。

　

そ
の
日
は
週
末
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

は
お
祭
り
の
よ
う
に
炊
き
出
し
の
テ
ン
ト
が
建
ち
並
び
、
慰
問
イ

ベ
ン
ト
が
あ
ち
こ
ち
で
賑
や
か
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
が
、
少
女

は
周
囲
の
喧
噪
は
意
に
介
さ
ず
、
黒
板
と
ボ
ー
ル
の
往
復
に
全
身

の
筋
肉
を
集
中
さ
せ
て
い
た
。
そ
の
姿
を
廊
下
か
ら
身
じ
ろ
ぎ
も

せ
ず
眺
め
て
い
た
荒
井
は
、
仙
台
へ
戻
る
車
中
で
、
め
ず
ら
し
く

ず
っ
と
無
口
だ
っ
た
。

　

翌
月
、
吉
祥
寺
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
か
れ
た
荒
井
の
小
さ
な
絵

画
展
『
ど
こ
ま
で
だ
っ
て 

い
つ
だ
っ
て
』
の
案
内
ハ
ガ
キ
に
は
、

渡
波
小
学
校
で
出
会
っ
た
あ
の
子
に
似
た
、
お
さ
げ
髪
の
少
女
が

描
か
れ
て
い
た
。
ラ
ケ
ッ
ト
の
か
わ
り
に
ギ
タ
ー
を
も
ち
、
大
き

な
黒
い
瞳
か
ら
流
れ
落
ち
る
涙
は
、
地
面
に
落
ち
て
白
い
子
犬
に

な
っ
て
い
る
。

　

渡
波
の
少
女
は
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
荒
井
良
二
の
絵
の
な
か
に

棲
み
続
け
た
よ
う
だ
っ
た
。
さ
ら
に
同
じ
月
、
秋
葉
原
の
三
三
三

一
ア
ー
ツ
千
代
田
で
開
催
し
た
テ
ニ
ス
コ
ー
ツ
と
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
ラ
イ
ブ
で
も
、
荒
井
は
二
枚
の
大
き
な
キ
ャ
ン
バ
ス
布
に
、
滝

の
よ
う
に
涙
を
流
す
少
女
た
ち
の
た
く
さ
ん
の
横
顔
を
、
画
面
全

体
を
埋
め
尽
く
す
よ
う
に
描
い
た
。

　

山
形
じ
ゃ
あ
に
ぃ
二
〇
一
二
で
、
荒
井
が
も
っ
と
も
注
力
し
た

『
在
る
こ
ど
も
』
の
展
示
室
に
は
、
涙
の
滝
壺
か
ら
浮
き
沈
み
す

る
、
た
く
さ
ん
の
少
女
が
い
た
。
色
と
り
ど
り
の
ボ
タ
ン
を
散
ら

し
た
床
に
置
い
た
キ
ャ
ン
バ
ス
や
、
天
井
か
ら
ぶ
ら
さ
が
っ
た
金

色
の
額
縁
、
あ
る
い
は
ベ
ニ
ヤ
板
に
貼
付
け
ら
れ
た
藁
半
紙
の
上

で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
ぶ
や
い
た
り
、
叫
ん
だ
り
、
何
か
大
切
な
こ

と
を
僕
た
ち
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
、
蝶
の
よ
う
な
た
く
さ
ん

の
子
ど
も
た
ち
の
絵
。
そ
の
ざ
わ
め
く
絵
の
森
を
か
き
分
け
て
い

く
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
荒
井
は
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
自
身
の
息

子
の
姿
絵
を
、
そ
っ
と
、
紛
れ
込
ま
せ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
震
災

の
翌
年
に
、
荒
井
良
二
は
父
親
に
な
っ
て
い
た
。

　

荒
井
が
描
く
子
ど
も
た
ち
は
、
架
空
の
物
語
の
主
人
公
で
は
な

く
、〈
伸
び
縮
み
〉
す
る
荒
井
の
ア
ル
タ
ー
エ
ゴ
で
す
ら
な
く
、

現
実
の
世
界
の
ど
こ
か
で
、
い
ま
こ
の
瞬
間
も
実
体
を
も
っ
て
泣

い
た
り
、
怒
っ
た
り
、
歌
っ
た
り
走
っ
た
り
し
て
い
る
、〈
在
る

こ
ど
も
〉
た
ち
な
の
だ
。

　　
ⅵ  

街
へ

　

山
形
ま
な
び
館
の
展
示
で
は
、
展
覧
会
前
と
初
日
に
、
そ
れ
ぞ

れ
市
民
対
象
の
ふ
た
つ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、
そ
こ
で

つ
く
ら
れ
た
市
民
作
品
も
加
え
た
。
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
、『
ぼ

く
ら
の
七
日
町
じ
ゃ
あ
に
ぃ
』
は
、
展
覧
会
の
オ
ー
プ
ン
一
ヶ
月

前
に
、
山
形
国
際
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
祭
事
務
局
の
協
力
を

得
て
実
施
し
た
、
映
画
制
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
あ
る
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
六
〇
人
の
市
民
が
三
人
一
組
で
チ
ー
ム

を
編
成
し
、
街
に
繰
り
出
し
て
即
興
の
ロ
ー
ド
ム
ー
ビ
ー
を
撮
影

す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
た
だ
し
、
撮
影
に
あ
た
っ
て
荒
井
が

設
定
し
た
い
く
つ
か
の
ル
ー
ル
が
あ
る
。
ま
ず
、
映
画
の
タ
イ
ト

ル
は
あ
ら
か
じ
め
参
加
者
全
員
で
相
談
し
て
決
め
た
も
の
を
、
く

じ
引
き
で
決
定
す
る
。『
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
じ
ゃ
あ
に
ぃ
』『
こ
こ
に

住
み
た
い
じ
ゃ
あ
に
ぃ
』『
山
形
ら
し
く
な
い
じ
ゃ
あ
に
ぃ
』
な
ど
、

各
チ
ー
ム
は
偶
然
に
引
き
当
て
た
タ
イ
ト
ル
に
そ
っ
て
、
山
形
ま

な
び
館
が
あ
る
七
日
町
界
隈
で
映
像
を
撮
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
基
本
的
に
撮
っ
た
映
像
は
ノ
ー
カ
ッ
ト
で
、
編
集
を
加
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え
て
は
な
ら
な
い
。
チ
ー
ム
で
お
お
ま
か
な
絵
コ
ン
テ
を
つ
く
っ

た
ら
、
あ
と
は
街
を
歩
き
な
が
ら
、
時
系
列
で
カ
メ
ラ
を
ま
わ
し

て
い
く
。
撮
影
時
間
は
三
時
間
で
あ
る
。

　

荒
井
も
『
ま
わ
り
み
ち
、
あ
し
の
ね
い
ろ
』（
山
形
じ
ゃ
あ
に

ぃ
二
〇
一
〇
の
記
録
映
画
）
を
監
督
し
た
黄
木
優
寿
を
伴
っ
て
、

七
日
町
を
撮
影
し
た
。
こ
の
日
、
荒
井
が
引
き
当
て
た
く
じ
の
タ

イ
ト
ル
は
『
じ
ぃ
じ 
ば
ぁ
ば 

じ
ゃ
あ
に
ぃ
』
で
あ
っ
た
。

　

週
末
の
昼
下
が
り
、
長
屋
の
鉢
植
え
や
風
に
揺
れ
る
洗
濯
物
、

集
会
所
の
将
棋
盤
や
、
誰
か
が
忘
れ
て
い
っ
た
帽
子
な
ど
、
老
人

た
ち
の
気
配
を
、
黄
木
は
淡
々
と
カ
メ
ラ
に
収
め
、
そ
こ
に
荒
井

が
「
じ
ぃ
ー
じ
、
ば
ぁ
ー
ば
、
な
の
か
ま
ち
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ

を
、
さ
さ
や
く
よ
う
な
声
で
重
ね
て
い
く
。
フ
レ
ー
ズ
の
反
復
に

よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
景
を
巧
み
に
つ
な
い
で
い
く
の
は
、
絵

本
『
あ
さ
に
な
っ
た
の
で 

ま
ど
を
あ
け
ま
す
よ
』
と
同
じ
手
法
だ
。

ラ
ス
ト
シ
ー
ン
は
、
無
音
の
な
か
で
、
空
き
地
の
雑
草
を
踏
み
分

け
な
が
ら
、
傾
い
だ
廃
屋
に
お
ず
お
ず
と
ち
か
よ
っ
て
い
く
荒
井

の
う
し
ろ
姿
だ
っ
た
。

　

く
じ
引
き
で
偶
然
ひ
き
当
て
た
タ
イ
ト
ル
で
、
一
〇
分
に
も
み

た
な
い
短
い
映
像
詩
だ
が
、
荒
井
と
黄
木
の
『
じ
ぃ
じ 

ば
ぁ
ば 

じ
ゃ
あ
に
ぃ
』
に
は
、
見
る
者
に
静
か
に
迫
っ
て
く
る
リ
ア
リ
テ

ィ
ー
が
あ
っ
た
。
確
か
に
街
は
老
い
て
い
る
。
そ
し
て
寂
れ
ゆ
く

街
を
無
理
に
元
気
付
け
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
ま
ど
ろ

み
を
妨
げ
ぬ
よ
う
に
、
ゆ
っ
た
り
呼
び
か
け
る
荒
井
の
声
と
リ
ズ

ム
は
、
限
り
な
く
優
し
い
。

　

こ
の
荒
井
良
二
の
初
監
督
作
品
を
、
僕
た
ち
は
教
室
の
ひ
と
つ

を
幕
で
覆
い
、
壁
に
打
ち
付
け
た
キ
ャ
ン
バ
ス
地
を
ス
ク
リ
ー
ン

に
し
て
投
影
し
続
け
た
。
子
ど
も
た
ち
で
賑
わ
う
午
後
の
山
形
ま

な
び
館
で
、「
じ
ぃ
ー
じ
、
ば
ぁ
ー
ば
、
な
の
か
ま
ち
」
と
い
う

荒
井
の
さ
さ
や
き
が
、
黄
昏
ゆ
く
街
を
言
祝
（
こ
と
ほ
）
ぐ
よ
う

に
響
い
て
い
た
。

　
ⅷ  

舟
の
よ
う
な
テ
ー
ブ
ル

　

三
つ
の
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
の
う
ち
、
山
形
ま
な
び
館
か
ら
徒
歩

圏
内
の
ミ
サ
ワ
ク
ラ
ス
と
花
小
路
ト
ラ
ン
ク
は
、
東
京
Ｒ
不
動
産

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
東
北
芸
術
工
科
大
学
准
教
授
の
馬
場
正
尊
が
、

ゼ
ミ
の
学
生
ら
と
運
営
す
る
シ
ェ
ア
ア
パ
ー
ト
で
あ
る
。
山
形
市

役
所
の
ま
わ
り
に
い
く
つ
も
の
商
店
街
や
飲
屋
街
が
集
ま
る
こ
の

エ
リ
ア
は
、
老
舗
デ
パ
ー
ト
も
あ
り
、
か
つ
て
山
形
の
商
業
の
中

心
地
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
た
が
、
近
年
は
郊
外
に
新
設
さ
れ
た
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
買
い
物
客
が
流
れ
、
通
り
に
は
シ
ャ
ッ
タ

ー
を
降
ろ
し
た
店
舗
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

馬
場
と
学
生
た
ち
は
、
地
元
の
不
動
産
会
社
と
連
携
し
て
、
空

き
物
件
の
創
造
的
活
用
を
探
っ
て
い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
山
形
Ｒ

不
動
産
』
を
立
ち
あ
げ
、
空
き
ビ
ル
を
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
開

放
し
て
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
二
〇
〇
八
年
に
廃
業

し
た
ふ
た
つ
の
ホ
テ
ル
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
。
現
在
、
あ
わ

せ
て
一
二
名
の
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
入
居
し
、
共
同
生
活
を
営

み
な
が
ら
創
作
に
打
ち
込
ん
で
い
る
。
ミ
サ
ワ
ク
ラ
ス
と
花
小
路

ト
ラ
ン
ク
は
、
若
者
た
ち
が
生
活
す
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
で
あ

る
た
め
、
本
展
で
は
、
週
末
と
休
日
の
み
限
定
で
オ
ー
プ
ン
し
、

県
内
外
か
ら
や
っ
て
く
る
観
客
を
招
き
入
れ
た
。

　

ミ
サ
ワ
ク
ラ
ス
で
、
荒
井
は
若
者
た
ち
の
共
同
生
活
を
、
無
名

時
代
の
ピ
カ
ソ
や
モ
デ
ィ
リ
ア
ー
ニ
が
暮
ら
し
た
モ
ン
マ
ル
ト
ル

の
安
ア
パ
ー
ト
『
洗
濯
船
』（Le Bateau-Lavoir

／
一
九
〇
四
〜

一
九
〇
九
年
）
に
な
ぞ
ら
え
、
キ
ッ
チ
ン
の
壁
に
直
接
、
航
海
す

る
船
の
舳
先
を
描
き
、
そ
の
上
に
「
海
で
も
あ
り
山
で
も
あ
り
ぼ

く
は
船
で
日
常
を
漕
ぐ
」
と
い
う
言
葉
を
贈
っ
た
。﹇
30
頁
﹈

　

ま
た
、
世
界
各
国
を
旅
し
な
が
ら
描
き
た
め
た
ス
ケ
ッ
チ
帖
を

天
井
か
ら
ぶ
ら
さ
げ
、
大
き
な
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
に
は
旅
先

で
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
て
い
る
絵
葉
書
を
ガ
ラ
ス
天
板
に
挟
み
込
ん

だ
。
観
客
は
こ
の
テ
ー
ブ
ル
を
入
居
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
囲
ん
で
、

珈
琲
や
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
を
楽
し
ん
だ
。

　

一
方
の
花
小
路
ト
ラ
ン
ク
は
、
狭
い
路
地
に
個
人
経
営
の
バ
ー

が
ひ
し
め
く
飲
屋
街
『
花
小
路
』
の
入
口
に
建
っ
て
い
る
。
荒
井

が
子
ど
も
の
頃
は
芸
者
が
行
き
交
う
華
や
か
な
花
街
だ
っ
た
が
、

常
連
客
の
大
半
を
占
め
て
い
た
県
職
員
が
庁
舎
の
移
転
に
よ
っ
て

ぱ
っ
た
り
途
絶
え
、
そ
れ
以
降
、
細
々
と
老
舗
飲
屋
街
の
ネ
オ
ン

の
灯
を
守
っ
て
い
る
。

　

花
小
路
ト
ラ
ン
ク
で
は
、
本
展
と
山
形
Ｒ
不
動
産
の
共
同
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
荒
井
良
二
と
馬
場
正
尊
に
よ
る
街
づ
く
り
会
議
を

ネ
ッ
ト
で
動
画
配
信
し
た
。
山
形
市
中
心
街
に
再
び
賑
わ
い
を
取

り
戻
す
妙
案
を
、
キ
ッ
チ
ン
に
集
ま
っ
た
学
生
ら
か
ら
ど
ん
ど
ん

集
め
、
ふ
た
り
が
「
面
白
い
！
」
と
思
っ
た
プ
ラ
ン
を
、
荒
井
が

そ
の
場
で
絵
に
し
て
い
く
ラ
イ
ブ
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
。
花
小
路
ト
ラ

ン
ク
で
の
週
末
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
は
、
会
議
を
記
録
し
た
映
像
と
、

ド
ロ
ー
イ
ン
グ
壁
に
ピ
ン
ナ
ッ
プ
し
て
構
成
し
た
。
ま
た
、
会
議

で
採
用
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
の
う
ち
い
く
つ
か
は
、
次
回
二
〇
一
四

年
の
『
荒
井
良
二
の
山
形
じ
ゃ
あ
に
ぃ
』
で
の
実
現
を
検
討
し
て

い
る
。

 　
ⅸ  

乳
の
海
へ

　

山
形
じ
ゃ
あ
に
ぃ
二
〇
一
二
の
最
後
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
七

日
町
の
古
び
た
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
『
ジ
ャ
ガ
ー
』
で
、
荒
井
良
二
の

バ
ン
ド
『
荒
井
良
二
と
連
絡
船
』
の
ラ
イ
ブ
を
お
こ
な
っ
た
。
デ

ィ
ス
コ
フ
ィ
ー
バ
ー
か
ら
社
交
ダ
ン
ス
ブ
ー
ム
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
流
行
が
過
ぎ
去
っ
て
い
っ
た
こ
の
ホ
ー
ル
は
、
い
ま
は
昼
間
に

開
催
さ
れ
る
老
人
た
ち
の
ダ
ン
ス
教
室
へ
の
貸
し
出
し
が
、
主
な

収
入
源
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
こ
の
夜
だ
け
は
、
全
国
各
地
か

ら
集
ま
っ
た
荒
井
良
二
フ
ァ
ン
と
、
連
絡
船
メ
ン
バ
ー
の
坂
本
弘

道
の
チ
ェ
ロ
と
小
島
麻
貴
二
の
ウ
ッ
ド
ベ
ー
ス
、
そ
し
て
床
一
面

に
拡
げ
ら
れ
た
機
材
や
絵
具
の
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
で
、
久
し
ぶ
り
に
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足
の
踏
み
場
も
な
い
ほ
ど
の
満
員
御
礼
と
な
っ
た
。　

　

回
転
す
る
ミ
ラ
ー
ボ
ー
ル
の
光
を
あ
び
な
が
ら
、
荒
井
良
二
は

い
つ
も
の
よ
う
に
、
指
と
手
の
ひ
ら
で
キ
ャ
ン
バ
ス
に
絵
具
を
塗

り
込
め
て
い
く
。
ミ
ラ
ー
ボ
ー
ル
の
明
滅
と
、
壁
面
に
ぐ
る
り
と

貼
ら
れ
た
鏡
に
映
り
込
む
ビ
ロ
ー
ド
の
ソ
フ
ァ
ー
。
坂
本
と
小
島

の
演
奏
は
、
こ
れ
ら
の
俗
な
装
飾
を
コ
ズ
ミ
ッ
ク
な
空
間
へ
と
変

え
、
キ
ャ
ン
バ
ス
に
は
、
疾
駆
す
る
馬
の
群
れ
が
幻
の
よ
う
に
現

れ
、
最
後
に
は
、
安
ら
か
に
眠
る
赤
ん
坊
の
顔
と
、
そ
の
上
に
乳

を
降
り
注
ぐ
ふ
た
つ
の
乳
房
が
描
か
れ
て
い
た
。

　

絵
画
の
子
が
、
文
字
通
り
の
絵
空
事
で
は
な
く
、
生
き
る
こ
と

と
死
ぬ
こ
と
が
隣
り
合
わ
せ
だ
っ
た
東
北
の
二
〇
一
一
年
を
経
て
、

現
実
の
世
界
に
生
ま
れ
落
ち
た
と
い
う
事
実
に
、
僕
は
身
震
い
す

る
。
絵
は
、
歴
史
の
う
ね
り
と
小
さ
な
家
族
の
物
語
を
、
こ
の
よ

う
な
ひ
と
続
き
の
神
話
の
よ
う
に
語
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

　

旗
、
絵
本
、
キ
ャ
ン
バ
ス
、
ス
ケ
ッ
チ
帖
、
ビ
デ
オ
映
像
、
小

さ
な
メ
モ
、
キ
ッ
チ
ン
の
壁
、
そ
し
て
音
楽
と
詩
… 

凪
い
だ
水

面
を
水
切
り
の
石
が
、
す
べ
ら
か
に
転
々
と
、
波
紋
を
つ
な
げ
な

が
ら
進
ん
で
い
く
よ
う
に
、
荒
井
良
二
は
東
北
で
旅
を
続
け
て
き

た
。
僕
た
ち
の
た
め
に
、
惜
し
げ
も
な
く
投
じ
ら
れ
る
荒
井
の
絵

や
言
葉
は
、
ふ
る
さ
と
山
形
の
場
末
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
、
一
〇

〇
人
の
観
客
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
涙
の
滝
か
ら
乳
の
海
に
辿
り

つ
く
。

　

荒
井
良
二
の
震
災
か
ら
の
二
年
を
記
し
た
展
覧
会
と
し
て
、
こ

れ
以
上
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
な
い
よ
う
に
思
う
が
、
現
実
の
生
活

が
続
い
て
い
く
よ
う
に
、
荒
井
良
二
と
僕
ら
の
旅
は
こ
れ
か
ら
も

続
い
て
い
く
だ
ろ
う
。

『ジャガーの夜』／ジャガー・プレイビル／撮影：志鎌康平
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実
施
日
＝
新
聞
紙
面
に
広
告
掲
載  

二
〇
一
二
年
三
月
一
一
日﹇
日
﹈よ
り
随
時

　
　
　
　

東
北
未
来
絵
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ  

二
〇
一
二
年
五
月
二
六
日﹇
土
﹈

　
　
　
　

東
北
未
来
絵
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
報
告
会  

二
〇
一
二
年
一
〇
月
二
一
日﹇
日
﹈

会
場
＝
や
ま
が
た
藝
術
学
舎
東
北
復
興
支
援
機
構
Ｔ
Ｒ
Ｓ
Ｏ

参
加
者
＝
山
形
新
聞
の
読
者
、
山
形
の
子
ど
も
た
ち

主
催
＝
山
形
新
聞
社
広
告
局

協
力
＝
東
北
芸
術
工
科
大
学
東
北
復
興
支
援
機
構
Ｔ
Ｒ
Ｓ
Ｏ

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
＝
荒
井
良
二

キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
＝
宮
本
武
典

デ
ザ
イ
ン
＝
小
板
橋
基
希（
ア
カ
オ
ニ
デ
ザ
イ
ン
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
サ
ポ
ー
ト
＝
福
興
会
議
、
犬
飼
と
も
、
金
森
由
紀

後
援
＝
山
形
県
教
育
委
員
会

発
行
＝
株
式
会
社
山
形
新
聞
社
広
告
局

絵
本
の
仕
様
＝
全
二
二
頁
／
カ
ラ
ー
／
カ
バ
ー
付
／
三
千
部
制
作

東
北
未
来
絵
本

あ
の
と
き 

あ
れ
か
ら

そ
れ
か
ら 

そ
れ
か
ら

東
北
未
来
絵
本

あ
の
と
き
あ
れ
か
ら

そ
れ
か
ら
そ
れ
か
ら

み
ん
な
と
荒
井
良
二

あ
の
と
き

み
ん
な
の
手
は

何
を
つ
か
ん
で
た
？

　

＊
＊

お
ま
も
り

何
を
つ
か
ん
だ
ら
い
い
か

わ
か
ら
な
か
っ
た

フ
ォ
ー
ク
と
ナ
イ
フ

う
ま
れ
て
二
日
目
の
む
す
め

ラ
ン
ド
セ
ル

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
手

車
の
カ
ギ

ネ
コ
の
ピ
ー

あ
の
と
き  

あ
れ
か
ら

そ
れ
か
ら  

そ
れ
か
ら
…

こ
ど
も
た
ち
を

ひ
っ
し
に
だ
き
よ
せ
て
い
た

テ
レ
ビ
の
リ
モ
コ
ン

床単
三
の
で
ん
ち

父
の
い
は
い

空
気

た
た
み

柱あ
の
と
き  

あ
れ
か
ら

そ
れ
か
ら  

そ
れ
か
ら
…

む
す
め
の
手

コ
ッ
プ

お
か
あ
さ
ん
の
せ
な
か

壁さ
い
ふ

ろ
う
そ
く

娘
の
か
ら
だ

い
も
う
と
と
お
ば
あ
さ
ん

テ
ー
ブ
ル
の
脚

い
の
ち

ほ
う
き
と
ち
り
と
り

学
校
の
机

も
う
か
た
ほ
う
の
手

か
ぞ
く
で
か
ら
だ
を

よ
せ
て
ね
む
っ
た

見
ず
し
ら
ず
の
人
の

や
さ
し
い
手

ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ

し
ょ
く
た
く

と
も
だ
ち
の
手

で
ん
わ

あ
の
と
き  

あ
れ
か
ら

そ
れ
か
ら  

そ
れ
か
ら
…

あ
れ
か
ら

み
ん
な
の
日
常
は

何
か
か
わ
っ
た
か
な
ぁ
？

　

＊
＊

ま
も
る
べ
き
も
の
が

は
っ
き
り
と
わ
か
り
ま
し
た

よ
し
ん
が

お
こ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
も
だ
ち
と

バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た

た
べ
も
の
や
で
ん
ち

ラ
ジ
オ
な
ど
そ
ろ
え
た

ふ
く
し
ま
に

た
ち
い
り
き
ん
し
ゾ
ー
ン
が

で
き
た

あ
た
ら
し
い
友
だ
ち
が

で
き
た

あ
の
と
き  

あ
れ
か
ら

そ
れ
か
ら  

そ
れ
か
ら
…

ほ
う
し
ゃ
せ
ん
の
す
う
ち
を

気
に
し
な
が
ら

そ
と
で
あ
そ
ん
で
い
る
こ
と

げ
ん
き
な
お
と
こ
の
こ
が

う
ま
れ
た

え
ほ
ん
や
さ
ん
を

は
じ
め
ま
し
た

か
ん
が
え
て
い
る

み
ら
い
の
こ
と

お
ふ
ろ
に
ひ
と
り
で

入
れ
な
く
な
っ
た

あ
た
り
ま
え
の
に
ち
じ
ょ
う
に

し
あ
わ
せ
を
か
ん
じ
る

あ
り
が
と
う
を

た
く
さ
ん
い
う
よ
う
に
な
っ
た

空
を
見
上
げ
る
よ
う
に
な
っ
た

あ
の
と
き  

あ
れ
か
ら

そ
れ
か
ら  

そ
れ
か
ら
…

ぼ
く
ら
の
東
北
は

ど
ん
な
未
来
に

な
っ
て
る
ん
だ
ろ
？

　

＊
＊

い
つ
も
の
よ
う
に

あ
か
り
が
つ
い
て
い
る
い
え

べ
ん
り
す
ぎ
る

よ
の
な
か
を
み
な
お
し

ま
え
を
む
い
て

は
し
っ
て
い
く
こ
ど
も
が

ふ
え
る

本
当
に
そ
う
ぞ
う
が

で
き
ま
せ
ん

せ
か
い
い
ち
の

い
や
し
の
地
に
な
っ
て
い
る

日
々
の
せ
い
か
つ
が

い
と
し
い
と
お
も
え
る
み
ら
い

い
い
せ
か
い

ぼ
く
ら
の
東
北
は

み
ん
な
の
東
北
に
な
っ
て
い
る

わ
ら
っ
た
人
が

た
く
さ
ん
い
る
ま
ち

ま
け
な
い

つ
よ
い
東
北

あ
の
と
き  
あ
れ
か
ら

そ
れ
か
ら  
そ
れ
か
ら
…

げ
ん
ぱ
つ
な
ん
て
な
い

じ
し
ん
や
つ
な
み
を

止
め
る
そ
う
ち
が
お
か
れ
た

ぜ
っ
た
い

も
と
ど
お
り
に
な
る

ず
っ
と
か
わ
ら
な
い

日
本
の
ふ
る
さ
と

こ
れ
ま
で
と
か
わ
ら
な
い

う
つ
く
し
い
ば
し
ょ

と
う
ほ
く
の
こ
ど
も
た
ち
が

お
と
な
に
な
っ
て

せ
か
い
じ
ゅ
う
で

か
つ
や
く
し
て
る
だ
ろ
う

も
っ
と
が
ん
じ
ょ
う
に
な
っ
て
い
る

て
ん
だ
っ
た
も
の
が

せ
ん
に
な
っ
て

ま
る
い
わ
に

な
っ
た
ら
い
い
な
ぁ

こ
こ
に
生
ま
れ
て

ほ
ん
と
う
に
よ
か
っ
た
っ
て

む
ね
を
は
っ
て
い
え
る
み
ら
い

あ
の
と
き  

あ
れ
か
ら

そ
れ
か
ら  

そ
れ
か
ら
…



　

東
日
本
大
震
災
を
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
語
り
つ
ぐ
〈
絵

本
〉
を
つ
く
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
山
形
新
聞
社
が
主
催
し
、
宮

本
武
典
が
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
担
当
し
た
。
二
〇
一
二
年
三
月

一
一
日
の
山
形
新
聞
紙
面
に
「
あ
の
と
き
み
ん
な
の
手
は
何
を

つ
か
ん
で
た
？
」、「
あ
れ
か
ら
み
ん
な
の
日
常
は
何
か
か
わ
っ

た
か
な
？
」、「
そ
し
て
ぼ
く
ら
の
東
北
は
ど
ん
な
未
来
に
な
っ

て
る
ん
だ
ろ
？
」
と
い
う
荒
井
良
二
か
ら
の
三
つ
の
問
い
か
け

を
掲
載
。
読
者
か
ら
集
め
ら
れ
た
投
書
を
も
と
に
、
荒
井
と
子

ど
も
た
ち
が
巨
大
な
絵
巻
を
制
作
し
て
、
東
北
未
来
絵
本
の
原

画
と
し
た
。
そ
の
後
、
地
元
企
業
か
ら
の
寄
付
金
で
三
千
部
を

印
刷
製
本
し
、
山
形
県
内
の
全
小
学
校
と
東
北
六
県
の
公
立
図

書
館
の
ほ
か
『
荒
井
良
二
と
ふ
ら
っ
ぐ
し
っ
ぷ
』
の
寄
港
地
で

あ
る
宮
城
県
沿
岸
の
小
学
校
に
贈
っ
て
い
る
。
第
三
二
回
新
聞

広
告
賞
新
聞
社
企
画
部
門
の
最
高
賞
受
賞
。
第
四
回
山
形
広
告

賞
最
優
秀
賞
受
賞
。

（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
大
熊
幸
子
氏
に
よ
る
朗
読
が
終
わ
っ

て
）

宮
本　
　

な
ん
だ
か
ジ
ー
ン
と
し
ち
ゃ
い
ま
し
た
ね
。

荒
井　
　

つ
く
り
な
が
ら
、
何
度
も
読
ん
で
い
た
け
ど
ね
。
い

ま
改
め
て
声
に
出
し
て
読
ん
で
も
ら
っ
て
、「
あ
あ
、
こ
う
い

う
本
を
つ
く
っ
た
の
だ
」
と
い
う
、
実
感
を
も
っ
た
よ
。
よ
か

っ
た
な
ぁ
。

宮
本　
　

僕
は
〈
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
〉
と
い
う
言
葉
に
こ
み
あ
げ

て
く
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
の
と
き
は
ス
ー
パ
ー
か
ら
食

材
が
す
ぐ
消
え
て
し
ま
っ
た
か
ら
、
備
蓄
し
て
い
た
粉
で
妻
が

パ
ン
ケ
ー
キ
を
つ
く
っ
て
、
娘
た
ち
と
食
べ
ま
し
た
。
他
の
ご

家
庭
で
も
そ
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。
絵
本
っ
て
す
ご
い
な

ぁ
、
や
っ
ぱ
り
誰
か
に
読
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
体
験
と
し
て
完

結
す
る
ん
で
す
ね
。

荒
井　
　

そ
う
そ
う
。
今
回
の
震
災
は
、
み
ん
な
が
そ
れ
ぞ
れ

影
響
を
受
け
て
い
る
か
ら
、
絵
本
の
な
か
で
読
み
方
の
気
持
ち

が
こ
も
る
部
分
も
人
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
く
る
と
思
う
。
と
っ

て
も
よ
い
朗
読
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

宮
本　
　

朗
読
を
聞
き
な
が
ら
、
イ
タ
リ
ア
を
旅
し
た
と
き
に

観
た
、
中
世
の
教
会
の
壁
画
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
モ
ザ
イ
ク

で
天
国
や
地
獄
の
様
子
が
お
お
ら
か
に
描
い
て
あ
り
ま
し
た
。

日
本
で
も
、
東
北
地
方
に
は
お
寺
に
地
獄
絵
図
﹇
注
1
﹈
が
あ
っ

て
、
子
ど
も
が
悪
い
こ
と
を
す
る
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
連
れ
て

行
か
れ
て
、
地
獄
で
こ
ん
な
苦
し
み
に
あ
う
よ
、
な
ん
て
脅
か

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
「
絵
解
き
」
と
い
っ
て
、
教
典
や
聖
書

が
読
め
な
い
人
々
に
、
お
坊
さ
ん
や
聖
職
者
が
壁
画
を
指
し
な

が
ら
死
後
の
世
界
な
ど
を
説
明
す
る
の
で
す
ね
。

　

こ
の
『
東
北
未
来
絵
本 
あ
の
と
き 

あ
れ
か
ら 

そ
れ
か
ら 

そ

れ
か
ら
』
も
、
言
葉
は
す
ご
く
断
片
的
で
、
ス
ト
レ
ー
ト
に
震

災
の
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、
読
み
聞

か
せ
と
い
う
か
、
絵
解
き
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
、〈
あ

の
と
き
〉
の
恐
ろ
し
さ
や
そ
こ
か
ら
の
希
望
を
伝
え
て
い
く
と

い
う
…
、
ち
ょ
っ
と
機
能
と
し
て
は
宗
教
画
に
ち
か
い
も
の
に

仕
上
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

荒
井　
　

な
る
ほ
ど
ね
。
つ
く
っ
て
い
る
僕
も
、
市
販
さ
れ
て

い
る
、
あ
る
い
は
図
書
館
に
置
い
て
あ
る
絵
本
と
は
全
く
違
っ

た
感
触
が
あ
っ
て
、
例
え
ば
何
だ
ろ
う
な
ぁ
…
〈
道
し
る
べ
〉

み
た
い
な
も
の
を
つ
く
っ
て
い
る
感
覚
が
あ
っ
た
な
。

宮
本　
　

こ
れ
は
や
は
り
〈
伝
え
る
〉
た
め
の
絵
本
な
ん
で
す

ね
。
こ
れ
自
体
が
一
種
の
震
災
の
記
録
画
で
、
お
そ
ら
く
一
〇

年
後
、
二
〇
年
後
と
、
時
が
経
て
ば
経
つ
ほ
ど
、
大
事
な
意
味

を
も
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

絵
本
の
原
画
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
子
ど
も
た
ち
と
描
い
た
、

だ
い
た
い
七
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
大
き
さ
の
絵
巻
な
の
で
す
が
、

そ
こ
に
さ
ら
に
荒
井
さ
ん
が
手
を
入
れ
て
仕
上
げ
た
ん
で
す
よ

ね
。
ざ
っ
く
り
眺
め
る
と
、「
あ
れ
、
荒
井
さ
ん
、
ど
こ
に
手

を
入
れ
た
の
か
な
」
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
、
よ
く
見
て
も
ら

う
と
…
。

荒
井　
　

そ
う
と
う
手
を
入
れ
て
ま
す
。
当
初
は
、
子
ど
も
た

ち
が
描
い
た
絵
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
を
大
掴
み
に
ま
と
め
る
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
実
際
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
や
っ
た
あ
と
、
ゲ
ラ
を
自
宅
の
ア
ト
リ
エ
で
眺
め
て
い
た
ら
、

そ
れ
は
な
ん
だ
か
違
う
な
、
と
思
っ
た
ん
で
す
。

　

僕
自
身
が
地
震
や
津
波
や
福
島
原
発
の
こ
と
や
、
震
災
の
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
が
一
年
半
経
っ
た
い
ま
で
も
整
理
で
き
て
な
い

の
に
、
こ
の
絵
本
の
た
め
に
寄
せ
ら
れ
た
た
く
さ
ん
の
言
葉
や

子
ど
も
た
ち
の
絵
を
〈
ま
と
め
る
よ
う
な
こ
と
〉
は
で
き
な
い

と
思
っ
た
ん
だ
よ
ね
。
そ
れ
で
し
ば
ら
く
手
が
止
ま
っ
て
苦
し

山形新聞『東北未来絵本』広告／撮影：志鎌康平

東
北
未
来
絵
本 

あ
の
と
き 

あ
れ
か
ら 

そ
れ
か
ら 

そ
れ
か
ら

荒
井
良
二
＋
宮
本
武
典

『
荒
井
良
二
の
山
形
じ
ゃ
あ
に
ぃ
二
〇
一
二
』

注
1　

地
獄
絵
図

古
来
、
仏
教
の
祭
礼
や
法
要
の
後
に
、

参
詣
者
に
対
し
て
勧
善
懲
悪
や
先
祖
供

養
な
ど
の
善
い
生
き
方
を
説
く
「
絵
解

き
説
法
」
に
使
わ
れ
た
絵
。
賽
の
河
原
、

灼
熱
地
獄
、
血
の
池
地
獄
な
ど
、
仏
典

に
記
さ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
地
獄
の

様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
絵
巻
物
に
、

『
地
獄
草
子
』（
一
二
世
紀
）
が
国
宝
と

し
て
数
点
現
存
す
る
。
仏
教
に
関
係
な

く
、
ひ
ど
い
絵
面
や
光
景
に
対
し
て
も
、

比
喩
と
し
て
使
わ
れ
る
。
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注
2　

荒
井
良
二
と
ふ
ら
っ
ぐ
し
っ
ぷ

荒
井
良
二
が
宮
城
県
沿
岸
部
の
五
つ
の

港
町
を
訪
問
し
、
街
に
掲
げ
る
応
援
フ

ラ
ッ
グ
を
人
々
と
と
も
に
描
い
て
い
く

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
ツ
ア
ー
。
こ
れ
ま

で
に
塩
竈
市
、
多
賀
城
市
、
七
ヶ
浜
町
、

仙
台
市
、
石
巻
市
で
開
催
さ
れ
、
完
成

し
た
フ
ラ
ッ
グ
は
被
災
地
の
小
児
病
院

や
書
店
、
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場
、
図
書
館
、

公
園
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
特
に

塩
竈
で
は
『
ビ
ル
ド
・
フ
ル
ー
ガ
ス
』

の
協
力
の
も
と
、
一
五
〇
枚
が
港
か
ら

商
店
街
ま
で
の
目
抜
き
通
り
に
は
た
め

い
て
い
る
。
二
〇
一
三
年
三
月
、
石
巻

市
の
『
日
和
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
』
で
活

動
報
告
展
を
開
催
。

変
わ
っ
た
か
と
い
う
と
、
単
純
で
す
が
「
強
く
生
き
た
い
」
と

思
い
ま
し
た
。
こ
の
絵
本
の
な
か
に
も
、「
強
い
子
に
な
る
」

と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
あ
る
の
で
す
が
、
東
北
の
子
ど
も
た
ち
は

こ
ん
な
ふ
う
に
ど
ん
ど
ん
未
来
に
走
っ
て
行
っ
て
、
心
身
を
鍛

え
て
ほ
し
い
で
す
よ
ね
。

荒
井　
　

走
る
っ
て
こ
と
は
、
い
ち
ば
ん
シ
ン
プ
ル
な
未
来
っ

て
こ
と
だ
よ
ね
。
そ
れ
と
「
考
え
る
よ
り
動
け
」
っ
て
い
う
、

自
分
な
り
の
考
え
も
あ
っ
て
。
生
意
気
な
い
い
方
だ
け
れ
ど
、

椅
子
に
座
っ
て
、
腕
組
ん
で
ふ
ん
ふ
ん
と
唸
る
だ
け
が
考
え
る

と
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
い
。
そ
れ
は
考
え
て
い
る
ポ
ー
ズ
を
し
て

い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
僕
は
サ
ッ
カ
ー
し
て
い
て
も
旅
を
し
て

い
て
も
何
か
考
え
て
い
る
し
、
実
際
に
動
き
な
が
ら
考
え
た
ほ

う
が
、
脳
が
活
性
化
さ
れ
る
と
思
っ
て
い
る
ん
だ
よ
ね
。
だ
か

ら
考
え
て
止
ま
っ
ち
ゃ
う
よ
り
も
、
と
に
か
く
走
り
出
す
。
手

を
先
に
動
か
す
。「
俺
に
追
い
つ
け
よ
、
俺
」
っ
て
感
じ
で
す
。

宮
本　
　

動
き
出
す
き
っ
か
け
を
つ
か
む
の
が
な
か
な
か
難
し

い
で
す
よ
ね
。
そ
の
先
に
予
測
さ
れ
る
困
難
さ
に
つ
い
立
ち
止

ま
っ
て
し
ま
う
と
い
う
か
、
怯
ん
で
し
ま
う
。

　

荒
井
さ
ん
と
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
キ
ャ
ラ
バ
ン
『
荒
井
良

二
と
ふ
ら
っ
ぐ
し
っ
ぷ
』﹇
注
2
﹈
で
も
一
緒
に
活
動
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
、
昨
年
来
、
被
災
地
に
通
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、

そ
の
と
き
に
見
た
風
景
や
人
と
の
関
わ
り
方
は
、
荒
井
さ
ん
の

創
作
の
方
向
性
や
、
走
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
影
響
を
与
え
ま

し
た
か
。

荒
井　
　

変
化
は
も
ち
ろ
ん
あ
っ
た
け
れ
ど
、
そ
れ
を
う
ま
く

言
語
化
す
る
の
は
、ま
だ
難
し
い
ね
。
で
も
確
か
な
こ
と
は「
す

で
に
走
っ
て
い
る
」
と
い
う
事
実
。
そ
れ
は
そ
れ
で
自
分
と
し

て
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
ね
。
そ
う
い
う
気
持
ち
は
あ
る
か
な
。

ん
だ
け
れ
ど
、
結
果
的
に
よ
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
な
。

宮
本　
　

原
画
を
よ
く
見
る
と
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
子
ど
も

た
ち
が
貼
っ
た
絵
と
絵
の
隙
間
に
、
荒
井
さ
ん
が
カ
ラ
ー
ペ
ン

で
描
き
加
え
た
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る
ん
で
す

よ
ね
。
そ
の
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
は
、「
あ
の
と
き
、
み
ん
な

の
手
は
何
を
つ
か
ん
で
た
？
」
の
パ
ー
ト
で
は
立
ち
す
く
ん
だ

り
抱
き
合
っ
た
り
し
て
止
ま
っ
て
い
る
の
だ
け
れ
ど
、
頁
が
進

む
に
つ
れ
て
ゆ
っ
く
り
歩
き
は
じ
め
て
、
最
後
は
み
ん
な
で
う

わ
ー
っ
と
絵
の
隙
間
を
縫
っ
て
、
マ
ラ
ソ
ン
み
た
い
に
未
来
へ

と
走
っ
て
行
く
。

　

荒
井
さ
ん
は
、震
災
後
ま
も
な
く
雑
誌
『SW

IT
C

H

』 

で
「
津

波
の
ラ
イ
ブ
映
像
を
観
な
が
ら
、
逃
げ
ろ
！
逃
げ
ろ
！
と
心
の

な
か
で
叫
ん
で
い
た
」
と
書
い
て
お
ら
れ
て
、
福
島
か
ら
の
脱

出
を
暗
示
さ
せ
る
絵
を
誌
面
に
大
き
く
載
せ
て
い
ま
し
た
。

　

で
も
、
こ
の
絵
本
で
は
「
逃
げ
ろ
！
」
と
は
、
違
う
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
、
子
ど
も
た
ち
は
駆
け
て
行
く
。
小
さ
い
、
本
当
に
ち

っ
ち
ゃ
い
親
指
く
ら
い
の
子
ど
も
た
ち
を
、
こ
れ
は
ど
れ
く
ら

い
の
人
数
を
描
い
て
い
る
の
で
す
か
。

荒
井　
　

数
え
て
や
ろ
う
と
思
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
、
も
う
そ

ん
な
時
間
も
な
く
。
も
う
描
い
て
描
い
て
、
描
い
て
は
描
い
て

…
。

宮
本　
　
『
荒
井
良
二
の
山
形
じ
ゃ
あ
に
ぃ
』
は
二
〇
一
〇
年

か
ら
は
じ
ま
り
、
い
く
つ
か
の
震
災
関
連
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

挟
ん
で
、
こ
う
し
て
第
二
回
展
を
一
緒
に
つ
く
っ
て
き
た
わ
け

で
す
が
、
改
め
て
荒
井
さ
ん
の
仕
事
量
、
表
現
者
と
し
て
の
バ

イ
タ
リ
テ
ィ
に
圧
倒
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
い
う

よ
り
、
ア
ス
リ
ー
ト
と
仕
事
を
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ
で
す
。

　

こ
れ
は
僕
自
身
の
こ
と
で
す
が
、
震
災
以
後
、
日
常
で
何
が

左上　やまがた藝術学舎、左下　荒井良二氏アトリエ／撮影：山形広告局　　右　やまがた藝術学舎／撮影：小板橋基希右　やまがた藝術学舎／撮影：志鎌康平
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注
3　

荒
井
良
二
と
連
絡
船

荒
井
良
二
（
ボ
ー
カ
ル
、
ギ
タ
ー
）、
宮

田
ま
こ
と
（
ド
ラ
ム
、
ギ
タ
ー
）、
坂
本

弘
道
（
チ
ェ
ロ
）、
小
島
麻
貴
二
（
ベ
ー

ス
）
の
四
人
に
よ
る
バ
ン
ド
。
全
国
の

さ
ま
ざ
ま
な
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
な
ど
で
精
力
的
に
公
演
を
お
こ
な

う
。
ア
ル
バ
ム
に
、『
ど
こ
か
ら 

ど
こ
ま

で 

い
つ 

ど
う
や
っ
て
』（
二
〇
一
一
年
）。

た
だ
い
た
地
元
企
業
と
、
本
当
に
〈
み
ん
な
の
〉
無
償
の
力
で

絵
本
が
で
き
て
い
る
。
ま
さ
に
『
み
ん
な
と
荒
井
良
二
』
が
つ

く
り
あ
げ
た
絵
本
に
な
り
ま
し
た
ね
。

荒
井　
　

も
の
を
制
作
す
る
と
、
視
野
が
ど
う
し
て
も
一
点
集

中
的
に
な
り
が
ち
だ
け
ど
、
復
興
の
仕
事
は
さ
ま
ざ
ま
な
立
場

と
い
う
か
、
い
く
つ
も
の
視
点
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
。

そ
の
と
き
に
僕
は
〈
ら
〉
の
効
果
と
い
う
か
、
必
ず
し
も
一
点

に
導
こ
う
と
教
条
的
に
な
る
の
で
は
な
く
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
声

を
取
り
込
み
つ
つ
、
ひ
ろ
が
り
な
が
ら
も
求
道
的
で
あ
る
と
い

う
か
ね
。
そ
う
い
う
つ
く
り
方
が
こ
の
絵
本
で
は
必
要
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
さ
っ
き
朗
読
し
て
も
ら
っ
て
、
そ
れ
が
ち
ゃ
ん
と

表
現
と
し
て
伝
わ
っ
て
き
た
の
で
、
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
っ

て
ま
す
。

宮
本　
　

昨
日
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、「
参
加
し
た
子
ど

も
た
ち
も
す
ご
く
元
気
で
、
び
っ
く
り
し
た
」
っ
て
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
山
形
の
子
ど
も
た
ち
も
な
か
な
か
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
で
す
か
ら
、
引
き
続
き
山
形
に
帰
っ
て
き
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。

荒
井　
　

も
ち
ろ
ん
。『
山
形
じ
ゃ
あ
に
ぃ
』
は
こ
の
先
も
続

け
た
い
よ
ね
。
今
回
は
辛
い
震
災
を
挟
ん
で
の
開
催
だ
っ
た
わ

け
だ
け
れ
ど
、
そ
の
こ
と
で
こ
の
旅
が
、
以
前
よ
り
も
鍛
え
ら

れ
て
、
展
覧
会
と
し
て
強
く
な
っ
た
と
思
う
よ
。

宮
本　
　

昨
日
の
夜
は
七
日
町
で
荒
井
さ
ん
の
バ
ン
ド
『
荒
井

良
二
と
連
絡
船
』﹇
注
3
﹈
の
ラ
イ
ブ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
ラ

ス
ト
ナ
ン
バ
ー
で
岸
洋
子
さ
ん
の
『
夜
明
け
の
う
た
』
を
歌
わ

れ
て
。

荒
井　
　

歌
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
。

宮
本　
　
「
夜
明
け
の
う
た
よ
／
あ
た
し
の
心
に
／
思
い
出
さ

せ
て
／
ふ
る
さ
と
の
空
」
と
絶
唱
さ
れ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
、

荒
井
さ
ん
の
山
形
観
も
こ
の
二
年
で
変
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

荒
井　
　

そ
れ
ま
で
は
故
郷
に
対
し
て
も
ど
か
し
い
思
い
も
あ

っ
た
よ
ね
、
実
際
。
そ
の
感
情
を
解
き
ほ
ぐ
し
て
い
く
た
め
に
、

『
山
形
じ
ゃ
あ
に
ぃ
』
と
い
う
入
り
口
は
と
て
も
有
難
か
っ
た

の
だ
け
れ
ど
、
今
回
は
さ
ら
に
、
僕
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
い
ろ

い
ろ
な
人
に
山
形
や
東
北
を
そ
ー
っ
と
差
し
出
す
と
い
う
か
、

開
い
て
み
た
か
っ
た
ね
。
そ
れ
は
あ
る
程
度
う
ま
く
い
っ
た
と

思
う
。

　

だ
か
ら
山
形
の
こ
と
も
さ
、
一
点
集
中
的
に
考
え
る
の
で
は

な
く
て
、
東
北
の
山
形
、
日
本
の
山
形
、
世
界
の
山
形
と
い
っ

た
よ
う
に
、
考
え
方
を
常
に
ひ
ろ
が
る
方
向
に
も
っ
て
行
き
た

い
よ
ね
。

宮
本　
　

昨
夜
は
一
〇
〇
人
限
定
、
満
員
御
礼
の
ラ
イ
ブ
だ
っ

た
の
で
す
が
、
半
数
が
県
外
か
ら
の
お
客
さ
ん
で
、
い
ち
ば
ん

遠
く
で
は
神
戸
か
ら
き
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
荒
井
さ
ん
を
迎

え
て
、
山
形
に
住
む
僕
た
ち
だ
け
で
は
じ
め
た
『
山
形
じ
ゃ
あ

に
ぃ
』
で
す
が
、
こ
の
展
覧
会
を
観
る
こ
と
を
目
的
に
山
形
ま

で
旅
し
て
く
だ
さ
る
人
が
増
え
て
き
た
の
は
と
て
も
嬉
し
い
こ

と
で
す
ね
。
ぜ
ひ
二
年
後
も
開
催
し
ま
し
ょ
う
。
荒
井
さ
ん
、

今
回
は
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
！

（
記
者
会
見
採
録
＝
二
〇
一
二
年
一
〇
月
二
一
日
﹇
日
﹈
や
ま
が
た
藝
術
学
舎
・
採
録

提
供
＝
山
形
新
聞
社
）

宮
本　
　
『
荒
井
良
二
と
ふ
ら
っ
ぐ
し
っ
ぷ
』
が
仙
台
市
若
林

区
に
ま
わ
っ
た
と
き
、
荒
井
さ
ん
は
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ

で
つ
く
っ
た
舟
に
、
最
後
に
〈
ぼ
く
ら
の
〉
と
大
き
く
書
い
た

帆
を
掲
げ
ま
し
た
。
あ
れ
に
は
ど
う
い
う
意
味
を
こ
め
た
の
で

し
ょ
う
か
。

荒
井　
　
〈
ら
〉
を
付
け
る
か
付
け
な
い
か
、
自
分
の
な
か
で

せ
め
ぎ
合
い
が
あ
っ
て
、
僕
は
〈
ぼ
く
〉
で
完
結
し
た
い
な
ぁ

と
思
っ
た
け
れ
ど
、
被
災
地
に
関
わ
る
な
か
で
〈
ぼ
く
ら
〉
が

だ
ん
だ
ん
大
き
く
な
っ
て
き
た
ん
だ
よ
ね
。
そ
う
か
、
こ
れ
っ

て
僕
の
な
か
で
か
な
り
大
き
な
変
化
か
も
し
れ
な
い
な
。

　

い
ま
ま
で
の
作
品
は
、〈
ぼ
く
〉
で
完
結
し
、
個
人
で
世
界

や
社
会
と
対
峙
す
る
の
が
ア
ー
ト
だ
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、

震
災
が
あ
っ
て
、〈
ら
〉
と
い
う
字
の
奥
深
さ
と
い
う
か
、
ひ

ろ
さ
を
感
じ
た
ん
で
す
ね
。
ま
ぁ
、み
な
さ
ん
に
と
っ
て
は「
そ

ん
な
た
い
し
た
も
の
じ
ゃ
…
」
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、

僕
と
し
て
は
こ
の
〈
ら
〉
と
い
う
文
字
は
も
の
す
ご
く
大
事
で

す
。

宮
本　
　

今
回
の
東
北
未
来
絵
本
も
、
著
者
は
『
み
ん
な
と
荒

井
良
二
』
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
同
じ
よ
う
に
解
釈
し

て
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

荒
井　
　

う
ん
。
こ
の
本
の
つ
く
ら
れ
方
や
経
緯
か
ら
い
っ
て
、

こ
の
表
記
が
い
ち
ば
ん
す
ご
く
自
然
で
、
荒
井
良
二
的
か
な
ぁ
。

宮
本　
　

そ
う
で
す
ね
。
こ
の
試
み
の
た
め
に
紙
面
を
提
供
し

て
く
だ
さ
っ
た
山
形
新
聞
の
み
な
さ
ん
、
三
月
一
一
日
の
呼
び

か
け
に
共
感
し
て
、
た
く
さ
ん
の
言
葉
を
投
稿
し
て
く
だ
さ
っ

た
市
民
の
方
々
、
手
伝
っ
て
く
れ
た
子
ど
も
た
ち
と
学
生
た
ち
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
、
印
刷
会
社
、
絵
本
を
出
版
す
る
た
め
に
協
賛
い

『荒井良二の山形じゃあにぃ 2012』／やまがた藝術学舎／撮影：志鎌康平
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ixing! 2012

原
高
史 
× R

esponsive E
nvironm

ent

（
西
澤
高
男
）― 

記
憶
の
声 Voices of M

em
ory

会
期
＝
二
〇
一
二
年
一
〇
月
二
二
日﹇
月
﹈↓
一
一
月
八
日﹇
木
﹈

会
場
＝
東
北
芸
術
工
科
大
学
本
館
七
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
本
館
前
広
場

主
催
＝
東
北
芸
術
工
科
大
学

企
画
＝
東
北
芸
術
工
科
大
学
美
術
館
大
学
セ
ン
タ
ー

キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
＝
和
田
菜
穂
子

○
ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク
①『
声  

言
葉
の
も
つ
力  

ぼ
く
た
ち
の
未
来
宣
言
』

日
時
＝
一
〇
月
三
一
日﹇
水
﹈一
八
時
〜
二
〇
時

会
場
＝
東
北
芸
術
工
科
大
学
本
館
七
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ゲ
ス
ト
＝
山
川
健
一（
作
家
／
本
学
文
芸
学
科
長
）、
竹
内
昌
義（
建
築
家
／
本
学
建
築
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
長
）

○
ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク
②『
記
憶
と
風
景  

忘
れ
ら
れ
な
い
風
景
』

日
時
＝
一
一
月
八
日﹇
木
﹈一
八
時
三
〇
分
〜
二
〇
時

会
場
＝
東
北
芸
術
工
科
大
学
本
館
七
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ゲ
ス
ト
＝
五
十
嵐
太
郎（
建
築
史
家
／
東
北
大
学
教
授
）、
根
岸
吉
太
郎（
映
画
監
督
／
本
学
学
長
）

○
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト『
記
憶
の
な
か
の
言
葉
』

日
時
＝
一
一
月
七
日﹇
水
﹈一
四
時
〜
一
五
時
三
〇
分

会
場
＝
東
北
芸
術
工
科
大
学
本
館
七
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ゲ
ス
ト
＝
宮
島
達
男（
現
代
美
術
家
／
本
学
副
学
長
）



　

心
に
刻
印
さ
れ
た
事
象
を
ふ
た
た
び
た
ぐ
り
寄
せ
る
行
為
。

そ
れ
が
〈
記
憶
〉
の
再
生
に
あ
た
る
。〈
記
憶
〉
の
対
局
に
あ

る
の
が
〈
忘
却
〉。
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ソ
ナ
ベ
ン
ド
と
い
う
、
記

憶
の
研
究
家
、
神
経
生
理
学
者
が
い
る
。『
オ
ブ
リ
セ
ン
ス
―

忘
却
の
理
論
と
物
質
の
問
題
』
と
い
う
全
三
巻
に
お
よ
ぶ
著
書

の
な
か
で
、〈
記
憶
〉に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
存

在
す
る
の
は
経
験
と
そ
の
消
失
だ
け
で
あ
る
」
と
。
し
か
し
過

去
の
経
験
は
消
え
て
な
く
な
る
も
の
で
は
な
い
。私
た
ち
が〈
記

憶
〉
と
し
て
認
識
し
て
い
る
経
験
は
、
そ
の
再
生
が
図
ら
れ
な

い
と
、
断
片
化
さ
れ
、
次
第
に
損
な
わ
れ
、〈
忘
却
〉
の
彼
方

に
行
っ
て
し
ま
う
だ
け
な
の
だ
。

　

そ
れ
を
た
ぐ
り
寄
せ
る
こ
と
を
真
摯
に
試
み
た
の
が
『
声
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
で
、
個
々
の
〈
記
憶
〉
を
〈
声
〉
と
し
て
蘇
ら

せ
た
の
が
展
覧
会『
記
憶
の
声
』で
あ
っ
た
。〈
記
憶
〉も〈
声
〉

も
、
視
覚
的
に
形
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
あ

く
ま
で
個
々
の
印
象
と
し
て
、
心
に
刻
印
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

記
憶
を
つ
か
さ
ど
る
脳
は
マ
シ
ン
で
は
な
い
の
で
、
す
べ
て
を

記
憶
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
人
の
〈
記
憶
〉
と
い
う
の
は
、

普
段
は
心
の
な
か
に
埋
も
れ
て
い
て
、〈
忘
却
〉
と
背
中
合
わ

せ
な
の
で
あ
る
。
埋
も
れ
て
い
る
記
憶
は
、
刻
印
が
深
け
れ
ば

そ
う
簡
単
に
は
消
失
し
な
い
が
、
想
起
す
る
頻
度
が
少
な
け
れ

ば
ど
ん
ど
ん
薄
れ
て
い
く
。
そ
う
す
る
う
ち
に
、
経
験
は
お
ぼ

ろ
げ
に
な
り
塗
り
替
え
ら
れ
、〈
記
憶
〉
は
〈
虚
構
〉
と
化
し

て
い
く
。

〈
声
〉
も
発
し
た
時
点
で
、
す
ぐ
に
耳
で
受
け
止
め
な
け
れ
ば
、

瞬
時
に
消
え
て
し
ま
う
。
展
覧
会
と
い
う
の
も
、
あ
る
一
定
期

間
の
み
展
開
さ
れ
る
特
殊
な
〈
場
づ
く
り
〉
で
あ
る
。〈
記
憶
〉

を
つ
く
る
た
め
の
装
置
に
他
な
ら
な
い
。展
覧
会『
記
憶
の
声
』

は
、
個
の
記
憶
で
〈
集
合
的
記
憶
〉
を
つ
く
る
こ
と
に
挑
戦
し

た
、
概
念
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

記
録
と
伝
承

　

か
つ
て
村
の
掟
や
な
ら
わ
し
を
伝
え
る
手
段
は
、
口
頭
で
の

伝
承
で
し
か
な
か
っ
た
。
親
か
ら
子
へ
、
そ
し
て
孫
へ
、
村
に

伝
わ
る
唄
で
あ
っ
た
り
、
お
伽
噺
で
あ
っ
た
り
、
い
ず
れ
に
せ

よ
、〈
声
〉
を
通
じ
て
子
孫
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
。
現
代
で
は

も
は
や
〈
声
〉
だ
け
を
頼
り
に
す
る
伝
承
法
で
は
心
許
な
い
。

最
も
多
い
の
は
〈
文
字
〉
と
し
て
の
記
録
で
あ
る
。
そ
の
他
、

写
真
、
動
画
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
記
録
と
再
生
が
可
能

と
な
っ
た
。

　

こ
の
展
覧
会
で
は
〈
声
〉
を
用
い
た
〈
記
録
と
伝
承
〉
を
展

示
方
法
と
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
〈
声
〉
を
用
い
、
そ
れ
を

集
め
、
再
生
す
る
、
と
い
う
手
段
そ
の
も
の
が
展
覧
会
の
構
成

要
素
と
な
っ
て
い
る
。
再
生
方
法
は
《
能
動
的
再
生
》、《
受
動

的
再
生
》、そ
の
中
間
の《
半
能
動
的
再
生
》に
分
類
さ
れ
る
。《
能

動
的
再
生
》
は
自
ら
動
か
な
け
れ
ば
〈
声
〉
を
聴
け
な
い
も
の
、

《
受
動
的
再
生
》
は
自
然
に
耳
に
入
っ
て
く
る
も
の
、
中
間
の

《
半
能
動
的
再
生
》
は
〈
声
〉
を
聴
く
こ
と
を
目
的
と
し
な
く

て
も
、
行
動
す
る
こ
と
で
自
然
に
耳
に
入
っ
て
く
る
も
の
、
で

心
に
刻
印
す
る

和
田
菜
穂
子

T
U

A
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『
記
憶
の
声 V

oices of M
em

ory

』

50頁　Room #1『声の灯火』
51頁上　Room #2『声プロジェクト』、下　Room #5『記憶の森』
52頁上　Room #4『追憶の場所』、下　Room #6『小さな物語』
東北芸術工科大学本館7階ギャラリー
撮影：瀬野広美

和
田
菜
穂
子

N
ahoko W

ada
新
潟
県
生
ま
れ
。
青
山
学
院
大
学
卒
業
、

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
博
士
課
程
単
位

取
得
退
学（
学
術
博
士
）、
コ
ペ
ン
ハ
ー

ゲ
ン
大
学
留
学
。
黒
川
紀
章
建
築
都
市

設
計
事
務
所
、
神
奈
川
県
立
近
代
美
術

館
勤
務
な
ど
を
経
て
、
二
〇
〇
九
年
よ

り
東
北
芸
術
工
科
大
学
教
養
教
育
セ
ン

タ
ー
兼
美
術
館
大
学
セ
ン
タ
ー
准
教
授
。

展
覧
会
お
よ
び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
企
画

多
数
。
著
書
に
『
近
代
ニ
ッ
ポ
ン
の
水

ま
わ
り
』（
学
芸
出
版
社
、二
〇
〇
八
年
）、

『
ア
ル
ネ
・
ヤ
コ
ブ
セ
ン
』（
学
芸
出
版

社
、二
〇
一
〇
年
）。最
新
作
に『
北
欧
モ

ダ
ン
ハ
ウ
ス
：
建
築
家
が
愛
し
た
自
邸

と
別
荘
』（
学
芸
出
版
社
、二
〇
一
二
年
）。

52TUAD AS MUSEUM: Annual Report 201253 TUAD mixing! 2012『記憶の声 Voices of Memory』



あ
る
。《
能
動
的
再
生
》
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
記
録
さ
れ
た
も
の
、

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
録
音
さ
れ
た
も
の
、
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で

の
生
の
声
、
な
ど
で
あ
る
。《
半
能
動
的
再
生
》
は
ハ
ン
モ
ッ

ク
の
ピ
ロ
ー
ス
ピ
ー
カ
ー
。《
受
動
的
再
生
》
は
展
覧
会
会
場

入
り
口
の
声
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
な
ど
で
あ
る
。

　

じ
っ
く
り
と
他
人
の
〈
声
〉
に
耳
を
傾
け
る
〈
聴
く
行
為
〉

に
的
を
当
て
、
そ
の
仕
組
み
と
空
間
づ
く
り
に
重
き
を
置
い
た

展
覧
会
。
さ
ら
に
、
視
覚
、
聴
覚
以
外
の
他
の
五
感
に
も
働
き

か
け
る
よ
う
な
仕
掛
け
を
挿
入
し
た
。
記
憶
を
蘇
ら
せ
る
に
は
、

心
に
封
じ
こ
ま
れ
た
も
の
を
解
き
放
つ
た
め
の
装
置
が
必
要
と

な
る
。
記
憶
の
掘
り
起
し
作
業
に
は
、
感
覚
を
研
ぎ
す
ま
す
場

が
必
要
で
あ
っ
た
。

　
『
記
憶
の
声
』

『
記
憶
の
声
』
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
原
高
史

とR
esponsive E

nvironm
ent

の
西
澤
高
男
と
議
論
を
重
ね
た

結
果
、
決
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
一
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
を

受
け
、
人
々
の
心
の
奥
底
に
あ
る
想
い
を
〈
声
に
し
て
残
す
こ

と
〉、〈
言
葉
に
し
て
伝
え
る
こ
と
〉
を
主
眼
に
置
く
こ
と
に
し

た
。
震
災
に
よ
っ
て
東
北
人
は
〈
喪
失
〉
を
体
験
し
、
日
々
風

化
し
て
い
く
、
お
ぼ
ろ
げ
な
〈
記
憶
〉
の
重
要
性
を
思
い
知
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
〈
い
ま
、
大
学
に
存
在
し
て
い
る
自

分
自
身
の
存
在
を
ア
ー
カ
イ
ブ
す
る
こ
と
〉
を
、
私
た
ち
は
最

終
的
な
目
標
と
し
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
、
大
学
で
お
こ
な
う
意
義
を
考
え
、
学
生
を
巻

き
込
ん
で
大
き
な
う
ね
り
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
に
し
た
。
そ
こ

で
展
覧
会
に
先
立
ち
、
参
加
型
の
『
声
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
立

ち
あ
げ
た
の
で
あ
る
。
学
生
ス
タ
ッ
フ
はcoice

（
コ
イ
ス
）﹇
注

1
﹈
と
名
付
け
ら
れ
、
原
、
西
澤
、
和
田
三
名
の
も
と
に
集
ま

っ
た
ゼ
ミ
生
を
中
心
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
構
成
さ
れ
、
約

一
年
前
か
ら
制
作
準
備
を
進
め
た
。
最
初
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は

本
学
を
代
表
す
る
徳
山
詳
直
理
事
長
か
ら
お
こ
な
っ
た
。
約
二

時
間
に
渡
り
、
学
生
に
対
す
る
熱
い
想
い
を
語
っ
て
く
れ
た
。

『
声
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
は
以
下
の
六
つ
の
プ
ロ
セ
ス
﹇
注
2
﹈
で

成
り
立
っ
て
い
る
。

一
、
声
を
発
す
る

二
、
声
を
集
め
る

三
、
声
を
聴
く

四
、
声
を
交
え
る

五
、
声
を
残
す

六
、
声
を
展
示
す
る

　

素
材
と
な
る
〈
声
〉
は
、
原
と
西
澤
が
五
月
か
ら
集
め
た
計

一
六
〇
名
の
学
生
の
声
で
あ
る
。coice

も
三
一
名
の
教
員
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
こ
な
っ
た
。
質
問
内
容
は
、「
あ
な
た
に

と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
風
景
と
は
」「
子
供
の
頃
の
夢
」（
過
去
）、

「
い
ま
の
大
学
生
活
」「
い
ま
ど
き
の
大
学
生
」（
現
在
）、「
次

の
世
代
に
期
待
す
る
こ
と
」「
日
本
の
未
来
に
つ
い
て
」「
将
来

ど
ん
な
大
人
に
な
り
た
い
か
」（
未
来
）
な
ど
多
岐
に
渡
る
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
の
原
と
西
澤
は
そ
の
質
問
項
目
を
も
と
に
、

さ
ら
に
話
を
膨
ら
ま
せ
て
い
っ
た
。

　

展
覧
会
会
場
は
本
館
七
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
本
館
前
広
場
の
ふ

た
つ
。
七
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
六
つ
のR

oom

に
区
分
し
、
そ

れ
ぞ
れ
コ
ン
セ
プ
ト
の
異
な
る
展
示
空
間
を
演
出
し
た
。
体
験

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
受
け
手
の
〈
記
憶
の
断
片
〉
が
再
構
築
さ
れ

る
仕
掛
け
で
あ
る
。
自
分
の
過
去
の
記
憶
と
他
人
の
記
憶
が
リ

ン
ク
す
る
、〈
声
〉
の
体
験
を
伴
う
場
で
あ
っ
た
。

以
下
、
個
々
の
展
示
解
説
を
お
こ
な
う
。

　

R
oom

 #1

『
声
の
灯
火
』

　

暗
闇
に
突
然
放
り
込
ま
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
声
が
入
り
混
じ
っ

た
な
か
、
点
滅
す
る
光
が
幻
影
の
よ
う
に
現
れ
る
。
否
応
な
く

耳
に
飛
び
込
ん
で
く
る
声
に
は
、「
震
災
後
に
降
っ
た
雪
の
よ

う
な
も
の
が
、
手
に
触
れ
て
も
溶
け
な
か
っ
た
」
と
い
う
よ
う

な
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
逸
話
も
含
ま
れ
て
い
る
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
降
り
た
途
端
、
光
を
失
っ
た
闇
の
空
間
が
ひ
ろ
が
り
、
戸
惑

い
を
隠
せ
な
か
っ
た
来
場
者
も
多
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
五
つ

の
椅
子
が
備
え
付
け
ら
れ
、
天
か
ら
降
り
注
ぐ
点
滅
す
る
光
は
、

人
の
魂
の
象
徴
と
も
見
て
取
れ
る
。
暗
闇
に
飛
び
交
う
無
数
の

声
は
、
ま
る
で
肉
体
を
失
っ
た
魂
が
、
空
中
を
彷
徨
い
続
け
て

い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。〈
言
霊
〉
の
よ
う
に
呼
応
す
る
〈
声
〉

が
耳
に
纏
わ
り
、
立
ち
尽
く
す
人
々
に
強
く
訴
え
か
け
て
く
る
。

三
・
一
一
の
あ
の
晩
、
山
形
は
停
電
だ
っ
た
。
そ
れ
が
翌
日
ま

で
続
い
て
い
た
こ
と
を
思
い
起
こ
し
、
恐
怖
感
の
再
現
を
味
わ

っ
た
人
も
い
る
だ
ろ
う
。

　

西
澤
高
男
に
よ
る
声
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、〈
声
〉

と
い
う
も
の
を
身
体
で
受
け
止
め
る
体
験
を
伴
う
も
の
で
あ
っ

た
。
暗
闇
で
は
視
覚
が
奪
わ
れ
る
た
め
、
そ
れ
以
外
の
感
覚
が

研
ぎ
澄
ま
さ
れ
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
声
が
入
り
混
じ
る
、
音

の
グ
ル
ー
ヴ
作
品
は
、R

esponsive E
nvironm

ent

の
メ
ン
バ

ー
の
ひ
と
り
、
酒
井
聡
﹇
注
3
﹈
に
よ
る
サ
ウ
ン
ド
・
デ
ザ
イ
ン

で
あ
っ
た
。

　

R
oom

 #2

『
声
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

　

人
の
連
鎖
、
つ
な
が
り
を
作
品
化
し
た
も
の
。
壁
に
連
な
っ

た
連
続
す
る
文
字
は
、
一
見
す
る
と
記
号
の
よ
う
に
見
え
る
が
、

じ
っ
く
り
読
み
こ
む
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
く
れ
た
一
六

〇
名
の
学
生
の
名
前
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
日
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
場

『声の広場』／東北芸術工科大学本館前

西
澤
高
男

Takao N
ishizaw

a
一
九
七
一
年
東
京
都
生
ま
れ
。
建
築

家
・
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。
横
浜

国
立
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
修
士
課

程
修
了
。
建
築
設
計
事
務
所『building 

landscape

』、
お
よ
び
メ
デ
ィ
ア
ア
ー

ト
ユ
ニ
ッ
ト
『R

esponsive E
nviron-

m
ent

』
共
同
主
宰
。
二
〇
〇
七
年
よ

り
東
北
芸
術
工
科
大
学
デ
ザ
イ
ン
工
学

部
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
学
科
准
教
授
、

二
〇
一
二
年
よ
り
同
学
部
建
築
・
環
境

デ
ザ
イ
ン
学
科
准
教
授
。

http://buildinglandscape.com
/

R
esponsive  E

nvironm
ent

空
間
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
を
ク

ロ
ス
オ
ー
ヴ
ァ
ー
す
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
り
、
空
間
表
現
を
お
こ
う
ユ

ニ
ッ
ト
。一
九
九
三
年
に
結
成
以
来
、パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ

ン
や
建
築
に
関
わ
る
作
品
の
制
作
、
発

表
を
お
こ
な
う
。
主
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
、
太
陽
電
池
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
自
立

電
源
照
明
装
置『Solar C

ell Park

』（
東

京
大
学
柏
キ
ャ
ン
パ
ス
、二
〇
〇
八
年
）、

立
体
映
像
に
よ
る
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ

ン『Soft A
rchitecture ‘‘G

arando’’

』（
東

京
、
二
〇
〇
四
年
、
二
〇
〇
五
年
） 

な

ど
。
映
像
・
照
明
装
置
を
使
っ
た
イ
ン

ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

作
品
多
数
。

http://w
w

w
.responsiveenvironm

ent.
com

/ 原
高
史

Takafum
i H

ara

一
九
六
八
年
東
京
都
生
ま
れ
。
現
代
美

術
家
。
多
摩
美
術
大
学
大
学
院
油
画
専

攻
修
了
。
二
〇
〇
〇
年
―
二
〇
〇
二
年
、

文
化
庁
芸
術
家
在
外
研
修
お
よ
び
ポ
ー

ラ
美
術
振
興
財
団
在
外
研
修
に
て
ド
イ

ツ
・
ベ
ル
リ
ン
滞
在
。
主
な
個
展
に

W
ada Fine A

rts

（
東
京
、
二
〇
〇
七

年
―
二
〇
一
一
年
）、D

etour

（
香
港
、

二
〇
一
一
年
）、D

N
A

 G
allery （

ベ
ル

リ
ン
、
二
〇
〇
七
年
、
二
〇
〇
九
年
） 

、

Y++ G
allery T

riwizart

（
北
京
、
二
〇

〇
八
年
）、SE

SC

（
ブ
ラ
ジ
ル
、
二
〇

〇
八
年
）
な
ど
。
平
面
作
品
の
他
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の

ア
ー
ト
活
動
を
国
内
外
で
幅
広
く
展
開

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
芸
術
祭
に
参
加
。

主
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
『Signs of 

M
em

ory

』﹇
注
5
﹈。
二
〇
一
〇
年
よ
り
、

東
北
芸
術
工
科
大
学
デ
ザ
イ
ン
工
学
部

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
学
科
准
教
授
。

http://takafum
ihara.jp/
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所
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
原
は
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
い
ま
ま
で

何
百
人
、
何
千
人
の
話
を
聞
い
て
き
た
け
れ
ど
、
彼
ら
の
顔
や

声
を
す
べ
て
記
憶
で
き
な
い
。
ま
る
で
渋
谷
の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル

交
差
点
で
見
ず
知
ら
ず
の
他
人
が
自
分
と
す
れ
違
う
よ
う
に
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
人
た
ち
も
、
時
の
経
過
と
と
も
に
、
僕
の

記
憶
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
て
し
ま
う
」
と
述
べ
た
。
そ
れ
を
象
徴

す
る
か
の
よ
う
に
、
壁
に
は
淀
み
な
く
流
れ
る
記
号
化
さ
れ
た

文
字
列
が
並
び
、
そ
こ
か
ら
は
人
間
と
し
て
の
存
在
や
個
性
を

感
じ
る
こ
と
は
な
い
。

　

一
方
、
壁
に
貼
ら
れ
た
四
角
い
記
号
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
、
そ
の

形
と
は
対
照
的
に
中
身
に
個
性
を
も
た
せ
て
い
る
。
携
帯
端
末

を
か
ざ
し
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
肉

声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
る
で
個
々
の
人
格
を

纏
っ
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
そ
れ
は
〈
私
と
い
う
個
〉
を
示
し

て
い
る
と
い
え
よ
う
。
声
に
は
声
紋
と
い
っ
て
、
そ
の
人
自
身

を
表
す
し
る
し
が
あ
る
。
科
学
的
に
い
え
ば
、
声
紋
は
声
の
周

波
数
の
波
形
を
表
し
た
も
の
で
あ
り
、
近
年
、
指
紋
の
他
、
声

紋
認
証
に
よ
っ
て
、
個
人
を
特
定
す
る
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ

て
い
る
企
業
も
出
て
き
て
い
る
。
声
を
集
め
て
い
く
こ
と
は
、

〈
私
と
い
う
個
〉
を
集
め
て
い
く
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

　

西
澤
は
こ
の
空
間
で
パ
ラ
メ
ト
リ
ッ
ク
・
ス
ピ
ー
カ
ー
と
い

う
特
殊
な
装
置
を
用
い
、
ど
こ
か
ら
飛
ん
で
く
る
か
目
に
は
見

え
な
い
交
錯
す
る
音
声
を
〈
受
動
的
〉
に
体
感
さ
せ
た
。

　

R
oom

 #3

『
記
憶
の
風
景
』

　

忘
却
の
彼
方
に
あ
る
記
憶
を
た
ぐ
り
寄
せ
る
装
置
と
し
て
、

五
つ
の
ハ
ン
モ
ッ
ク
を
用
意
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
テ
ー
マ

の
声
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

忘
れ
ら
れ
な
い
風
景
／
自
分
の
将
来
／
結
婚
や
恋
愛
観
／
大
学

生
活
／
日
本
の
未
来

　

こ
こ
は
で
は
《
半
受
動
的
再
生
》
と
し
て
の
〈
声
〉
を
、
ハ

ン
モ
ッ
ク
の
な
か
に
あ
る
ピ
ロ
ー
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
聴
く
。
ハ

ン
モ
ッ
ク
に
揺
ら
れ
な
が
ら
、
ま
た
は
巨
大
マ
ッ
ト
に
寝
そ
べ

り
な
が
ら
、
誰
か
の
声
と
あ
な
た
の
記
憶
が
リ
ン
ク
し
は
じ
め

め
る
仕
組
み
で
あ
る
。

　

原
は
よ
く
〈
リ
ン
ク
す
る
〉
と
い
う
言
葉
を
口
に
し
た
が
、

そ
れ
は
何
か
の
き
っ
か
け
で
忘
却
し
て
い
た
記
憶
が
蘇
り
、
つ

な
が
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
こ
で
は
〈
ハ
ン
モ
ッ
ク
〉
と
い

う
揺
ら
ぎ
の
振
動
で
、
心
身
と
も
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
ツ
ー

ル
を
用
い
、
記
憶
の
扉
を
す
っ
と
開
か
せ
る
こ
と
を
目
論
ん
だ
。

ピ
ロ
ー
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
聴
こ
え
る
声
は
、
眠
り
を
誘
発
す
る

か
の
よ
う
な
、
さ
さ
や
き
声
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
に
し
て
い
る
た
め
、

決
し
て
明
晰
な
音
量
で
は
な
い
。
母
親
の
胎
内
に
い
る
よ
う
な

籠
っ
た
声
を
聴
き
な
が
ら
心
を
解
き
放
ち
、
自
分
の
過
去
の
記

憶
と
再
び
巡
り
合
う
場
を
提
供
し
た
の
で
あ
る
。〈
声
〉
を
聴

か
せ
る
こ
と
を
主
目
的
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
視
覚
、

聴
覚
以
外
の
感
覚
を
体
験
す
る
場
を
つ
く
っ
た
。R

oom
 #1

の

『
声
の
灯
火
』
が
《
緊
張
的
体
験
》
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
こ

は
心
身
を
解
き
ほ
ぐ
す
《
弛
緩
的
体
験
》
で
あ
っ
た
。

　

あ
な
た
の
記
憶
の
扉
は
開
か
れ
、
思
い
出
の
風
景
と
再
会
で

き
た
だ
ろ
う
か
。

　

R
oom

 #4

『
追
憶
の
場
所
』

　

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
複
製
が
容
易
に
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、

い
ま
や
時
代
遅
れ
と
な
っ
た
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
本
展
覧
会
で

は
、
あ
え
て
そ
の
懐
か
し
い
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
を
用
い
、
そ
こ
に
収
め
ら
れ
た
教
員
の
声
を
じ
っ
く
り
傾
聴

す
る
ブ
ー
ス
を
設
け
た
。
山
形
市
内
を
一
望
で
き
る
窓
辺
に
腰

を
下
ろ
し
、
カ
セ
ッ
ト
デ
ッ
キ
のPlay

ボ
タ
ン
を
押
す
。
窓

に
は
教
員
の
顔
と
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
、
風
景
に
溶
け
込
む
よ
う
に

Room #4『追憶の場所』／東北芸術工科大学本館7階ギャラリー／撮影：瀬野広美 Room #2『声プロジェクト』／東北芸術工科大学本館7階ギャラリー／撮影：瀬野広美

注
1　

coice

（
コ
イ
ス
）

coice

と
は
、
声
＝voice

と
小
さ
い
椅

子
（
こ
い
す
）
を
掛
け
合
わ
せ
た
造
語
。

注
2　

声
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
六
つ
の
プ

ロ
セ
ス

一
、
声
を
発
す
る
…
自
分
の
心
の
声
を

〈
言
葉
〉
と
し
て
伝
え
る
た
め
、
ふ
た

り
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
き
っ
か
け
づ
く

り
と
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
こ
な
っ

た
。

二
、
声
を
集
め
る
…
学
生
・
教
員
の
声

の
一
つ
ひ
と
つ
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
と
な
っ

て
蓄
積
さ
れ
た
。
開
催
中
も
各
種
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
を
催
し
、
生
の
声
も
集
め

て
い
っ
た
。

三
、
声
を
聴
く
…
『
白
い
椅
子
』
が
声

を
聴
く
装
置
の
ひ
と
つ
と
な
り
、
誰
も

が
所
持
し
て
い
る
携
帯
電
話
を
イ
ン
タ

ー
フ
ェ
ー
ス
と
し
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
収

め
ら
れ
た
声
を
聴
く
仕
組
み
と
し
た
。

四
、
声
を
交
え
る
…
芸
術
学
部
と
デ
ザ

イ
ン
工
学
部
の
中
間
地
点
で
あ
る
本
館

前
広
場
は
『
声
の
広
場
』
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図

ら
れ
る
場
に
変
容
し
た
。『
白
い
椅
子
』

の
配
置
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
イ
ン
ス

タ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
と
な
り
、
そ
の
場

で
の
で
き
ご
と
も〈
記
憶
〉と
し
て
人
々

の
心
に
残
さ
れ
た
。

五
、
声
を
残
す
…
集
積
さ
れ
た
声
は
ふ

た
り
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
っ
て
作
品

化
さ
れ
、
声
そ
の
も
の
も
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

と
な
っ
て
半
永
久
的
に
ア
ー
カ
イ
ブ
さ

れ
た
。

六
、
声
を
展
示
す
る
…
本
館
七
階
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
は
、
今
回
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
で
き
た
作
品
を
展
示
し
た
。

注
3　

酒
井
聡
（
さ
か
い
そ
う
）

一
九
七
九
年
愛
知
県
生
ま
れ
。
東
北
芸

術
工
科
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
修

了（
芸
術
工
学
）。
学
部
の
卒
業
研
究
に

お
い
て
音
響
に
よ
る
空
間
演
出
、
ま
た

大
学
院
修
士
課
程
に
お
い
て
音
響
と
光

が
共
調
す
る
空
間
演
出
デ
ザ
イ
ン
に
取

り
組
む
。研
究
テ
ー
マ
を『
音
、振
動
、光

の
共
調
に
よ
る
感
性
表
現
の
研
究
』
と

し
て
、
創
作
研
究
活
動
を
お
こ
な
っ
て

い
る
。
現
在
、
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
プ
ロ

ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
学
科
講
師
。
二
〇
〇

三
年
よ
り『Responsive Environm

ent

』

に
参
加
。
二
〇
一
〇
年
よ
り
『logue

』

ボ
ー
ド
メ
ン
バ
ー
を
務
め
る
。
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か
重
大
な
運
命
を
受
け
入
れ
る
準
備
を
し
て
い
る
か
の
よ
う
に

も
見
え
る
。
少
女
か
ら
大
人
へ
と
変
貌
す
る
デ
リ
ケ
ー
ト
な
時

期
は
、
自
分
自
身
の
な
か
で
そ
の
変
化
を
受
け
入
れ
ら
れ
ず
戸

惑
い
、
精
神
的
・
肉
体
的
に
も
不
安
定
な
時
期
で
あ
る
。
男
性

で
あ
る
原
が
、
そ
の
よ
う
な
少
女
を
主
役
に
物
語
を
綴
っ
て
い

る
点
は
と
て
も
興
味
深
い
。

　

原
は
自
身
の
作
品
の
こ
と
を
、「
絵
画
が
説
明
的
で
、
言
葉

が
絵
画
的
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。〈
言
葉
〉
に
物
語
的
要

素
を
盛
り
込
ん
で
い
く
原
は
、
予
想
不
可
能
な
「
行
く
先
が
分

か
ら
な
い
物
語
」
や
「
暗
雲
立
ち
込
め
る
不
安
な
要
素
」
や
「
境

界
が
あ
い
ま
い
な
ゾ
ー
ン
で
起
こ
る
運
命
」
を
少
女
に
託
し
、

モ
チ
ー
フ
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
一
方
で

黒
い
シ
ル
エ
ッ
ト
で
描
か
れ
た
狼
や
黒
い
攻
撃
的
な
飛
行
機
が

た
び
た
び
モ
チ
ー
フ
と
し
て
登
場
す
る
。
弱
者
と
強
者
の
対
立
、

宿
命
と
対
峙
し
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
淡
々
と
し
た
姿
が
描
か
れ

て
い
る
。
し
か
し
原
は
、〈
少
女
の
反
逆
〉
に
一
縷
の
望
み
を

託
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。『
心
の
な
か
の
少
女
は
次
々
に

生
ま
れ
て
死
ん
で
い
く
』、『
昔
の
ぼ
く
は
も
う
こ
こ
に
は
い
な

い
』
の
二
点
は
、
原
が
待
望
の
長
女
を
儲
け
、
本
展
覧
会
の
た

め
に
描
い
た
力
作
で
あ
る
。『
記
憶
の
森
』
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
対
に
な
る
〈
生
命
の
輪
廻
転
生
〉
が
テ
ー
マ
に
な
っ

て
い
る
の
は
、
震
災
の
影
響
と
み
て
と
れ
る
だ
ろ
う
。
原
特
有

の
隠
喩
的
な
作
品
で
あ
る
。

　

掛
け
算
の
論
理  

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
考

　

T
U

A
D

 m
ixing!

は
、
今
回
で
四
回
目
に
あ
た
る
。
異
な
る

フ
ィ
ー
ル
ド
で
活
躍
す
る
教
員
が
交
差
し
、
撹
拌
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
新
し
い
価
値
観
や
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
興
す
こ
と
を
目

的
と
し
て
き
た
。
今
回
の
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
感
じ
た

の
は
、
大
学
で
展
開
す
べ
き
姿
は
〈
展
覧
会
〉
の
完
成
形
よ
り

も
、〈
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉
で
の
学
生
と
の
関
わ
り
な
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
だ
。

〈
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉
は
、
足
し
算
の
論
理
で
は
な
く
、

掛
け
算
の
論
理
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
何
か
と
何
か
を
掛
け
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
備
え
も
っ
て
い
る
力
以
上
の
も

の
が
表
出
す
る
原
理
で
あ
る
。
失
敗
を
恐
れ
ず
大
胆
に
挑
む
姿

勢
が
お
互
い
を
刺
激
し
合
い
、
想
像
以
上
の
コ
ト
や
モ
ノ
が
生

み
出
さ
れ
た
。

　

掛
け
算
一  

原
高
史
×
西
澤
高
男

　

ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン
に
滞
在
し
て
い
た
原
は
、
歴
史
的
集
合

住
宅
に
暮
ら
す
住
民
を
一
軒
一
軒
訪
ね
、
そ
こ
で
聞
い
た
話
を

も
と
に
、絵
と
文
字
で
記
憶
を
表
現
す
る『Signs of M

em
ory

』

﹇
注
5
﹈
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
、
そ
れ
は
場
所
を
変

え
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
日
本
国
内
で
は
新
潟
な
ど

で
も
継
続
し
て
お
こ
な
っ
て
き
た
。
原
は
他
者
と
対
話
し
、
他

者
の
記
憶
を
平
面
に
置
き
換
え
、
可
視
化
し
て
い
る
。
い
わ
ば

〈
記
憶
の
声
〉を
万
国
共
通
の
美
術
作
品
と
し
て
表
現
す
る〈
翻

訳
者
〉
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
建
築
家
の
西
澤
は
『R

esponsive E
nvironm

ent

』
と

い
う
ユ
ニ
ッ
ト
で
、
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
も
活

躍
し
て
い
る
。
光
や
音
を
使
っ
た
大
規
模
な
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ

ョ
ン
に
は
定
評
が
あ
り
、
横
浜
の
み
な
と
み
ら
い
界
隈
で
展
開

し
た『
車
座-Post Peak O

il O
rchestra

』﹇
注
6
﹈
や『M

ediascape 

@
 Yokoham

a

』﹇
注
7
﹈
な
ど
で
話
題
を
呼
ん
だ
。『
車
座
』は
谷
川

俊
太
郎
氏
に
よ
る
詩
の
朗
読
に
合
わ
せ
、
車
の
照
明
を
使
っ
た

前
衛
的
な
演
出
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
建
築
家
の
丹
下
健
三
が
設

計
し
た
東
京
カ
テ
ド
ラ
ル
聖
マ
リ
ア
大
聖
堂
で
お
こ
な
わ
れ
た

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス『SO

FT
 A

RC
H

IT
E

C
T

U
RE

 @
 St. M

aryʼ s 

C
athedral

』﹇
注
8
﹈
で
は
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
音
色
と
西
澤

貼
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
過
去
を
懐
か
し
む
声
に
耳
を
傾
け
な

が
ら
、
自
身
の
記
憶
と
リ
ン
ク
さ
せ
て
い
く
、
と
い
う
パ
ー
ソ

ナ
ル
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
。

　

そ
の
背
後
は
、
逆
に
開
か
れ
た
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
し
、

『
声
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
と
名
付
け
た
。
デ
ザ
イ
ン
は
西
澤
に
よ

る
も
の
で
、
窓
の
向
こ
う
に
見
え
る
山
の
連
な
り
と
、
平
台
と

箱
馬
を
積
層
し
て
つ
く
っ
た
階
段
状
の
客
席
が
人
工
的
な
ラ
ン

ド
ス
ケ
ー
プ
と
な
っ
て
重
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ほ
ぼ
毎
日

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
が
お
こ
な
わ
れ
、〈
生
の
声
〉
が
交
差
す
る

ア
ク
テ
ィ
ブ
な
空
間
と
な
っ
た
。
背
中
合
わ
せ
で
、
録
音
し
た

〈
過
去
の
声
〉
と
ラ
イ
ブ
ト
ー
ク
の
〈
い
ま
の
声
〉
が
織
り
成

す
、
声
の
混
成
エ
リ
ア
と
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
発
達
し
情
報
過
多
と
な
っ
た

現
在
、
わ
ざ
わ
ざ
行
か
な
い
と
見
ら
れ
な
い
、
聞
け
な
い
、
体

験
で
き
な
い
、
と
い
う
生
の
経
験
が
軽
ん
じ
ら
れ
る
傾
向
に
あ

る
。
そ
こ
で
我
々
は
〈
生
の
声
を
聴
く
〉、〈
リ
ア
ル
な
体
験
を

す
る
〉
と
い
う
経
験
知
を
積
み
重
ね
る
場
づ
く
り
を
試
み
た
。

そ
の
経
験
知
は
さ
ら
に
み
ん
な
で
共
有
で
き
、
膨
ら
ま
せ
る
こ

と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

「
近
代
社
会
の
感
性
に
お
い
て
は
、
集
団
的
記
憶
に
歴
史
が
と

っ
て
か
わ
る
」
と
フ
ラ
ン
ス
の
研
究
者
ピ
エ
ー
ル
・
ノ
ラ﹇
注
4
﹈

が
述
べ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
の
で
き
ご
と
は
〈
集
団
的
記
憶
〉

と
し
て
歴
史
と
な
り
う
る
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
。
一
方
リ
ア
ル

な
体
験
に
よ
っ
て
刻
ま
れ
た
経
験
の
溝
は
〈
個
の
記
憶
〉
と
し

て
深
く
心
に
刻
印
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

R
oom

 #5

『
記
憶
の
森
』

　

二
頭
の
鹿
が
佇
む
『
記
憶
の
森
』
に
は
、
い
く
つ
も
の
物
語

が
紡
が
れ
て
い
る
。
鹿
の
目
線
の
向
こ
う
に
は
、
暗
闇
に
引
き

ず
り
込
ま
れ
た
小
鹿
の
屍
。
ま
さ
に
狼
が
小
鹿
を
食
い
ち
ぎ
り
、

壁
の
向
こ
う
の
別
世
界
へ
引
き
ず
り
込
も
う
と
し
て
い
る
場
面

で
あ
る
。
弱
者
が
強
者
に
負
け
て
し
ま
う
宿
命
を
負
っ
て
い
る
、

自
然
の
摂
理
に
は
逆
ら
え
な
い
、
と
い
う
世
界
観
が
創
出
さ
れ

て
い
る
。
小
鹿
が
消
え
て
な
く
な
る
と
、『
記
憶
の
森
』
は
何

ご
と
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
再
び
静
寂
な
世
界
へ
と
戻
っ
て

い
く
。
小
鹿
の
消
失
と
と
も
に
、
存
在
の
痕
跡
は
薄
れ
て
し
ま

う
。
し
か
し
小
鹿
は
確
か
に
存
在
し
た
の
だ
。
存
在
の
記
憶
は

ど
こ
へ
行
っ
て
し
ま
う
の
か
。

　

森
に
は
『
記
憶
の
樹
』
が
二
本
植
え
ら
れ
て
い
る
。
秋
に
な

る
と
葉
は
散
り
土
に
還
り
、
春
に
な
る
と
新
緑
の
葉
を
付
け
る
、

と
い
っ
た
生
命
の
循
環
が
象
徴
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
黒
い
『
記
憶
の
樹
』
に
、
白
い
『
言
の
葉
』
を
付
け
て

い
く
の
が
、
原
が
考
案
し
た
参
加
型
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

あ
る
。『
言
の
葉
』
は
作
品
の
一
部
と
な
り
、
み
ん
な
で
『
記

憶
の
森
』
を
形
成
し
て
い
く
。
リ
ア
ル
な
〈
声
〉
で
は
な
い
が
、

文
字
で
書
か
れ
た
〈
声
〉
を
残
し
て
い
く
、
と
い
う
も
の
で
あ

る
。『
言
の
葉
』
は
展
覧
会
終
了
後
、
本
の
な
か
に
押
し
葉
の

よ
う
に
収
め
ら
れ
、
大
学
の
図
書
館
で
半
永
久
的
に
ア
ー
カ
イ

ブ
さ
れ
る
。

『
白
い
葉
』
と
『
白
い
椅
子
』。
ど
ち
ら
も
若
者
の
〈
声
〉
を

乗
せ
て
い
た
。『
言
の
葉
』
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
会

期
中
に
自
分
自
身
の
存
在
の
痕
跡
を
残
す
こ
と
を
可
能
と
し
た
。

　
R

oom
 #6

『
小
さ
な
物
語
』

　

セ
ミ
ロ
ン
グ
の
髪
を
な
び
か
せ
た
後
ろ
姿
と
、
黒
い
ま
つ
げ

が
印
象
的
な
少
女
が
つ
ぶ
や
い
て
い
る
。
ど
の
少
女
も
後
向
き

や
横
向
き
で
う
つ
む
い
て
い
る
の
で
、
表
情
を
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
原
が
描
く
少
女
の
姿
は
い
つ
も
そ
う
だ
。
彼
女
ら
は

一
体
ど
の
よ
う
な
表
情
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
物
憂
げ
な

貌
で
は
な
い
か
と
、
想
像
力
を
働
か
せ
て
み
る
。
少
女
ら
は
何

注
4　

ピ
エ
ー
ル
・
ノ
ラ

（Pierre N
ora

）

一
九
三
一
年
〜
／
歴
史
学
者

フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
生
ま
れ
。
リ
セ
・
ル

イ
＝
ル
＝
グ
ラ
ン
で
学
ぶ
。
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
で
の
教
師
生
活
、
パ
リ
政
治
学
院

助
教
授
を
経
て
、
一
九
七
七
年
か
ら
一

九
九
七
年
ま
で
社
会
科
学
高
等
研
究
院

で
教
鞭
を
執
る
。『
人
文
科
学
叢
書
』、

『
歴
史
学
叢
書
』
な
ど
数
々
の
学
術
叢

書
の
編
纂
を
手
が
け
た
。
一
九
八
〇
年

に
学
術
評
論
誌『
ル・
デ
バLe D

’ebat

』

を
創
刊
。
論
文
集
『
記
憶
の
場
』（
岩
波

書
店
、
二
〇
一
二
年
―
二
〇
一
三
年
）

編
者
。
二
〇
〇
一
年
、
ア
カ
デ
ミ
ー
・

フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
会
員
に
選
出
。

注
5　

Signs of M
em

ory

原
高
史
が
展
開
し
て
い
る
シ
リ
ー
ズ
で
、

地
域
の
人
々
と
の
会
話
を
通
し
て
得
ら

れ
た
〈
言
葉
〉
を
絵
と
と
も
に
パ
ネ
ル

に
描
き
、
歴
史
的
建
物
や
民
家
な
ど
、

そ
の
地
域
一
帯
の
窓
を
埋
め
尽
く
し
て

い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
こ
れ
ま
で
に
、

越
後
妻
有
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
大
地
の
芸

術
祭（
二
〇
〇
五
年
）、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ（
二
〇
〇
六
年
）、
ハ
バ

ナ
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
（
二
〇
〇
八
年
）
を

は
じ
め
、
ド
イ
ツ
、
日
本
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

台
北
な
ど
六
ヶ
国
一
九
ヶ
所
で
発
表
。

企
業
や
行
政
、
教
育
機
関
な
ど
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
お
こ
な
っ
て
い
る
。 

注
6   

車
座-Post Peak O

il O
rchestra

二
〇
一
一
年
一
〇
月
九
日
、『
横
浜
ト

リ
エ
ン
ナ
ー
レ
二
〇
一
一
』
の
連
携
企

画
と
し
て
横
浜
港
・
象
の
鼻
パ
ー
ク
で

お
こ
な
わ
れ
た
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
。
ポ
エ
ト
リ
ー
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
に
合
わ
せ
て
二
〇
台
の
自
動
車
の

照
明
や
音
響
が
空
間
を
演
出
す
る
、
実

験
的
な
公
演
。
詩
の
朗
読
に
谷
川
俊
太

郎
、
覚
和
歌
子
が
出
演
。

注
7　

M
ediascape @

 Yokoham
a

二
〇
〇
九
年
と
二
〇
一
〇
年
にR

espo-
nsive E

nvironm
ent

が
象
の
鼻
パ
ー
ク

と
共
同
主
催
し
た
、
一
夜
限
り
の
環
境

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。
み
な
と
み
ら
い
地

区
な
ど
の
夜
景
が
望
め
る
パ
ー
ク
の
水

際
一
帯
に
二
〇
台
の
フ
レ
ー
ム
マ
シ
ン

を
配
置
し
、
炎
の
柱
を
次
々
と
噴
き
あ

げ
な
が
ら
夜
景
に
彩
り
を
添
え
る
。
さ

ま
ざ
ま
な
シ
ー
ク
エ
ン
ス
で
炎
の
演
出

が
お
こ
な
わ
れ
、
パ
ー
ク
を
訪
れ
た
来

場
者
は
印
象
的
な
空
間
と
時
間
を
体
験

し
た
。
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が
制
御
す
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
光
の
束
が
空
間
に
乱
舞
し
、
身
震
い
す

る
ほ
ど
の
感
動
を
覚
え
た
。
い
ず
れ
も
声
や
音
に
反
応
し
て
繰

り
広
げ
ら
れ
る
西
澤
の
演
出
で
、
光
を
操
る
〈
魔
術
師
〉
と
呼

ぶ
に
相
応
し
い
。

　

こ
の
よ
う
に
素
晴
ら
し
い
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
彼
ら
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ふ
た
り
が
も
つ
才
能
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
ぶ
つ
か
り
合
い
、
そ
れ
が
十
二
分
に
発
揮
さ
れ
、
展

覧
会
『
記
憶
の
声
』
が
生
み
出
さ
れ
た
。

　

掛
け
算
二  

学
生
×
教
員

　

大
学
全
体
を
挙
げ
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ガ
ラ
ス
張
り
の

作
業
と
い
え
る
。
制
作
途
中
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
含
め
、

す
べ
て
が
オ
ー
プ
ン
だ
っ
た
。「
僕
も
西
澤
さ
ん
も
本
気
で
勝

負
し
て
い
る
の
だ
か
ら
」
と
自
ら
を
奮
い
立
た
せ
る
原
の
緊
迫

し
た
声
は
、
周
囲
に
も
伝
導
し
、
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
力
を
高
め

た
。
決
し
て
妥
協
を
許
さ
な
い
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
真
剣
さ
が

伝
わ
り
、
最
後
の
最
後
ま
で
粘
り
続
け
る
彼
ら
を
、
学
生
た
ち

も
懸
命
に
支
援
し
て
く
れ
た
。
と
も
に
つ
く
り
あ
げ
る
『
声
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
に
よ
っ
て
、
教
員
と
学
生
と
い
う
垣
根
を
越
え
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
同
士
の
絆
の
よ
う
な
も
の
が
芽
生
え
た
の
で
あ

る
。

　

掛
け
算
三  

企
画
者
×
参
加
者

　

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
と
も
す
れ
ば
内
輪
の
盛
り
あ
が

り
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
客
観

視
す
る
姿
勢
と
、
全
体
の
舵
取
り
が
成
否
の
鍵
と
な
る
。
最
も

配
慮
し
た
の
は
、
企
画
者
と
参
加
者
の
境
界
線
を
緩
や
か
に
す

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
誰
で
も
、
い
つ
で
も
、
無
理
な
く
参
加
で

き
る
体
制
づ
く
り
で
あ
る
。
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
展
覧
会
づ
く
り

に
参
加
し
な
く
と
も
、
作
家
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
作
品
に
な

っ
た
り
、
毎
日
お
こ
な
わ
れ
た
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
や
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
参
加
し
た
り
、
自
ら
白
い
椅
子
を
使
っ
た
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
た
り
、
会
場
に
置
か
れ
た
『
言
の
葉
』
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
記
入
し
た
り
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
携
帯
を
か
ざ
し
て
他
者
の

声
を
感
じ
た
り
な
ど
、
関
わ
り
方
に
濃
淡
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
つ
け
た
。
結
果
と
し
て
、
一
方
的
で
は
な
い
イ
ン
タ
ラ
ク
テ

ィ
ブ
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
り
、
層
の
厚
い
展
覧
会
と
な
っ
た
。

　

不
在
の
輪
郭
を
辿
る

　

本
展
覧
会
の
最
終
目
標
は
ア
ー
カ
イ
ブ
を
残
す
こ
と
で
あ
る
。

ア
ー
カ
イ
ブ
と
は
〈
時
を
凍
ら
せ
る
作
業
〉
と
い
っ
て
よ
い
だ

ろ
う
。
例
え
ば
『
言
の
葉
』
に
書
か
れ
た
文
字
は
押
し
葉
と
し

て
本
の
な
か
に
い
っ
た
ん
封
じ
込
め
ら
れ
る
。こ
れ
は〈
記
憶
〉

を
熟
成
す
る
た
め
に
必
要
な
手
順
で
あ
る
。
本
に
仕
舞
わ
れ
た

〈
記
憶
〉
の
断
片
は
、
ま
た
手
に
取
っ
て
再
生
可
能
と
な
る
。

あ
な
た
の
心
に
凍
結
さ
れ
た
記
憶
も
、
ア
ー
カ
イ
ブ
化
が
き
ち

ん
と
な
さ
れ
て
い
れ
ば
、
消
失
し
て
し
ま
う
こ
と
は
な
い
。
い

つ
で
も
そ
の
輪
郭
を
辿
り
、〈
記
憶
〉
の
再
生
が
可
能
な
の
だ
。

　

す
で
に
数
ヶ
月
経
っ
た
い
ま
、
展
覧
会
の
記
憶
は
私
の
な
か

で
巨
大
な
虚
構
と
な
っ
て
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
。〈
記
憶
〉

と
し
て
認
識
し
て
い
る
経
験
は
虚
構
で
あ
り
、
過
ぎ
去
っ
た
経

験
に
想
像
力
を
吹
き
込
み
、
生
気
を
蘇
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る

だ
け
で
あ
る
。
そ
の
不
在
の
輪
郭
を
辿
る
の
が
〈
記
憶
〉
の
再

生
で
あ
り
、
い
ま
ま
さ
に
心
に
刻
印
さ
れ
た
事
象
を
想
起
し
な

が
ら
文
章
を
書
き
進
め
て
い
る
。
そ
う
や
っ
て
時
を
経
て
凍
結

し
て
い
た
〈
記
憶
〉
の
断
片
は
再
び
溶
け
出
し
て
い
く
の
だ
。

上　Room #4『追憶の場所』／東北芸術工科大学本館7階ギャラリー／撮影：瀬野広美
下　『声の広場』／東北芸術工科大学本館前広場

注
8　

SO
FT

 A
R

C
H

IT
E

C
T

U
R

E
@

 St.M
ary’s C

athedral

（
二
〇
〇
八
、

二
〇
〇
九
、
二
〇
一
一
年
）

一
九
六
四
年
に
建
築
家
の
丹
下
健
三
が

設
計
を
手
が
け
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
・

東
京
カ
テ
ド
ラ
ル
聖
マ
リ
ア
大
聖
堂
の

改
修
工
事
落
成
を
記
念
し
て
は
じ
め
ら

れ
た
空
間
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。
傾
斜
が

か
か
り
、
湾
曲
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁

が
特
徴
的
な
空
間
に
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン

の
音
が
響
き
、
演
奏
に
合
わ
せ
て
ム
ー

ビ
ン
グ
ラ
イ
ト
と
何
十
台
も
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
に
よ
る
演
出
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
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い
つ
も
通
り
の
日
常
の
生
活
は
、
何
を
し
て
い
た
か
を
す
ぐ

に
忘
れ
て
し
ま
う
。
だ
が
、
阪
神
淡
路
大
震
災
、
九
・
一
一
、

東
日
本
大
震
災
と
い
っ
た
強
烈
な
で
き
ご
と
は
、
あ
の
日
、
自

分
が
何
を
し
て
い
た
か
を
脳
裏
に
刻
み
込
む
。
例
え
ば
、
一
九

九
五
年
一
月
一
七
日
、
朝
に
テ
レ
ビ
を
つ
け
る
と
、
信
じ
ら
れ

な
い
よ
う
な
街
の
風
景
が
画
面
の
な
か
で
展
開
し
て
い
た
。
そ

の
日
の
午
後
、
は
じ
め
て
執
筆
で
関
わ
っ
た
『
一
〇
＋
一
』
三

号
の
特
集
頁
の
打
ち
合
せ
が
あ
り
、
建
築
家
の
入
江
経
一
氏
と

「
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
場
合
じ
ゃ
な
い
ね
」
と
語
っ
た
の

を
い
ま
で
も
よ
く
覚
え
て
い
る
。
で
も
、
確
か
に
東
京
で
は
関

西
の
で
き
ご
と
を
気
に
し
な
が
ら
も
、
日
常
を
過
ご
し
て
い
た
。

そ
れ
が
被
災
地
と
の
距
離
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
多
く
の
日
本

人
は
あ
の
日
の
で
き
ご
と
を
覚
え
て
い
る
だ
ろ
う
。〈
日
本
人
〉

と
書
い
た
の
は
、
お
そ
ら
く
ア
メ
リ
カ
人
や
フ
ラ
ン
ス
人
に
と

っ
て
は
共
有
さ
れ
な
い
記
憶
だ
か
ら
で
あ
る
。
二
〇
〇
一
年
九

月
一
一
日
、
筆
者
は
ベ
ル
リ
ン
の
大
学
宿
舎
に
泊
ま
っ
て
お
り
、

テ
ロ
の
報
道
が
入
っ
た
後
、
ド
イ
ツ
人
た
ち
と
テ
レ
ビ
を
じ
っ

と
眺
め
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
九
・
一
一
は
世
界
の
多
く
の

国
々
の
人
た
ち
が
あ
の
日
の
不
安
な
気
持
ち
を
覚
え
て
い
る
だ

ろ
う
。
記
憶
が
共
有
さ
れ
る
範
囲
と
い
う
の
は
、
共
同
体
の
ひ

ろ
が
り
と
関
係
し
て
い
る
。

　

二
〇
一
三
年
三
月
、
茨
城
県
近
代
美
術
館
の
ア
ー
ト
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
『
三
・
一
一
ユ
ニ
セ
フ
東
日
本
大
震
災
報
告
写
真
展
』

を
見
た
と
き
、
大
判
の
写
真
か
ら
当
時
の
記
憶
が
鮮
や
か
に
甦

っ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
視
覚
だ
け
が
記
憶
を
喚
起
す
る

わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
流
行
歌
。
八
〇
年
代
や
九
〇
年
代

の
懐
か
し
い
ヒ
ッ
ト
曲
を
聴
く
と
、
瞬
時
に
し
て
、
そ
の
音
楽

が
街
で
流
れ
て
い
た
時
代
に
連
れ
戻
さ
れ
る
。
だ
が
、
六
〇
年

代
の
曲
を
聴
い
て
も
当
時
の
記
憶
は
よ
み
が
え
ら
な
い
。
筆
者

が
そ
の
時
代
の
空
気
を
リ
ア
ル
に
体
験
し
て
お
ら
ず
、
知
識
と

し
て
し
か
知
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
世
代
間
の
差
が
大
き
い
。

東
日
本
大
震
災
に
関
し
て
は
、
当
時
日
本
に
い
た
人
で
あ
れ
ば
、

魔
法
の
言
葉
の
「
ぽ
ぽ
ぽ
ぽ
ー
ん
」
の
音
を
聴
く
と
、
た
び
重

な
る
余
震
が
続
き
、
原
発
事
故
の
報
道
に
息
を
の
ん
で
い
た
頃

を
思
い
出
す
だ
ろ
う
。

　

二
〇
一
二
年
一
一
月
七
日
、
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
打

ち
合
せ
の
た
め
、
気
仙
沼
の
リ
ア
ス
・
ア
ー
ク
美
術
館
を
訪
れ

た
。
ち
ょ
う
ど
今
年
オ
ー
プ
ン
す
る
震
災
の
常
設
展
を
準
備
中

だ
っ
た
。
そ
し
て
学
芸
員
の
山
内
宏
泰
氏
に
は
、
津
波
で
襲
わ

れ
た
街
か
ら
収
集
し
た
被
災
物
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
見
せ
て
い

た
だ
い
た
。
ね
じ
ま
が
っ
た
標
識
や
電
信
柱
な
ど
、
個
人
所
有

で
は
な
い
大
き
な
サ
イ
ズ
の
被
災
物
は
、
津
波
の
破
壊
力
を
科

学
的
に
説
明
す
る
が
、
小
さ
な
モ
ノ
は
そ
れ
を
使
っ
て
い
た
人

の
生
活
の
記
憶
を
物
語
る
と
い
う
。
ま
た
汚
れ
た
ぬ
い
ぐ
る
み

に
鼻
を
ち
か
づ
け
る
と
、
か
す
か
に
重
油
の
匂
い
が
残
っ
て
い

た
。
オ
イ
ル
が
流
出
し
た
直
後
の
被
災
地
で
強
く
感
じ
た
嗅
覚

か
ら
、
あ
の
と
き
の
生
々
し
い
記
憶
が
よ
み
が
え
る
。
い
う
ま

で
も
な
く
、
そ
れ
は
写
真
や
映
像
で
は
絶
対
に
伝
わ
ら
な
い
も

の
だ
。

　

そ
の
翌
日
、
東
北
芸
術
工
科
大
学
に
お
い
て
、
和
田
菜
穂
子

の
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
原
高
史
とR

esponsive E
nvi-

ronm
ent

の
西
澤
高
男
が
出
品
し
た
『
記
憶
の
声
』
展
を
鑑
賞

し
た
。
暗
い
部
屋
で
椅
子
の
上
で
点
滅
す
る
光
と
声
の
導
入
か

ら
は
じ
ま
り
、
ハ
ン
モ
ッ
ク
に
揺
ら
れ
な
が
ら
さ
さ
や
く
声
を

聴
く
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
音
声
デ
ー
タ
と
連
動
す
る
壁
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
吹
き
込
ん
だ
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
、
来
場
者
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
く
『
言
の
葉
』、
そ
し
て
人
々

の
記
憶
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
た
絵
画
な
ど
、
複
数

の
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
て
、
三
・
一
一
の
で
き
ご
と
を
含
む
、
学

生
や
教
員
の
さ
ま
ざ
ま
な
声
と
記
憶
を
体
験
す
る
も
の
だ
っ
た
。

記
録
の
性
格
を
も
つ
写
真
や
映
像
と
は
異
な
り
、
直
接
的
な
表

現
や
再
現
は
な
い
。
音
や
体
験
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
な

る
記
憶
を
呼
び
お
こ
す
。
お
そ
ら
く
、
影
響
が
強
い
視
覚
を
奪

わ
な
い
こ
と
で
指
示
す
る
も
の
を
特
定
さ
せ
ず
、
想
像
力
に
ひ

ろ
が
り
を
も
た
せ
る
だ
ろ
う
。

　

展
覧
会
が
最
終
日
と
い
う
こ
と
で
、
映
画
監
督
で
あ
り
学
長

の
根
岸
吉
太
郎
氏
と
〈
記
憶
と
風
景
〉
を
め
ぐ
っ
て
ト
ー
ク
を

お
こ
な
っ
た
。
正
確
な
〈
記
録
〉
と
伝
達
力
を
も
つ
〈
記
憶
〉

の
違
い
、
前
述
し
た
よ
う
に
視
覚
で
は
な
く
、
匂
い
や
音
を
通

じ
た
記
憶
、
あ
る
い
は
特
定
の
場
所
に
タ
グ
付
け
さ
れ
た
記
憶
、

ま
た
映
画
な
ど
の
記
憶
の
ア
ー
カ
イ
ブ
と
接
続
す
る
こ
と
で
、

拡
張
さ
れ
る
記
憶
な
ど
、
幅
ひ
ろ
い
ト
ピ
ッ
ク
が
話
題
に
な
っ

た
。
報
告
書
の
記
録
だ
け
で
は
単
な
る
数
字
と
し
て
し
か
伝
わ

ら
な
い
。
ま
た
記
憶
も
共
同
体
の
外
側
に
は
伝
わ
り
に
く
い
。

し
か
し
、こ
の
垣
根
を
越
え
る
の
が
、ア
ー
ト
の
力
だ
ろ
う
。『
み

ん
な
の
家
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹇
注
1
﹈
に
よ
り
、
金
獅
子
賞
を
受

賞
し
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
国
際
建
築
展
二
〇
一
二

の
日
本
館
に
お
い
て
、
出
品
作
家
で
あ
る
写
真
家
の
畠
山
直
哉

が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
映
像
で
、
こ
う
語
っ
て
い
た
。「
筆
舌
し

が
た
い
震
災
の
体
験
は
、
当
事
者
に
し
か
分
か
ら
な
い
と
よ
く

い
わ
れ
る
。
だ
が
、
そ
う
し
た
分
断
を
乗
り
越
え
、
想
像
力
に

よ
っ
て
人
を
つ
な
ぎ
と
め
る
た
め
に
こ
そ
、
ア
ー
ト
の
役
割
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
。
ま
た
筆
者
が
芸
術
監
督
を
つ
と
め

る
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
二
〇
一
三
に
お
い
て
、〈
記
憶
〉

を
重
要
な
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
に
掲
げ
た
の
は
、
ア
ー
ト
こ
そ
が

人
類
が
も
つ
最
強
の
記
憶
装
置
だ
と
考
え
る
か
ら
だ
。
ア
ー
ト

に
は
、
な
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。

記
憶
と
災
害

五
十
嵐
太
郎

T
U

A
D

 m
ixing! 2012

『
記
憶
の
声 V

oices of M
em

ory

』
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五
十
嵐
太
郎

Taro Igarashi

一
九
六
七
年
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
生
ま
れ
。

東
京
大
学
工
学
部
建
築
学
科
卒
業
、
東

京
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
。
工
学

博
士
。
中
部
大
学
講
師
、
東
北
大
学
大

学
院
助
教
授
を
経
て
、
二
〇
〇
九
年
か

ら
東
北
大
学
大
学
院
教
授
。
二
〇
〇
七

年
―
二
〇
〇
九
年
文
化
庁
芸
術
選
奨

（
美
術
部
門
）
推
薦
委
員
、
二
〇
〇
八

年
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
国
際

建
築
展
日
本
館
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
な
ど

を
務
め
る
。
主
な
著
書
に
『
終
わ
り
の

建
築
／
始
ま
り
の
建
築
―
ポ
ス
ト
・
ラ

デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
建
築
と
言
説
』

（IN
A

X

出
版
、
二
〇
〇
一
年
）、『
新

宗
教
と
巨
大
建
築
』（
講
談
社
、
二
〇

〇
一
年
）、『
戦
争
と
建
築
』（
晶
文
社
、

二
〇
〇
三
年
）、『
過
防
備
都
市
』（
中
央

公
論
新
社
、
二
〇
〇
四
年
）、『
美
し
い

都
市
・
醜
い
都
市
』（
中
央
公
論
新
社
、

二
〇
〇
六
年
）
な
ど
。
編
著
に
『
二
十

世
紀
建
築
研
究
』（IN

A
X

出
版
、
一

九
九
八
年
）、『
建
築
の
書
物
・
都
市
の

書
物
』（IN

A
X

出
版
、
一
九
九
九
年
）。

編
集
協
力
に
『
磯
崎
新
の
建
築
談
義
』

（
六
耀
社
、
二
〇
〇
〇
年
―
二
〇
〇
四

年
）
な
ど
。
二
〇
一
一
年
、
あ
い
ち
ト

リ
エ
ン
ナ
ー
レ
二
〇
一
三
芸
術
監
督
に

就
任
。

注
1　
『
み
ん
な
の
家
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト建
築
家
の
伊
東
豊
雄
が
中
心
と
な
っ
て

結
成
し
た
グ
ル
ー
プ
『
帰
心
の
会
』
が

進
め
る
、
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
一
〇
万
人
以
上
の
人
々

が
家
を
失
い
、
仮
設
住
宅
で
の
厳
し
い

暮
ら
し
が
続
く
な
か
、
よ
り
人
間
的
で

居
心
地
の
よ
い
場
所
を
提
供
し
た
い
と

の
想
い
か
ら
、
被
災
者
の
た
め
の
憩
い

の
場
『
み
ん
な
の
家
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
提
唱
。
三
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
〈
家
を

失
っ
た
人
々
が
集
ま
っ
て
語
り
合
い
、

心
の
安
ら
ぎ
を
得
る
こ
と
の
で
き
る
共

同
の
小
屋
〉、〈
住
む
人
と
建
て
る
人
が

一
体
と
な
っ
て
つ
く
る
小
屋
〉〈
利
用

す
る
人
々
が
復
興
を
語
り
合
う
拠
点
と

な
る
場
所
〉
を
打
ち
立
て
、
二
〇
一
一

年
一
〇
月
、
仙
台
市
宮
城
野
区
に
初
の

『
み
ん
な
の
家
』
を
竣
工
。
国
内
外
の

助
成
を
受
け
こ
れ
ま
で
に
宮
城
県
に
二

件
、
岩
手
県
に
三
件
が
完
成
。
陸
前
高

田
市
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
第
一
三
回

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
国
際
建

築
展
で
金
獅
子
賞
を
受
賞
。
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山
川
健
一
氏
は
一
九
八
九
年
に
『
セ
イ
ヴ
・
ザ
・
ラ
ン
ド
』

（
講
談
社
）
と
い
う
反
核
・
反
原
発
の
小
説
を
出
し
、
そ
の
後

も
反
原
発
を
取
り
あ
げ
た
小
説
を
世
に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

早
い
時
期
か
ら
一
貫
し
て
反
原
発
の
姿
勢
を
取
り
続
け
て
い
ま

す
。
建
築
家
の
竹
内
昌
義
氏
は
二
〇
一
二
年
に
『
原
発
と
建
築

家
』（
学
芸
出
版
社
）
を
出
版
し
、
各
方
面
で
話
題
を
集
め
ま

し
た
。
双
方
に
共
通
し
て
い
え
る
の
は
、
三
・
一
一
以
降
、
ツ

イ
ッ
タ
ー
と
い
う
新
し
い
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
、
言

葉
を
用
い
な
が
ら
、
実
際
に
行
動
し
、
脱
原
発
を
訴
え
て
い
る

こ
と
で
す
。
言
葉
の
力
を
信
じ
て
い
る
お
ふ
た
り
に
、
声
に
出

し
て
伝
え
る
こ
と
、
行
動
す
る
こ
と
、
の
重
要
性
に
つ
い
て
語

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
抄
録
・
編
集
＝
和
田
菜
穂
子
）

　
メ
デ
ィ
ア
の
不
信
と
ツ
イ
ッ
タ
ー

山
川　
　

三
・
一
一
以
降
、
僕
ら
が
身
に
染
み
て
感
じ
た
の
は
、

メ
デ
ィ
ア
は
何
の
役
に
も
立
た
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
新
聞

で
ま
と
も
な
の
は
東
京
新
聞
だ
け
で
す
。
テ
レ
ビ
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
も

含
め
、
ひ
ど
い
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
社
会
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
も
全
部
正
し
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
顔
が
見
え
な
い

匿
名
の
た
め
、
そ
の
情
報
が
正
し
い
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
に

は
、
そ
の
人
に
実
際
に
会
っ
て
み
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
は
東
京
で
も
や
っ
て
い
る
の
で
、
面
と

向
か
っ
て
リ
ア
ル
に
情
報
交
換
す
る
と
、
さ
ら
に
輪
が
ひ
ろ
が

っ
て
い
き
ま
す
。

竹
内　
　

三
・
一
一
直
後
、
同
僚
の
フ
ラ
ン
ス
人
は
フ
ラ
ン
ス

政
府
か
ら
「
逃
げ
る
べ
き
だ
」
い
う
指
令
が
き
た
そ
う
で
す
。

状
況
が
あ
ま
り
に
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ
調
べ
る

手
段
と
し
て
使
っ
た
の
が
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
し
た
。
ツ
イ
ッ
タ

ー
は
玉
石
混
淆
で
す
。
怪
し
い
情
報
も
す
ぐ
に
嘘
だ
と
分
か
る

も
の
も
あ
る
。
ひ
と
つ
の
つ
ぶ
や
き
で
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、

あ
る
程
度
、
時
系
列
で
遡
る
と
ど
う
い
う
人
か
分
か
る
。
あ
と
、

信
用
で
き
る
人
の
友
だ
ち
は
信
用
で
き
る
。
そ
う
い
う
ふ
う
に

し
て
、
あ
る
信
頼
の
も
て
る
複
数
の
情
報
源
を
手
に
入
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
と
い
う
の
は
み
ん
な
見
て
い

る
情
報
が
違
う
の
が
特
徴
で
す
。
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
人
の
ト

ー
ン
に
染
ま
る
の
で
す
。

　

ツ
イ
ッ
タ
ー
を
通
し
て
発
言
す
る
こ
と
に
も
リ
ス
ク
が
伴
い

ま
す
。
仕
事
が
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
、
結

構
実
際
的
な
リ
ス
ク
で
す
。
で
も
同
時
に
、
ど
う
し
て
こ
ん
な

事
故
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
ず
っ
と
考
え
て
い
た
の
で

す
。
僕
が
た
ど
り
着
い
た
の
は
、
意
見
を
ち
ゃ
ん
と
い
わ
な
い

こ
と
の
結
果
と
し
て
、
い
ま
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
。「
ま

さ
か
東
京
電
力
が
こ
ん
な
ず
さ
ん
な
こ
と
し
て
い
な
い
よ
ね
」

と
思
っ
て
黙
っ
て
い
た
ら
、
事
故
が
起
き
た
。
だ
か
ら
、
も
う

黙
っ
て
い
る
の
は
や
め
よ
う
と
思
っ
た
の
で
す
。
積
極
的
に
は

い
わ
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
問
わ
れ
た
ら
、
応
え
よ
う

と
。
そ
う
や
っ
て
い
た
ら
、
僕
の
ツ
イ
ー
ト
を
見
た
学
芸
出
版

社
か
ら
「
建
築
家
で
原
発
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
人
は
あ
な
た

し
か
い
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
本
に
し
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
話
が
き
ま

し
た
。
問
わ
れ
た
ら
、
応
え
な
い
と
い
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
た
の
で
、
友
だ
ち
が
何
人
か
い
な
く
な
る
覚
悟
を
決
め
、

引
き
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
で
も
、
全
然
友
だ
ち
は
減
っ

て
い
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

こ
う
い
う
機
会
な
の
で
〈
メ
デ
ィ
ア
が
嘘
を
つ
く
〉
と
い
う

認
識
を
み
な
さ
ん
に
も
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
う
思
っ
て
い
な
い
人
に
対
し
「
実
は
新
聞
も
テ
レ
ビ
も
嘘
を

つ
い
て
い
て
、
と
ん
で
も
な
い
ん
だ
よ
」
と
伝
え
る
こ
と
が
大

事
で
す
。
人
が
人
に
伝
え
る
速
度
と
い
う
の
は
二
乗
×
二
乗
で
、

最
初
は
大
し
て
ひ
ろ
が
り
ま
せ
ん
が
、
あ
る
瞬
間
か
ら
ワ
ー
ッ

と
ひ
ろ
が
る
も
の
で
す
。
理
系
的
に
い
う
と
指
数
関
数
と
い
う

の
で
す
が
、
脱
原
発
に
関
す
る
言
動
の
ひ
ろ
が
り
も
、
あ
る
時

期
か
ら
ワ
ー
ッ
と
一
斉
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
こ
ま

で
ど
う
我
慢
で
き
る
か
、
と
い
う
の
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

山
川　
　

や
り
場
の
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
な
か
、

昔
読
ん
だ
詩
や
小
説
が
胸
に
響
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い

う
普
遍
性
が
あ
る
詩
や
小
説
、
絵
な
ど
に
出
会
う
と
「
こ
れ
は

本
物
だ
な
ぁ
」
と
思
い
ま
す
。
友
だ
ち
も
同
様
で
、
三
・
一
一

以
前
に
意
気
投
合
し
て
い
ろ
い
ろ
話
し
た
友
だ
ち
よ
り
、
三
・

一
一
以
降
に
出
会
っ
た
友
だ
ち
の
ほ
う
が
リ
ア
ル
フ
レ
ン
ズ
だ

と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
僕
は
そ
う
い
う
人
た
ち
と
と
も

に
、
残
り
の
人
生
を
終
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

忌
野
清
志
郎
と
の
出
会
い

山
川　
　
『
セ
イ
ヴ
・
ザ
・
ラ
ン
ド
』
と
い
う
単
行
本
と
Ｃ
Ｄ

を
出
し
た
頃
、
毎
週
の
よ
う
に
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
ト
ー
ク
イ
ベ

ン
ト
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
原
発
は
い
か
に
危
険
か
と
い
う
話

を
し
て
、
大
学
の
先
生
の
よ
う
に
次
の
ラ
イ
ブ
ま
で
宿
題
を
出

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
あ
る
日
、
忌
野
清
志
郎
﹇
注
1
﹈
さ

ん
に
、
日
比
谷
の
野
外
音
楽
堂
の
楽
屋
で
「
自
分
の
出
版
社
を

つ
く
っ
た
ら
」
と
勧
め
ら
れ
、
結
果
的
に
ア
メ
ー
バ
ブ
ッ
ク
ス

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
自
分
の
本
を
自
由
に
出
せ
る
出
版
社
が

ほ
し
か
っ
た
の
で
す
。

　

清
志
郎
さ
ん
は
す
ご
く
知
的
な
方
で
『
サ
マ
ー
タ
イ
ム
・
ブ

ル
ー
ス
』﹇
注
2
﹈
を
書
く
た
め
に
、
原
発
関
連
の
本
を
た
く

さ
ん
読
ん
で
い
ま
し
た
。
僕
よ
り
三
つ
く
ら
い
年
上
な
の
に
、

呼
び
捨
て
で
な
く
、「
さ
ん
づ
け
」
で
呼
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

あ
る
夜
な
か
、
編
集
者
か
ら
電
話
が
あ
り
訃
報
を
聞
き
ま
し
た
。

癌
が
治
り
復
活
ラ
イ
ブ
も
終
え
て
い
た
の
で
、
僕
た
ち
は
す
っ

か
り
安
心
し
て
い
た
の
で
す
。

　

ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
が
亡
く
な
っ
て
、
あ
る
種
の
イ
コ
ン
に
な

っ
た
よ
う
に
、
清
志
郎
さ
ん
も
あ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
亡
く
な
り

〈
反
原
発
・
脱
原
発
〉
の
イ
コ
ン
に
な
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
い
わ
ば
原
発
の
殉
教
者
の
よ
う
な
存
在
で
す
。
ジ

ョ
ン
・
レ
ノ
ン
の
『
イ
マ
ジ
ン
』
が
九
・
一
一
の
後
、
放
送
禁

止
に
な
っ
た
よ
う
に
、
清
志
郎
さ
ん
の
ナ
ン
バ
ー
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や

他
の
放
送
局
で
は
放
送
し
な
い
よ
う
圧
力
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

と
て
も
残
念
で
す
。

竹
内　
　

音
楽
と
い
え
ば
、
震
災
の
後
ど
う
し
よ
う
も
な
く
フ

ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
た
ま
っ
て
い
た
と
き
に
、七
尾
旅
人﹇
注

3
﹈さ
ん
の
復
興
ラ
イ
ブ
が
大
学
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。『
圏

内
の
歌
』
を
聞
い
た
と
き
、
思
わ
ず
泣
い
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

お
か
げ
で
随
分
、
気
持
ち
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、

歌
の
力
の
す
ご
さ
を
思
い
知
り
ま
し
た
。

　

今
日
を
ど
う
生
き
る
か

山
川　
　

福
島
第
一
原
発
の
事
故
は
ま
だ
収
束
し
て
い
ま
せ
ん
。

誰
が
ど
う
考
え
て
も
汚
染
物
質
は
海
に
「
だ
だ
漏
れ
」
し
て
い

ま
す
。
小
さ
な
余
震
は
も
し
か
し
た
ら
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
し
た
燃

料
が
爆
発
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
疑
っ
た
ほ
う
が
い
い
で

し
ょ
う
。
政
府
も
東
電
も
本
当
の
こ
と
を
い
わ
な
い
し
、
も
し

ま
た
事
故
が
起
き
た
ら
ま
た
隠
す
で
し
ょ
う
。

　

い
ま
の
日
本
は
巨
大
な
人
体
実
験
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
状

況
で
す
。
我
々
は
取
り
返
し
が
つ
か
な
く
な
る
前
に
き
ち
ん
と

対
処
す
べ
き
で
す
。
特
に
女
の
子
は
出
産
を
控
え
て
い
る
わ
け

な
の
で
、
事
実
を
よ
く
知
っ
た
上
で
対
処
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
男
の
精
子
は
毎
回
生
産
し
て
い
る
の
で
、
子
ど
も
を
つ

く
ろ
う
と
決
め
て
か
ら
、
安
全
な
と
こ
ろ
に
行
っ
て
新
た
な
健

全
な
精
子
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
が
可
能
で
す
。
し
か
し
卵
子
は
、

赤
ち
ゃ
ん
の
と
き
か
ら
数
が
決
ま
っ
て
い
て
、
生
理
が
は
じ
ま

る
と
そ
れ
が
一
個
ず
つ
体
外
に
出
て
行
く
わ
け
で
す
。
い
ま
、

内
部
被
爆
し
て
し
ま
う
と
、
放
射
性
物
質
は
足
し
算
で
ど
ん
ど

ん
身
体
の
な
か
に
溜
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
外
食
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
外
食
産
業
は
安
く
て
、
汚
染

さ
れ
た
数
値
ギ
リ
ギ
リ
の
食
料
を
使
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

最
も
口
に
す
る
、
米
と
肉
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
秋
田
な
ど
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注
1　

忌
野
清
志
郎
（
い
ま
わ
の
き
よ

し
ろ
う
）

一
九
五
一
年
〜
二
〇
〇
九
年
／
ロ
ッ
ク

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

東
京
都
生
ま
れ
。
一
九
六
八
年
高
校
在

学
中
に
バ
ン
ド
『
Ｒ
Ｃ
サ
ク
セ
シ
ョ

ン
』
を
結
成
、『
い
・
け
・
な
・
い
・
ル

ー
ジ
ュ
マ
ジ
ッ
ク
』
な
ど
多
種
多
様
な

ヒ
ッ
ト
曲
を
放
つ
。
日
本
国
憲
法
九
条

に
対
す
る
護
憲
、
反
原
発
、
反
戦
、
反

核
を
積
極
的
に
訴
え
て
い
た
。
二
〇
〇

九
年
、
癌
性
リ
ン
パ
管
症
の
た
め
逝
去
。

注
2　

サ
マ
ー
タ
イ
ム
・
ブ
ル
ー
ス

ザ
・
フ
ー
の
『Sum

m
ertim

e Bluce

』

を
忌
野
清
志
朗
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
歌
詞
で

カ
バ
ー
。
反
原
発
を
歌
い
、
所
属
レ
コ

ー
ド
会
社
の
親
会
社
、
東
芝
か
ら
圧
力

が
か
か
る
が
、
一
九
八
八
年
、
収
録
ア

ル
バ
ム
『C

O
V

E
R

S

』
が
キ
テ
ィ
レ
コ

ー
ド
よ
り
発
売
。
Ｒ
Ｃ
サ
ク
セ
シ
ョ
ン

初
の
オ
リ
コ
ン
チ
ャ
ー
ト
一
位
を
獲
得
。

注
3　

七
尾
旅
人
（
な
な
お
た
び
と
）

一
九
七
九
年
〜
／
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー

高
知
県
生
ま
れ
。
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
で

メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の
強
い
歌
詞
と
、
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
メ
ロ
デ
ィ
で
幅

広
い
音
楽
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
て
い
る
。

各
地
の
フ
ェ
ス
や
イ
ベ
ン
ト
、Ustream

中
継
な
ど
ラ
イ
ブ
活
動
を
精
力
的
に
お

こ
な
う
。
二
〇
一
一
年
三
月
一
七
日
よ

り
、『D

IY H
E

A
R

T
S 

東
北
関
東
大
震

災
義
援
金
募
集
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
開

始
。

山
川
健
一
＋
竹
内
昌
義

声  
言
葉
の
力　
ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク
①「
声  

言
葉
の
力  

ぼ
く
た
ち
の
未
来
宣
言
」　

日
時
＝一〇
月
三一日﹇
水
﹈一八
時
〜
一
九
時
三
〇
分

T
U

A
D

 m
ixin

g
! 2012

『
記
憶
の
声 V

o
ices o

f M
em

o
ry

』

山
川
健
一

K
enichi Yam

akaw
a

一
九
五
三
年
千
葉
県
生
ま
れ
。
作
家
。 

早
稲
田
大
学
商
学
部
卒
業
。
在
学
中
の 

一
九
七
七
年
に
『
鏡
の
中
の
ガ
ラ
ス
の 

船
』
で
「
群
像
」
新
人
文
学
賞
優
秀
作 

受
賞
。
ロ
ッ
ク
世
代
を
代
表
す
る
小
説 

家
と
し
て
次
々
に
作
品
を
刊
行
。
代
表

作
に
『
壜
の
中
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』（
角
川

書
店
、
一
九
八
一
年
）、『
水
晶
の
夜
』

（
新
潮
社
、
一
九
八
四
年
）、『
安
息
の

地
』（
幻
冬
舎
、
一
九
九
四
年
）、『
こ

こ
が
ロ
ド
ス
だ
、こ
こ
で
跳
べ
！
』（
ア

メ
ー
バ
ブ
ッ
ク
ス
新
社
、
二
〇
一
〇

年
）
な
ど
。
著
書
は
一
〇
〇
冊
を
超
え

る
。
二
〇
一
一
年
よ
り
、新
設
学
科「
文

芸
学
科
」
学
科
長
／
教
授
。
二
〇
一
二

年
よ
り
、
京
都
造
形
芸
術
大
学
／
東
北

芸
術
工
科
大
学
出
版
局
「
藝
術
学
舎
」

編
集
長
。

竹
内
昌
義

M
asayoshi Takeuchi

一
九
六
二
年
神
奈
川
県
生
ま
れ
。
建
築

家
。
株
式
会
社
『
み
か
ん
ぐ
み
』
共
同

主
宰
。
東
京
工
業
大
学
大
学
院
修
士
課

程
修
了
。
建
築
デ
ザ
イ
ン
、
家
具
デ
ザ

イ
ン
、
都
市
デ
ザ
イ
ン
、
空
間
の
造
形

に
関
す
る
一
切
の
こ
と
を
専
門
と
し
て

い
る
。『
愛
・
地
球
博
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー

プ
パ
ビ
リ
オ
ン
』（
二
〇
〇
五
年
）
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
建
築
を
手
が
け
る
。
東

北
芸
術
工
科
大
学
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
建

築
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
長
／
教
授
。

本
学
で
は
『
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
タ
ウ
ン

の
た
め
の
一
〇
の
提
言
』（
二
〇
〇
八

年
）、『
未
来
の
住
宅
―
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
ハ
ウ
ス
の
教
科
書
』（
バ
ジ

リ
コ
、
二
〇
〇
九
年
）
で
エ
コ
ハ
ウ
ス

に
つ
い
て
研
究
し
、
実
際
に
設
計
、
建

設
を
進
め
る
。
近
書
に
『
原
発
と
建
築

家
』（
学
芸
出
版
社
、二
〇
一
二
年
）、『
図

解 

エ
コ
ハ
ウ
ス
』（
エ
ク
ス
ナ
レ
ッ
ジ
、

二
〇
一
二
年
）
な
ど
。
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安
全
な
産
地
を
選
ん
で
買
う
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
山
形
の
米

は
い
ま
の
と
こ
ろ
大
丈
夫
で
す
が
、
つ
く
り
手
が
分
か
る
も
の

を
選
ん
だ
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

魚
は
細
か
く
チ
ェ
ッ
ク
す
べ
き
で
す
。
マ
グ
ロ
な
ど
の
回
遊

魚
か
ら
は
い
ま
の
と
こ
ろ
放
射
性
物
質
は
出
て
い
ま
せ
ん
が
、

ハ
マ
チ
や
ブ
リ
は
食
べ
な
い
よ
う
に
。
肉
と
い
え
ば
牛
肉
と
豚

肉
で
す
が
、
豚
は
輸
入
飼
料
を
餌
付
け
し
て
い
る
の
で
そ
れ
ほ

ど
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
牛
は
干
し
草
を
食
べ
て
い
る

の
で
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
や
は
り
ア
メ
リ
カ
産
や
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
産
な
ど
、
産
地
を
選
ん
で
購
入
す
べ
き
で
す
。

飲
料
水
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
し
ま
し
ょ
う
。
福
島
か
ら
汚
染
物

質
が
飛
ん
で
き
て
、
冬
に
な
れ
ば
雪
に
な
っ
て
蔵
王
に
積
も
り
、

春
に
な
る
と
解
け
て
、
山
形
の
盆
地
に
流
れ
て
い
き
ま
す
。
水

道
水
で
コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ
る
の
は
危
険
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
み
ん
な
に
い
い
た
い
こ
と
は
、「
選
挙
に
行
こ

う
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ヒ
ー
ロ
ー
不
在
、
だ
か
ら
自
ら
行
動
す
る

竹
内　
　
「
誰
か
出
て
き
て
何
と
か
し
て
く
れ
な
い
か
」
と
他

人
任
せ
に
し
て
い
る
こ
と
自
体
が
、
非
常
に
よ
く
な
い
と
思
い

ま
す
。
ヒ
ー
ロ
ー
な
ん
て
い
な
い
こ
と
を
自
覚
し
、
待
ち
望
む

姿
勢
を
や
め
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
ヒ
ー
ロ
ー
を
求
め
る
な
ら
、

み
ん
な
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
ま
ず
、
僕
た
ち
が
一
歩
動
か
な
い
と
誰
も
動
か
な
い

と
思
う
の
で
す
。
そ
こ
で
い
ま
、
マ
エ
キ
タ
ミ
ヤ
コ
﹇
注
4
﹈

さ
ん
と
一
緒
に
、
政
治
の
団
体
を
つ
く
る
、
つ
く
ら
な
い
、
と

い
う
話
を
し
て
い
ま
す
。
で
も
大
事
な
の
は
市
民
の
力
で
す
。

市
民
が
動
け
る
よ
う
な
形
を
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
『
脱
原

発
新
聞
』
を
つ
く
っ
て
み
ん
な
に
配
り
、
出
版
し
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
み
な
さ
ん
、『
戦
後
史
の
正
体 

一
九
四
五
―
二
〇

一
二
』（
創
元
社
、
二
〇
一
二
年
）
は
読
み
ま
し
た
か
。
孫
崎

享
さ
ん
と
い
う
外
務
省
元
次
官
が
著
者
で
す
。
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

で
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
上
陸
作
戦
を
事
例
に
こ
う
述
べ
ま
し
た
。「
絶

壁
が
あ
っ
て
、
上
で
ド
イ
ツ
軍
が
待
ち
構
え
て
い
る
。
連
合
軍

は
下
の
海
岸
か
ら
岩
を
登
っ
て
な
ん
と
か
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

だ
け
ど
上
か
ら
撃
っ
て
く
る
か
ら
、
弾
を
浴
び
て
ど
ん
ど
ん
落

ち
て
い
く
。
し
か
し
そ
の
う
ち
の
何
人
か
が
上
へ
の
ぼ
り
、
そ

れ
を
突
破
口
に
し
て
連
合
軍
が
打
ち
勝
っ
た
の
が
ノ
ル
マ
ン
デ

ィ
作
戦
。
そ
れ
と
同
じ
で
、
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
こ
と
の
た

め
に
自
分
が
犠
牲
に
な
る
こ
と
は
し
ょ
う
が
な
い
こ
と
。
人
間

と
し
て
の
覚
悟
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
で
行
動
が
違
っ
て
く

る
」
と
。

山
川　
　

僕
も
官
邸
前
デ
モ
に
何
度
か
行
き
ま
し
た
が
、
そ
こ

で
感
じ
る
の
は
み
ん
な
す
ご
く
本
気
だ
と
い
う
こ
と
。
七
〇
年

代
の
学
生
デ
モ
の
と
き
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
た
学
生
の
み

で
し
た
。
い
ま
は
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
押
し
た
お
母
さ
ん
も
い
れ
ば
、

福
島
か
ら
や
っ
て
き
た
八
〇
歳
の
高
齢
者
も
い
る
。
み
ん
な
政

府
や
メ
デ
ィ
ア
、
そ
し
て
東
電
を
心
の
底
か
ら
怒
り
、
未
来
を

憂
い
て
い
る
。
な
ん
と
か
し
た
い
と
み
ん
な
本
気
で
思
っ
て
い

て
、
そ
の
本
気
さ
が
半
端
じ
ゃ
な
い
。
い
ち
ば
ん
大
事
な
の
は

子
ど
も
で
、
そ
れ
を
守
る
た
め
に
闘
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ

れ
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
ア
ー
ト
も
文
学
も
何
も
か
も
死
ぬ

よ
ね
。

　

怒
り
に
体
が
震
え
て
き
て
、
壁
を
殴
り
た
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
息
苦
し
い
毎
日
を
送
る
こ
と
は
辛
い
も
の

で
す
。
自
分
の
な
か
で
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
と
い
う
こ
と
。
何
か

楽
し
み
を
見
つ
け
る
こ
と
。
人
間
は
楽
し
く
遊
ぶ
た
め
に
生
ま

れ
て
き
た
の
だ
か
ら
、
そ
れ
が
な
く
な
っ
て
し
ま
え
ば
本
末
転

倒
。
新
し
い
価
値
観
を
見
つ
け
て
毎
日
を
楽
し
む
。
こ
れ
が
大

事
な
こ
と
で
す
。

　

反
原
発
を
掲
げ
た
大
学

竹
内　
　

原
発
が
文
部
科
学
省
の
管
轄
だ
と
知
っ
て
い
る
人
は

あ
ま
り
い
な
い
で
し
ょ
う
。
原
発
は
科
学
技
術
庁
と
経
済
産
業

省
が
や
っ
て
い
る
事
業
で
す
が
、
実
は
文
科
省
と
も
結
び
つ
い

て
い
る
の
で
す
。
文
科
省
か
ら
補
助
金
と
い
う
形
で
お
金
を
も

ら
っ
て
い
る
大
学
が
、
そ
れ
に
対
し
て
反
対
と
い
っ
て
い
る
こ

と
自
体
が
す
ご
い
。
い
ま
こ
う
し
て
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
け
れ
ど
、

「
原
発
の
話
を
し
ま
す
。
集
ま
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
堂
々
と
や

れ
る
の
は
多
分
こ
の
大
学
と
姉
妹
校
の
京
都
造
形
芸
術
大
学
だ

け
。
先
日
、
同
僚
の
廣
瀬
俊
介
先
生
と
京
都
造
形
芸
術
大
学
に

行
っ
て
『
原
発
と
環
境
』
と
い
う
話
を
し
て
き
ま
し
た
。
京
都

に
あ
る
国
立
大
学
の
学
生
も
き
て
い
て
、「
大
学
で
こ
ん
な
こ

と
を
話
し
て
い
る
の
は
す
ご
い
」
と
驚
愕
し
て
い
ま
し
た
。

山
川　
　

文
明
哲
学
研
究
所
﹇
注
5
﹈
が
新
し
く
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
徳
山
詳
直
理
事
長
が
発
案
し
た
も
の
で
、
東
北
芸
術
工

科
大
学
と
京
都
造
形
芸
術
大
学
が
日
本
で
は
じ
め
て
公
式
に
反

原
発
を
掲
げ
た
大
学
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
僕

は
こ
の
大
学
を
誇
り
に
思
う
し
、
教
鞭
を
と
れ
る
こ
と
を
非
常

に
幸
福
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
学
生
諸
君
も
そ
う
い
う
大
学
の

一
員
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
ほ
し
い
。
そ
う
い
う
大
学

で
学
ん
で
い
る
の
だ
か
ら
、
教
員
も
学
生
も
関
係
な
く
一
緒
に

ど
う
い
う
未
来
を
設
計
し
て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
、
嘘
の
言
葉

で
は
な
く
て
本
音
の
言
葉
で
、
僕
ら
は
僕
ら
自
身
の
未
来
を
ど

う
や
っ
て
掴
ん
だ
ら
い
い
の
か
を
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
て
い

く
べ
き
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
言
葉
は
隣
人
を
説
得
し
、
言
葉

は
共
同
体
を
結
束
さ
せ
、
言
葉
の
力
が
未
来
を
つ
く
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　

過
去
が
あ
っ
て
今
が
あ
る

山
川　
　

新
し
い
作
品
の
ア
イ
デ
ア
は
必
ず
過
去
に
眠
っ
て
い

ま
す
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
言
語
な
ん
か
ひ
と
つ
も
な
く
、
み
な
お

父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
や
過
去
の
書
物
か
ら
習
っ
た
言
葉
で
す
。

今
回
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
の
『
記
憶
の
樹
』
に
付
け
る

『
言
の
葉
』
に
は
、
過
去
の
人
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
く
こ
と
に

し
ま
し
ょ
う
。
坂
本
竜
馬
で
も
い
い
し
、
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
で

も
い
い
し
、
あ
る
い
は
過
去
の
す
べ
て
の
若
者
へ
で
も
い
い
。

我
々
は
過
去
が
あ
っ
て
、
い
ま
こ
こ
に
い
る
の
だ
か
ら
、
過
去

の
人
た
ち
に
「
二
〇
一
二
年
一
〇
月
三
一
日
現
在
、
私
は
こ
の

よ
う
に
思
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
に
誓
い
ま
す
」
と
書
い
て
、

樹
の
枝
に
結
ん
だ
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。

注
4　

マ
エ
キ
タ
ミ
ヤ
コ

一
九
六
三
年
〜
／
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
、

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

東
京
都
生
ま
れ
。
一
九
八
七
年
電
通
入

社
。
二
〇
〇
二
年
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
『
サ
ス

テ
ナ
』
を
設
立
。
雑
誌
『
エ
コ
コ
ロ
』

編
集
主
幹
。『
一
〇
〇
万
人
の
キ
ャ
ン
ド

ル
ナ
イ
ト
』
呼
び
か
け
人
代
表
・
幹
事
。

京
都
造
形
芸
術
大
学
、
東
北
芸
術
工
科

大
学
客
員
教
授
。

注
5　

文
明
哲
学
研
究
所

東
北
芸
術
工
科
大
学
と
京
都
造
形
芸
術

大
学
が
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
に
設
立

し
た
共
同
研
究
機
関
。
核
廃
絶
と
世
界

平
和
に
向
け
、〈
藝
術
立
国
〉
を
目
指
し
、

専
門
家
に
よ
る
研
究
会
議
、
市
民
講
座

開
講
、
藝
術
平
和
学
を
通
じ
て
、
藝
術

的
視
座
か
ら
新
た
な
文
明
の
哲
学
を
創

造
す
る
研
究
活
動
を
お
こ
な
う
。
発
起

人
に
徳
山
詳
直
（
学
校
法
人
瓜
生
山
学

園
理
事
長
）、
井
原
甲
二（
京
都
造
形
芸

術
大
学
教
授
）、
明
石
康（
元
国
連
事
務

次
長
）、
尾
池
和
夫（
国
際
高
等
研
究
所

所
長
）、
隈
研
吾
（
建
築
家
）、
小
林
隆

彰
（
比
叡
山
延
暦
寺
長
臈
）。
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〈
記
憶
〉
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
最
終
日
の
ト
ー
ク
は
、
展
覧

会
を
締
め
く
く
る
有
意
義
な
場
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
自

体
が
〈
忘
れ
が
た
い
記
憶
〉
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
根
岸

吉
太
郎
氏
の
〈
記
憶
〉
に
ま
つ
わ
る
語
録
を
抜
粋
し
、
以
下
に

記
し
ま
す
。（
抄
録
・
編
集
＝
和
田
菜
穂
子
）

　

視
覚
に
頼
ら
な
い
記
憶

　

僕
な
り
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
震
災
の
記
憶
、
忘
れ
ら
れ
な
い

風
景
に
ち
な
ん
だ
体
験
を
話
し
ま
す
。
被
災
地
で
恐
ろ
し
い
風

景
を
目
の
当
た
り
に
し
て
言
葉
が
出
な
か
っ
た
、
と
い
う
体
験

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
と
は
別
な
話
で
す
。
震
災
後
一
〇
日
目

く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
山
形
空
港
に
降
り
立
っ
た
瞬
間
の
話
で

す
。
と
に
か
く
も
の
す
ご
く
寒
い
の
で
す
。
昔
、
若
い
頃
に
南

の
島
へ
行
っ
て
暑
い
な
と
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
日

本
で
冷
暖
房
の
な
い
空
港
を
体
験
し
た
の
は
は
じ
め
て
で
し
た
。

薄
暗
く
て
冷
え
冷
え
と
し
た
様
子
を
身
体
で
体
感
し
た
こ
と
が
、

記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。
視
覚
と
は
別
の
、
音
、
匂
い
、
温
度

な
ど
、
肌
で
感
じ
た
も
の
は
記
憶
と
し
て
身
体
に
残
る
も
の
だ

と
、
強
く
感
じ
た
わ
け
で
す
。

　

一
方
、
自
分
の
目
で
見
た
も
の
は
、
僕
は
当
て
に
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
去
年
、
今
年
と
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
震

災
の
こ
と
に
触
れ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
す
が
、「
現
場
に
行
く

べ
き
だ
。
体
験
す
べ
き
だ
」
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
述
べ
て

い
ま
す
。「
目
で
見
る
こ
と
も
大
事
だ
け
れ
ど
、
耳
を
澄
ま
し

て
ほ
し
い
」
と
。
目
で
見
て
、〈
自
分
の
記
憶
の
な
か
の
特
別

な
も
の
〉
み
た
い
な
し
ま
い
方
を
す
る
の
で
は
な
く
、
耳
で
音

を
聞
い
た
り
、
肌
で
感
じ
た
り
、
逆
に
視
界
を
遮
断
し
た
と
こ

ろ
で
体
感
的
に
受
け
止
め
て
ほ
し
い
の
で
す
。
そ
し
て
で
き
る

限
り
、
他
人
の
リ
ア
ル
な
声
を
聞
い
て
ほ
し
い
。
体
験
し
た
人

た
ち
の
言
葉
を
聞
い
て
、
受
け
止
め
て
ほ
し
い
の
で
す
。
震
災

を
体
験
し
た
人
に
と
っ
て
も
、
そ
れ
を
聞
く
人
に
と
っ
て
も
、

そ
れ
は
す
ご
く
大
き
な
意
味
を
も
つ
と
思
う
の
で
す
。
視
覚
に

頼
ら
な
い
記
憶
で
、
モ
ノ
を
つ
く
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
今
回
の
『
声
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
と
同
様
で
す
。

　

映
画
は
〈
記
憶
を
つ
く
る
〉
仕
事

　

映
画
は
基
本
的
に
視
覚
の
仕
事
で
、
い
っ
て
み
れ
ば
〈
記
憶

を
つ
く
る
仕
事
〉
で
す
。
映
画
は
撮
っ
た
瞬
間
に
そ
れ
が
記
録

さ
れ
、
あ
る
種
の
記
憶
を
生
み
出
し
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
、

映
画
が
世
の
な
か
に
記
録
と
し
て
残
る
こ
と
は
、
最
近
の
で
き

ご
と
な
の
で
す
。
映
画
自
体
が
た
か
が
一
二
〇
年
く
ら
い
の
歴

史
で
す
。
か
つ
て
は
ア
ー
カ
イ
ブ
な
ん
て
こ
と
は
全
く
考
え
ら

れ
て
い
な
く
て
、「
封
切
ら
れ
て
上
映
さ
れ
た
ら
終
わ
り
」
で

し
た
。

　

僕
は
最
初
に
日
活
と
い
う
映
画
会
社
に
助
監
督
と
し
て
入
り

ま
し
た
が
、
ち
ょ
う
ど
い
ま
、
日
活
一
〇
〇
年
特
集
を
フ
ィ
ル

ム
セ
ン
タ
ー
で
や
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
僕
が
い
ち
ば
ん
最
初

に
撮
っ
た
ロ
マ
ン
ポ
ル
ノ
が
上
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
学
の
頃
、

世
界
の
名
画
を
観
て
勉
強
し
た
場
所
で
、
ロ
マ
ン
ポ
ル
ノ
が
上

映
さ
れ
る
な
ん
て
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
お
か
つ
ビ

デ
オ
に
な
っ
て
残
っ
て
い
く
な
ん
て
、
当
時
は
全
く
意
識
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
い
ま
は
何
か
つ
く
る
際
、〈
記
録
〉
と

い
う
こ
と
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

〈
記
憶
を
つ
く
る
仕
事
〉
と
い
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
観
た
人

た
ち
は
さ
ら
に
勝
手
な
記
憶
を
つ
く
る
の
で
す
。
例
え
ば
あ
る

映
画
を
観
て
、
一
〇
年
後
に
再
び
観
る
と
、
記
憶
が
異
な
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
絶
対
こ
こ
で
硬
い
革
靴
の
音
が
コ

ツ
コ
ツ
と
し
た
」
と
い
う
記
憶
が
あ
る
の
に
、
実
際
は
ス
ニ
ー

カ
ー
を
履
い
て
歩
い
て
い
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
で
も
う
ひ
と
つ
の

記
憶
と
い
う
か
、
物
語
を
つ
く
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

撮
る
側
と
し
て
は
、
撮
影
し
た
も
の
を
編
集
作
業
で
削
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
「
お

蔵
入
り
」
し
て
、
永
遠
に
日
の
目
を
見
な
い
状
態
に
な
る
の
で

す
が
、
撮
っ
た
人
間
は
覚
え
て
い
る
の
で
す
。
一
〇
年
ぐ
ら
い

経
っ
て
そ
の
映
画
を
観
る
と
、「
あ
れ
、
あ
の
シ
ー
ン
が
な
く

な
っ
て
い
る
」
と
、
自
分
が
削
っ
た
こ
と
す
ら
覚
え
て
い
な
い

の
で
す
。
要
は
撮
影
の
記
憶
の
ほ
う
が
、
編
集
し
て
削
っ
た
記

憶
よ
り
強
く
残
っ
て
い
て
、
自
分
の
な
か
で
記
憶
の
ス
ト
ー
リ

ー
と
し
て
、
で
き
あ
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

映
画
に
は
二
種
類
あ
っ
て
、
自
分
が
入
り
込
ん
で
楽
し
い
映

画
と
、
距
離
を
保
っ
て
眺
め
る
の
が
楽
し
い
映
画
が
あ
り
ま
す
。

映
画
監
督
の
感
覚
で
い
う
と
、
カ
メ
ラ
を
主
観
的
に
自
分
の
目

の
よ
う
に
扱
う
と
き
と
、
客
観
的
に
外
側
か
ら
全
体
を
写
す
と

き
と
の
違
い
で
す
。
そ
の
違
い
が
記
憶
に
も
あ
る
と
思
う
の
で

す
。
映
画
は
そ
も
そ
も
い
か
に
し
て
写
真
が
動
く
か
、
と
い
う

と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
も
の
で
す
。
ス
タ
ー
ト
地
点

の
写
真
は
、ま
さ
に
「
記
録
で
あ
り
、同
時
に
記
憶
で
も
あ
る
」

と
い
う
不
思
議
な
メ
デ
ィ
ア
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
形
で
重
層
的

に
映
画
を
め
ぐ
る
記
憶
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

輪
郭
の
な
い
空
気
感

　

エ
ッ
ト
レ
・
ソ
ッ
ト
サ
ス
﹇
注
1
﹈
と
い
う
僕
が
好
き
な
イ

タ
リ
ア
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
い
ま
す
。
彼
の
デ
ザ
イ
ン
の
話
で
は

な
く
て
、
彼
が
撮
っ
た
写
真
の
話
で
す
。
そ
れ
は
彼
が
デ
ザ
イ

ン
す
る
輪
郭
の
は
っ
き
り
し
た
も
の
で
は
な
く
、
微
妙
な
視
点

で
な
お
か
つ
微
妙
な
空
気
感
を
感
じ
る
写
真
で
し
た
。
日
常
的

な
視
点
で
撮
ら
れ
、
そ
れ
ま
で
誰
か
が
寝
て
い
た
よ
う
な
ベ
ッ

ド
の
跡
だ
っ
た
り
、
吸
い
終
わ
っ
た
煙
草
が
灰
皿
に
押
し
付
け

ら
れ
て
い
た
り
、
ち
ょ
っ
と
前
ま
で
い
た
誰
か
の
存
在
を
感
じ

る
も
の
で
す
。
本
人
も
そ
う
い
う
こ
と
に
興
味
が
あ
り
、
好
き

だ
と
い
っ
て
い
ま
す
。
彼
の
デ
ザ
イ
ン
が
し
っ
か
り
と
し
た
色

彩
で
メ
リ
ハ
リ
が
あ
る
の
に
対
し
、
彼
の
写
真
は
輪
郭
の
な
い

空
気
感
を
写
し
取
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

記
憶
を
固
め
る
、
記
憶
が
ひ
ろ
が
る

　

記
憶
は
不
確
か
な
モ
ノ
で
す
が
、
逆
に
す
ご
く
確
か
な
モ
ノ

も
出
て
き
ま
す
。
繰
り
返
し
反
復
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
確
か

に
な
っ
て
し
ま
う
記
憶
で
す
。
僕
は
一
二
歳
の
頃
、
通
学
で
使

っ
て
い
た
明
大
前
駅
の
階
段
を
あ
が
り
な
が
ら
、「
い
ま
一
二

段
目
の
階
段
を
あ
が
っ
て
い
る
、
こ
の
感
覚
を
い
つ
ま
で
覚
え

て
い
る
の
だ
ろ
う
」
と
ふ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
す
ご

く
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
の
で
す
。
毎
日
通
る
た
び
に
そ
の
記
憶

を
す
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
お
か
げ
で
、
い
ま
だ
に
そ
こ
を
通
る

た
び
に
思
い
出
し
ま
す
。
そ
う
い
う
風
に
記
憶
を
固
め
て
し
ま

う
と
、
何
の
面
白
み
の
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
ね
。

　

そ
の
一
方
で
、
歳
を
重
ね
る
に
つ
れ
、〈
記
憶
が
ひ
ろ
が
っ

て
い
く
〉
と
い
う
奇
妙
な
経
験
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

き
っ
と
自
分
で
勝
手
に
つ
く
り
出
し
て
い
る
記
憶
だ
と
思
い
ま

す
。
記
憶
は
基
本
的
に
は
自
分
が
体
験
し
た
も
の
に
よ
っ
て
つ

く
ら
れ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
僕
の
よ
う
に
映
画
を
生
業

に
し
て
い
る
と
、
自
分
が
体
験
し
た
こ
と
が
な
い
時
代
や
で
き

ご
と
を
撮
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
『
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
妻
〜

桜
桃
と
タ
ン
ポ
ポ
〜
』﹇
注
2
﹈
を
撮
っ
た
と
き
は
、
戦
後
の

街
並
み
を
舞
台
セ
ッ
ト
と
し
て
つ
く
り
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と

自
分
は
そ
こ
を
通
過
し
た
こ
と
が
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
あ
た

か
も
自
分
が
体
験
し
た
〈
記
憶
の
街
〉
に
な
る
の
で
す
。
僕
ら

は
自
分
た
ち
を
、「
戦
争
を
知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
」
と
呼
ん

で
い
る
馬
鹿
な
世
代
で
す
。
で
も
、「
結
構
知
っ
て
い
る
」
と

感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
き
っ
と
前
の
世
代
が
語
っ
て
い
た

り
、
映
画
や
本
の
な
か
で
得
た
こ
と
を
、
勝
手
に
自
分
の
記
憶

に
潜
り
込
ま
せ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
見
た
こ
と
も
聞
い
た
こ

と
も
な
い
け
れ
ど
、
勝
手
に
つ
く
り
あ
げ
た
記
憶
の
よ
う
な
も

の
と
、
自
分
が
体
験
し
た
脆
い
記
憶
と
、
そ
の
差
が
だ
ん
だ
ん

な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
何
が
記
憶
で
、
何
が
つ
く
り
あ
げ

た
も
の
な
の
か
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
映
画
も
す
ご
く
〈
脆

い
も
の
〉
だ
と
思
い
ま
す
。
人
は
脆
さ
を
支
え
よ
う
と
し
て
、

何
か
物
語
を
つ
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

根
岸
吉
太
郎

拡
張
す
る
記
憶　
ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク
②「
記
憶
と
風
景  

忘
れ
ら
れ
な
い
風
景
」　

日
時
＝一一月
八
日﹇
木
﹈一八
時
三
〇
分
〜
二
〇
時

T
U

A
D

 m
ixin

g
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根
岸
吉
太
郎

K
ichitaro N

egishi

一
九
五
〇
年
東
京
都
生
ま
れ
。
映
画
監

督
。
早
稲
田
大
学
第
一
文
学
部
演
劇
学

科
卒
業
後
、
一
九
七
四
年
日
活
に
入
社
。

『
オ
リ
オ
ン
の
殺
意
よ
り
、
情
事
の
方

程
式
』（
一
九
七
八
年
）
で
監
督
デ
ビ
ュ

ー
。
そ
の
後
『
遠
雷
』（
一
九
八
一
年
）

で
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
賞
監
督
賞
、
芸
術
選

奨
新
人
賞
を
受
賞
す
る
。
さ
ら
に
『
雪

に
願
う
こ
と
』（
二
〇
〇
五
年
）
で
、
東

京
国
際
映
画
祭
の
グ
ラ
ン
プ
リ
、
監
督

賞
を
は
じ
め
と
す
る
史
上
初
の
四
冠
を

獲
得
。『
サ
イ
ド
カ
ー
に
犬
』（
二
〇
〇

七
年
）
も
好
評
を
博
し
た
。『
ヴ
ィ
ヨ
ン

の
妻
〜
桜
桃
と
タ
ン
ポ
ポ
〜
』
で
二
〇

〇
九
年
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
世
界
映
画
祭

の
最
優
秀
監
督
賞
を
受
賞
。
二
〇
一
〇

年
に
紫
綬
褒
章
を
受
賞
。
二
〇
〇
九
年

よ
り
東
北
芸
術
工
科
大
学
デ
ザ
イ
ン
工

学
部
映
像
学
科
教
授
、
学
科
長
。
二
〇

一
一
年
よ
り
東
北
芸
術
工
科
大
学
学
長
。

注
1　

エ
ッ
ト
レ
・
ソ
ッ
ト
サ
ス

（E
ttore Sottsass

）

一
九
一
七
年
〜
二
〇
〇
七
年
／
建
築
家
、

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー

現
在
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
イ
ン
ス
ブ
ル

ッ
ク
生
ま
れ
。
一
九
三
九
年
、
ト
リ
ノ

工
科
大
学
建
築
科
学
士
号
取
得
。
一
九

四
七
年
、
ミ
ラ
ノ
に
建
築
事
務
所
を
創

設
。
ポ
ル
ト
ロ
ノ
ー
ヴ
ァ
社
ア
ー
ト
・

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
オ
リ
ベ
ッ
テ
ィ
社
電

子
工
学
部
門
顧
問
を
経
て
、
一
九
八
一

年
、
国
際
的
デ
ザ
イ
ン
グ
ル
ー
プ
『
メ

ン
フ
ィ
ス
』
を
結
成
。
家
具
や
製
品
デ

ザ
イ
ン
の
ほ
か
、
空
港
の
内
装
、
世
界

各
地
の
店
舗
や
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
、
個
人

邸
な
ど
の
設
計
を
手
が
け
る
。
派
手
で

独
創
性
に
優
れ
た
デ
ザ
イ
ン
で
、
二
〇

世
紀
の
デ
ザ
イ
ン
界
を
牽
引
し
た
人
物
。

注
2　

ヴ
ィ
ヨ
ン
の
妻
〜
桜
桃
と
タ
ン

ポ
ポ
〜

二
〇
〇
九
年
製
作
の
日
本
映
画
。
監
督
、

根
岸
吉
太
郎
。
キ
ャ
ス
ト
に
松
た
か
子
、

浅
野
忠
信
、
室
井
滋
、
伊
武
雅
刀
な
ど
。

Ｐ
Ｇ
一
二
指
定
。
原
作
は
太
宰
治
の
短

編
小
説
『
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
妻
』。こ
の
映
画

の
他
に
も
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
、
オ
ー
デ

ィ
オ
ブ
ッ
ク（
カ
セ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
）、
舞

台
化
、
コ
ミ
ッ
ク
化
な
ど
派
生
作
品
が

多
数
あ
る
。
戦
後
の
東
京
で
、
才
能
が

あ
り
な
が
ら
も
放
蕩
三
昧
を
続
け
る
小

説
家
・
大
谷
と
、
夫
を
健
気
に
支
え
て

暮
ら
す
妻
・
佐
知
の
物
語
。
第
三
三
回

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
世
界
映
画
祭
で
最
優

秀
監
督
賞
を
受
賞
。
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トーク『記憶のなかの言葉』／東北芸術工科大学本館7階ギャラリー

　

現
代
美
術
家
と
し
て
世
界
の
最
前
線
で
活
躍
中
の
宮
島
達
男

氏
を
お
迎
え
し
、
ア
ー
ト
に
お
け
る
〈
言
葉
〉
の
重
要
性
に
つ

い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
い
ま
ま
で
本
学
で
お

こ
な
わ
れ
て
き
た
展
覧
会
と
の
差
異
に
つ
い
て
も
、
客
観
的
な

ご
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。（
抄
録
・
編
集
＝
和
田
菜
穂
子
）

　
「
は
じ
め
に
言
葉
あ
り
き
」

　

こ
れ
は
新
約
聖
書
の
言
葉
で
、
ゲ
ー
テ
の
フ
ァ
ウ
ス
ト
に
も

登
場
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
神

の
言
葉
（
ロ
ゴ
ス
）
で
世
界
が
創
世
さ
れ
、
言
葉
こ
そ
こ
の
世

の
根
源
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
で
す
。
言
葉
は
神
と
と
も
に
あ

り
、
神
の
言
葉
に
よ
っ
て
世
界
は
創
造
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
だ

か
ら
言
葉
に
は
〈
言
霊
〉
と
い
う
強
い
パ
ワ
ー
が
宿
っ
て
い
る

の
で
す
。
こ
の
展
覧
会
で
は
原
初
的
な
〈
言
葉
〉
そ
の
も
の
を

取
り
あ
げ
て
い
る
点
に
お
い
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
展
示
だ

と
思
い
ま
し
た
。

　

心
の
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

人
間
の
声
は
楽
器
な
の
で
共
振
し
ま
す
。
声
に
想
い
を
乗
せ

て
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
発
す
る
と
、
相
手
に
心
が
通
じ
る
も

の
で
す
。
そ
の
想
い
が
強
け
れ
ば
強
い
ほ
ど
伝
わ
り
や
す
い
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
極
端
な
話
、
意
味
が
わ
か
ら
な
く

て
も
通
じ
る
の
で
す
よ
。
例
え
ば
外
国
人
の
レ
ク
チ
ャ
ー
で
、

言
葉
の
意
味
が
わ
か
ら
な
く
て
も
、
声
だ
け
で
そ
の
人
の
い
い

た
い
こ
と
が
分
か
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
展
示
で
は
〈
声
に
耳
を
傾
け
る
〉
仕
組
み
が
で
き
て
い

ま
す
。
こ
の
行
為
は
創
造
力
の
原
点
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

相
手
の
声
に
耳
を
傾
け
、
聞
け
ば
聞
く
ほ
ど
、
自
分
の
内
側
の

声
や
心
が
喚
起
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
展
示
空
間
は
、
ぱ
っ

と
見
た
だ
け
で
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
ふ
だ
ん
意
識
し
な
い
他

者
の
声
に
心
を
動
か
さ
れ
る
、
そ
う
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
空
間
自
体
に
ど
う
ド
ラ
マ
ツ
ル
ギ
ー
を
も
た
せ

る
か
、
き
ち
ん
と
考
え
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
と
て
も
イ
ン
テ

レ
ク
チ
ュ
ア
ル
で
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
な
展
示
だ
と
思
い
ま
す
。

本
学
で
は
非
常
に
珍
し
い
タ
イ
プ
の
展
覧
会
で
す
。
耳
を
澄
ま

せ
て
、
何
か
自
分
で
考
え
る
き
っ
か
け
を
見
つ
け
る
、
そ
う
い

う
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

見
せ
る
た
め
の
空
間
を
つ
く
る
の
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
仕
事

で
す
。
例
え
ば
抽
象
表
現
主
義
の
マ
ー
ク
・
ロ
ス
コ
は
、
自
分

の
作
品
の
隣
に
掛
か
っ
て
い
た
作
品
を
移
動
さ
せ
た
く
ら
い
、

作
品
と
空
間
の
関
連
性
に
こ
だ
わ
っ
た
作
家
で
し
た
。
そ
の
後

ロ
ス
コ
は
『
ロ
ス
コ
チ
ャ
ペ
ル
』
と
い
う
特
殊
な
空
間
を
つ
く

り
、
空
間
全
部
が
作
品
で
あ
る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。『
記
憶

の
声
』
の
展
覧
会
で
は
聞
か
せ
る
た
め
の
空
間
づ
く
り
を
し
た
、

と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
フ
ィ
ジ
カ
ル
に〈
声
〉を
出
す
こ
と

　

美
術
家
の
山
口
勝
弘
﹇
注
1
﹈
は
「
あ
る
形
式
を
突
破
す
る

と
き
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
い
う
形
式
は
有
効
で
あ
る
」
と
述

べ
ま
し
た
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
い
う
の
は
行
動
、
声
に
出
す

こ
と
を
指
し
ま
す
。
こ
の
展
示
は
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
毎
日
お

こ
な
う
な
ど
、
と
て
も
パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ブ
に
開
か
れ
た
も
の

で
す
。〈
声
〉
の
ア
ー
カ
イ
ブ
を
図
書
館
に
残
し
て
い
く
、
と

い
う
の
も
〈
記
憶
〉
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
時
代
に
〈
声
〉
と
い
う
も
の
を
信
じ
よ
う
と
し
て
い
る

姿
は
、
明
る
く
逞
し
い
と
思
い
ま
す
。
い
ま
の
世
の
な
か
、
暗

い
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
〈
声
〉
な
の
で
す
。

朝
起
き
た
と
き
、
家
族
に
「
お
は
よ
う
」
と
い
っ
て
起
き
て
く

る
の
か
、
そ
れ
と
も
黙
っ
て
起
き
て
出
か
け
る
の
か
。
全
く
気

持
ち
が
異
な
り
ま
す
。運
動
で
負
け
て
い
る
と
き
も「
声
出
せ
」

っ
て
い
う
で
し
ょ
う
。
僕
は
体
育
会
系
な
ん
で
、
フ
ィ
ジ
カ
ル

に
〈
声
〉
を
出
す
こ
と
で
、
前
向
き
に
な
れ
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。
こ
の
展
示
は
未
来
を
突
破
し
て
い
く
、
と
て
も
明
る
い
感

じ
が
し
ま
す
。

　

僕
が
最
初
に
作
家
と
し
て
自
分
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
出
し

は
じ
め
た
の
は
、
町
の
な
か
で
声
を
あ
げ
る
こ
と
か
ら
で
し
た
。

フ
ィ
ジ
カ
ル
な
ヴ
ォ
イ
ス
で
す
。
渋
谷
の
交
差
点
の
真
ん
な
か

で
声
を
「
あ
ー
っ
」
と
あ
げ
る
と
、
み
ん
な
が
び
っ
く
り
し
ま

す
。
そ
れ
を
記
録
し
ま
し
た
。「
誰
か
に
向
か
っ
て
、
何
か
を

発
信
す
る
」
と
い
う
の
は
最
初
か
ら
変
わ
ら
な
い
ス
タ
ン
ス
で

す
ね
。
実
は
そ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
ず
っ
と
封
印
し
て
い
た

の
で
す
が
、
一
九
九
五
年
に
『
カ
ウ
ン
タ
ー
・
ヴ
ォ
イ
ス
』
と

し
て
再
開
し
は
じ
め
ま
し
た
。

　
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
で
き
な
い
ア
ー
ト

　

か
つ
て
現
代
美
術
の
動
向
は
、「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
ビ
エ
ン
ナ

ー
レ
と
ド
ク
メ
ン
タ
を
観
れ
ば
分
か
る
」
と
い
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
い
ま
で
は
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
、
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
数
も
三

倍
以
上
に
な
り
、
世
界
の
動
向
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

上
海
、
バ
ー
ゼ
ル
、
香
港
、
マ
イ
ア
ミ
な
ど
で
毎
年
お
こ
な
わ

れ
る
ア
ー
ト
フ
ェ
ア
で
は
、
似
た
よ
う
な
作
品
が
出
ま
わ
り
、

売
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
ア
ー
ト
フ
ェ
ア
で
扱
え
る
も
の
は
、

ハ
ン
ド
リ
ン
グ
が
可
能
な
も
の
で
す
。
最
新
の
元
気
の
い
い
ア

ー
ト
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
イ
ベ
ン
ト

型
な
の
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
で
い
ま
、
さ
か
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
展
覧
会
も
そ
う
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
ハ
ン
ド
リ

ン
グ
が
で
き
な
い
も
の
で
、
現
場
で
起
こ
っ
て
い
る
ハ
プ
ニ
ン

グ
そ
の
も
の
が
ア
ー
ト
な
の
で
す
。
こ
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
も

ま
さ
し
く
そ
う
で
す
ね
。

　

言
葉
を
介
さ
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

私
の
芸
大
の
恩
師
・
榎
倉
康
二
﹇
注
2
﹈
先
生
は
、
そ
も
そ

も
口
が
重
い
方
で
、
む
し
ろ
し
ぐ
さ
や
オ
ー
ラ
で
語
る
人
で
し

た
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
で
デ
ビ
ュ
ー
後
、
あ
る
飲

み
屋
に
み
ん
な
が
集
ま
り
、
乾
杯
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
す
る
と
、
先
生
が
か
つ
ん
と
グ
ラ
ス
を
ぶ
つ
け
て
き

た
の
で
す
。
そ
し
た
ら
あ
っ
と
い
う
間
に
、
も
っ
て
い
た
グ
ラ

ス
が
割
れ
、
僕
は
呆
然
と
立
ち
尽
く
し
て
し
ま
う
、
と
い
う
一

幕
が
あ
り
ま
し
た
。
凱
旋
展
示
で
手
を
抜
い
た
こ
と
を
先
生
は

見
抜
き
、
そ
れ
を
批
判
し
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
以

来
僕
は
絶
対
に
手
を
抜
か
な
い
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
言
葉
を
介
さ
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
想
像
力
を

働
か
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
武
満
徹
﹇
注
3
﹈
の
『
音
、
沈

黙
と
測
り
あ
え
る
ほ
ど
に
』
は
、
音
が
す
る
領
域
と
、
沈
黙
つ

ま
り
無
音
の
状
態
と
、
等
価
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
い
っ
て

い
ま
す
。

　
「
君
は
展
覧
会
の一
部
」

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
ひ
と
り
で
は
何
も
で
き
な
い
の
で
す
。
美

術
館
、
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
手
伝
っ
て
く
れ
る
ス
タ
ッ
フ
が
い
て
、

展
覧
会
は
成
り
立
ち
ま
す
。
展
覧
会
を
つ
く
る
こ
と
が
ひ
と
つ

の
大
き
な
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
の
で
す
。
そ
れ
を
手
伝
っ

た
君
は
「
パ
ー
ト
・
オ
ブ
・
イ
ッ
ト
」。
君
も
展
覧
会
を
つ
く
っ

て
い
る
ひ
と
り
で
す
。
先
生
方
が
本
気
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、

学
生
に
は
そ
れ
が
伝
わ
っ
た
は
ず
。
い
い
も
の
を
つ
く
り
た
い

一
身
で
、
普
段
と
は
異
な
る
先
生
方
の
姿
を
見
て
、
驚
い
た
か

も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
そ
れ
は
本
気
だ
か
ら
。
彼
ら
の
本
気
の

バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
学
生
の
み
ん
な
に
も
伝
わ
っ
た
は
ず

で
す
。

　

こ
の
場
で
の
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
、
こ
こ
で
し
か
理
解
で

き
な
い
で
し
ょ
う
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
動
画
を
配
信
し
た
と

し
て
も
、
リ
ア
ル
な
空
気
は
充
分
に
は
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ

に
き
て
い
な
い
人
に
、
今
日
の
ト
ー
ク
が
ど
う
だ
っ
た
か
、
上

手
に
伝
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
声
で
伝
え
る
こ
と
は
重
要

で
す
か
ら
。

宮
島
達
男

伝
達
す
る
声
の
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン　
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト「
記
憶
の
な
か
の
言
葉
」　

日
時
＝一一月
七
日﹇
水
﹈一四
時
〜
一五
時
三
〇
分
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注
2　

榎
倉
康
二（
え
の
く
ら
こ
う
じ
）

一
九
四
二
年
〜
一
九
九
五
年
／
美
術
家

東
京
都
生
ま
れ
。
東
京
藝
術
大
学
大
学

院
油
画
専
攻
修
了
。
一
九
七
〇
年
、『
第

一
〇
回
日
本
国
際
美
術
展
〈
人
間
と
物

質
〉』に
リ
チ
ャ
ー
ド
・
セ
ラ
、
ク
リ
ス

ト
、
高
松
次
郎
ら
と
と
も
に
弱
冠
二
七

歳
で
出
品
。
壁
や
布
に
廃
油
を
染
み
込

ま
せ
、
そ
の
物
質
感
を
見
せ
る
作
品
を

展
開
す
る
。
一
九
七
一
年
に
パ
リ
・
ビ

エ
ン
ナ
ー
レ
で
作
品
『
壁
』
を
出
品
し

世
界
か
ら
注
目
を
集
め
る
。
一
九
七
八

年
、
一
九
八
〇
年
と
連
続
し
て
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
に
出
品
。
東
京

芸
術
大
学
教
授
・
同
大
学
写
真
セ
ン
タ

ー
長
と
し
て
在
職
中
の
一
九
九
五
年
に

急
逝
。
そ
の
後
、
東
京
現
代
美
術
館
で

大
規
模
な
回
顧
展
が
開
催
さ
れ
る
。

注
3　

武
満
徹
（
た
け
み
つ
と
お
る
） 

一
九
三
〇
年
〜
一
九
九
六
年
／
作
曲
家

東
京
都
生
ま
れ
。
現
代
音
楽
の
分
野
で

世
界
的
に
評
価
の
高
い
、
日
本
を
代
表

す
る
作
曲
家
。
清
瀬
保
二
に
短
期
間
師

事
し
た
後
、
ほ
ぼ
独
学
で
作
曲
を
は
じ

め
る
。
一
九
五
〇
年
に
ピ
ア
ノ
曲
『
二

つ
の
レ
ン
ト
』
と
評
論
『
ポ
ー
ル･

ク

レ
ー
論
』
を
発
表
。
翌
年
、
秋
山
邦
晴
、

鈴
木
博
義
ら
と
前
衛
芸
術
家
グ
ル
ー
プ

『
実
験
工
房
』
を
結
成
す
る
。
一
九
五

七
年
、
来
日
中
の
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ

ー
に
『
弦
楽
の
た
め
の
レ
ク
イ
エ
ム
』

を
認
め
ら
れ
、
一
躍
楽
壇
に
登
場
。
コ

ン
サ
ー
ト
・
ピ
ー
ス
か
ら
電
子
音
楽
、

映
画
音
楽
、
舞
台
音
楽
、
ポ
ッ
プ
ソ
ン

グ
ま
で
、
創
作
の
分
野
は
多
岐
に
わ
た

る
。
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
と
し
て
も
知
ら
れ

る
。『
音
、
沈
黙
と
測
り
あ
え
る
ほ
ど

に
』（
新
潮
社
、
一
九
七
一
年
）
な
ど

著
書
多
数
。
一
九
八
五
年
、
フ
ラ
ン
ス

芸
術
文
化
勲
章
、
一
九
九
四
年
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
放
送
文
化
賞
受
賞
。

宮
島
達
男

Tatsuo M
iyajim

a

一
九
五
七
年
東
京
都
生
ま
れ
。
現
代
美

術
家
。
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
美
術
研

究
科
絵
画
専
攻
修
了
。
現
在
、
東
北
芸

術
工
科
大
学
副
学
長
、
京
都
造
形
芸
術

大
学
副
学
長
兼
務
。
一
か
ら
九
ま
で
の

数
字
に
よ
る
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド （
Ｌ
Ｅ

Ｄ
）
の
デ
ジ
タ
ル
カ
ウ
ン
タ
ー
を
使
用

し
た
作
品
を
発
表
し
国
際
的
な
評
価
を

得
る
。
一
九
八
八
年
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
ア
ペ
ル
ト
部
門
へ
の

参
加
を
皮
切
り
に
、 

国
内
外
で
の
重
要

な
現
代
美
術
展
に
多
数
参
加
。
ロ
ン
ド

ン
の
テ
ー
ト
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
州
立
近
代
美
術
館
、
東
京
都
現
代

美
術
館
な
ど
に
作
品
が
所
蔵
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
六
本
木
ヒ
ル
ズ
内
の
テ
レ
ビ

朝
日
外
壁
や
東
京
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ
な
ど
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
作
品
も
多
い
。

http://www.tatsuom
iyajim

a.com
/jp/

注
1　

山
口
勝
弘

（
や
ま
ぐ
ち
か
つ
ひ
ろ
）

一
九
二
八
年
〜
／
美
術
家

東
京
都
生
ま
れ
。
ビ
デ
オ
ア
ー
ト
の
先

駆
者
と
し
て
国
際
的
に
知
ら
れ
る
。
日

本
大
学
法
学
部
在
学
中
、『
第
一
回
読
売

ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
』
に
出
品
。
一
九

五
一
年
『
実
験
工
房
』
で
『
ヴ
ィ
ト
リ

ー
ヌ
』
を
発
表
。
一
九
六
六
年
、
代
表

作
『
Ｃ
の
関
係
』
を
発
表
。一
九
七
〇
年

の
万
国
博
覧
会
で
は
『
三
井
グ
ル
ー
プ

館
』
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
担
当
し
、
自

ら
の
作
品
『
光
の
立
方
体
』
を
発
表
。

音
楽
、
演
劇
、
映
像
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア

と
関
連
し
た
前
衛
的
な
造
形
に
と
り
く

み
、
戦
後
、
多
く
の
前
衛
芸
術
運
動
に

参
加
し
た
。
筑
波
大
学
、
神
戸
芸
術
工

科
大
学
で
教
鞭
を
と
る
。
二
〇
〇
六
年
、

神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
で
回
顧
展
開

催
。
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展
覧
会
開
催
中
、
大
き
く
三
種
類
の
イ
ベ
ン
ト
を
催
し
、
生

の
声
を
集
め
て
い
き
ま
し
た
。
本
館
七
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
ト

ー
ク
イ
ベ
ン
ト
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
、
屋
外

で
展
開
し
た
白
い
椅
子
の
企
画
で
す
。

　

白
い
椅
子
の
あ
る
風
景

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
わ
れ
た
グ
レ
ー
な
空
間
。
本
館
前
は
単

に
移
動
す
る
た
め
の
通
過
地
点
で
し
か
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
い
ま
だ
か
つ
て
、
学
生
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
長
い
時
間

滞
留
し
て
い
る
場
面
を
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
『
声
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
は
白
い
椅
子
を
二
〇
〇
脚
用

意
し
、
そ
こ
に
座
り
山
形
市
街
地
の
風
景
を
眺
め
、
友
人
と
語

り
合
う
場
を
設
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
名
も
『
声
の
広

場
』
と
命
名
し
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
創
出

し
ま
し
た
。
バ
ス
停
か
ら
階
段
を
昇
り
本
館
へ
向
か
う
と
、
白

い
椅
子
が
並
ぶ
風
景
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。

　

白
い
椅
子
に
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
貼
り
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
学

生
の
声
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
携
帯
端
末
を
か
ざ
す
と
、
顔
や
名
前
の
知
ら
な
い
、
学
生
の

声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
そ
の
声
は
本
学
に
存
在
す
る
〈
誰
か

の
声
〉
で
あ
る
こ
と
に
は
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
匿
名

の
声
に
耳
を
傾
け
る
仕
掛
け
を
考
え
ま
し
た
。

　

ま
た
『
声
の
広
場
』
で
は
、
大
き
く
二
種
類
の
学
生
企
画
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
白
い
椅
子
を
使
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
た
め
の
企
画
と
、
そ
の
配
置
に
こ
だ
わ
っ
た
イ
ン
ス
タ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
学
生
ス
タ
ッ
フco

ice

に
よ
る
一
三
日
間

に
わ
た
る
毎
朝
異
な
る
レ
イ
ア
ウ
ト
は
、
学
生
た
ち
の
間
で
話

題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
白
い
椅
子
が
登
場
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
無
機

質
だ
っ
た
静
的
な
空
間
が
動
的
な
空
間
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
。〈
白
い
椅
子
の
あ
る
風
景
〉
は
、
人
々
の
記
憶
に
深
く
イ

ン
プ
ッ
ト
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
白
い
椅
子
は
み
ん
な
の
声

を
乗
せ
た
〈
記
憶
の
装
置
〉
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

心
に
響
い
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
以
外
の
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。
日
本

の
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
界
を
リ
ー
ド
す
る
平
山
素
子
氏

に
よ
る
一
夜
限
り
の
公
演
。
舞
台
演
出
は
数
多
く
の
実
験
的
演

出
の
経
験
を
も
つR

esp
o

n
sive E

n
viro

n
m

en
t

。
西
澤
高

男
は
光
の
演
出
を
、
酒
井
聡
は
音
の
演
出
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

平
山
と
は
ほ
ぼ
即
興
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
し
た
が
、
双
方

の
高
い
演
出
力
は
見
事
で
し
た
。
声
、
音
、
光
が
空
間
に
交
錯

し
た
ダ
ン
ス
の
実
験
公
演
に
観
客
は
心
を
震
わ
せ
、
い
つ
し
か

目
に
は
涙
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

女
神
の
よ
う
に
神
々
し
く
登
場
し
た
平
山
。
し
な
や
か
な
身

体
が
、
鈴
の
音
と
と
も
に
暗
闇
か
ら
浮
か
び
あ
が
り
、
整
列
さ

れ
た
白
い
椅
子
の
間
を
せ
わ
し
な
く
動
き
ま
わ
り
ま
し
た
。
会

場
に
は
複
数
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
声
が
交
差
し
合
い
、
天
井
か

ら
つ
り
さ
げ
ら
れ
た
豆
電
球
が
、
ぶ
ら
ん
ぶ
ら
ん
と
宙
を
行
き

交
い
ま
す
。
椅
子
の
上
に
す
っ
と
立
ち
あ
が
っ
た
女
神
は
、
嗚

咽
す
る
か
の
よ
う
に
、
連
な
る
葉
っ
ぱ
を
口
か
ら
引
き
ず
り
出

し
ま
す
。
ま
る
で
『
言
の
葉
』
を
吐
き
出
す
か
の
よ
う
に
。

　

い
つ
し
か
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
声
が
遠
の
き
、
沈
黙
と
暗
闇
が

続
き
ま
す
。
す
る
と
突
然
、
白
い
椅
子
が
津
波
に
襲
わ
れ
た
か

の
よ
う
に
次
々
と
な
ぎ
倒
さ
れ
、
言
葉
の
樹
の
元
に
押
し
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
女
神
は
鎮
魂
歌
の
よ
う
に
静
か
に
流
れ
は
じ
め

た
ピ
ア
ノ
曲
に
合
わ
せ
、
と
き
に
は
妖
艶
な
姿
で
舞
い
、
と
き

に
は
少
女
の
よ
う
に
身
を
震
わ
し
、
と
き
に
は
子
ど
も
の
よ
う

に
身
体
を
硬
直
さ
せ
、
言
葉
に
な
ら
な
い
声
を
身
体
で
表
現
し

ま
し
た
。
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、
鈴
の
音
と
と
も
に
、
静
か
に
立

ち
去
っ
て
い
き
ま
す
。
決
し
て
振
り
返
ら
ず
に
、
き
っ
ぱ
り
と

し
た
意
志
を
も
っ
て
。

実
験
公
演
『
音
、
身
体
、
空
間
』

日
時
＝
一
一
月
一
日
﹇
木
﹈
一
九
時
〜
一
九
時
三
〇
分

会
場
＝
東
北
芸
術
工
科
大
学
本
館
七
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

平
山
素
子

M
otoko H

irayam
a

愛
知
県
出
ま
れ
。
ダ
ン
サ
ー
。
筑
波
大

学
大
学
院
体
育
研
究
科
修
了
。
幼
少
よ

り
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
を
は
じ
め
、
大

学
在
学
中
に
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
に
出
会
う
。

二
〇
〇
一
年
、
文
化
庁
派
遣
在
外
研
修

員
と
し
て
ベ
ル
ギ
ー
留
学
。
帰
国
後
は

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で
数
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
公
演
に
参
加
。
バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
、

コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
サ
ー
と
し
て

精
力
的
に
活
動
す
る
一
方
で
、
二
〇
〇

五
年
よ
り
本
格
的
に
振
付
家
と
し
て
の

活
動
を
は
じ
め
る
。
主
な
舞
台
に
『
春

の
祭
典
』、『Life C

asting 

―
型
取
ら
れ

る
生
命
―
』、『A

fter the lunar eclipse

／
月
食
の
あ
と
』
な
ど
。
音
楽
家
や
美

術
家
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
振
付
、
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド

ス
イ
ミ
ン
グ
日
本
代
表
デ
ュ
エ
ッ
ト
の

振
付
協
力
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
日

本
代
表
選
手
の
演
技
指
導
な
ど
、
各
方

面
に
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
る
。
一
九

九
九
年
、
第
三
回
世
界
バ
レ
エ
＆
モ
ダ

ン
ダ
ン
ス
コ
ン
ク
ー
ル
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス

部
門
第
一
位
、
ワ
ツ
ラ
フ
・
ニ
ジ
ン
ス

キ
ー
賞
の
ダ
ブ
ル
受
賞
。
二
〇
〇
九
年
、

芸
術
選
奨
文
部
科
学
大
臣
新
人
賞
受
賞
。

筑
波
大
学
体
育
系
准
教
授
。

http://www.m
otokohirayam

a.com
/

実
験
公
演
『
音
、
身
体
、
空
間
』
録
画

ア
ー
カ
イ
ブ

和
田
菜
穂
子

T
U

A
D
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記
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o
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〈
声
〉が
集
結
し
た一八
日
間
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『声のフォーラム』でのイベント（東北芸術工科大学本館7階ギャラリー） 『声の広場』でのイベント（東北芸術工科大学本館前広場）

滝の下プロジェクト『愛のささやき』『喝のお言葉』
10月23日［火］、26日［金］、30日［火］11:00-20:00

学生スタッフcoice企画。三角池下の滝の落ちる空間は、学生の間ではひとり
きりになれる隠れた名所になっています。そこに白い椅子を設置し、QRコー
ドをかざすと、「愛のささやき」もしくは「喝の言葉」が聞こえてくる仕組みを
考えました。赤い糸で誘導され滝の 下に至ると、甘い愛のささやきが、黄色
い糸で誘導されると、叱咤激励の言葉が聞こえてきます。

椅子を使って課外授業  学芸員資格課程
10月22日［月］14:00-16:30、30日［火］9:00-10:30

博物館資料論では、200脚の白い椅子を活用するレイアウトを課題とし、実際
にいくつかの案を体験してもらいました。1列に並び、鏡池に自分の姿を写し、
嘘偽りのない自分と対峙するという企画など、授業を通じ、展覧会のコンセプ
トである「参加体験型展示」を学びました。また博物館実習１でも展覧会にち
なんだワークショップを企画し、本館前広場を会場に実践を行ないました。

『オープニングトーク』  大竹左紀斗（グラフィックデザイナー）
10月22日［月］18:40～19:40

7階ギャラリーでの展覧会開催を祝して、グラフィックデザイン学科教授の大
竹左紀斗をゲストとしてお招きしました。ここに来ないと聞けないトーク、略
して「ここだけトーク」が早くもスタート。過去の恋愛話など普段の授業では
聞けないお話をお伺いすることができました。

『忘れえぬ記憶』辻けい（現代美術家）、中村桂子（版画家）、謝黎（文化人類学者）
10月23日［火］18:40～20:00

女性教員による初のトークイベント。3人とも女性として意識したことはなく、
ひとりの人間として、それぞれの道を歩んできました。しかし辻けいは、年を
重ねるごとに、男性では決して表現できないものが出てくるようになったそう
です。学生からの質問では、「女性として、作家として、何が幸せなのか」な
ど考えさせられるものもありました。

総合美術コースによるパフォーマンス
10月30日［火］15:00-16:00

椅子と人間の主従関係が逆転する、という奇想天外なパフォーマンス。総合美
術コースの2年生の企画。椅子が上位に立ち、人間が支配されるというコンセ
プト。四つん這いで1列になって椅子を背中にかつぎ進み、輪をつくります。
それを2回繰り返すことで、4列に並べられた椅子が、螺旋形を形成するという
インスタレーションを兼ね備えていました。

彫刻コースによる造形ワークショップ
10月27日［土］10:00-15:00

天高くそびえ立つ軽やかさ、繰り返し用いられること、などに目を奪われた驚
きの展開。積み重ねられた白い物体は、もはや椅子とは思えません。美しい立
体物として本館前広場に設置されました。本来、人が座るために造られた椅子
が、彫刻家にとっては、単なる物体となり、それを組み合わせることによって、
美しい造形物へと変貌しました。

『声と声』  中山ダイスケ（現代美術家）、ボブ田中（アイディア・クリエイター）
11月6日［火］18:40～20:00

「体験することが僕の美学」（中山ダイスケ）。「経験の多さが人生をより豊かに
する」というのがふたりの共通項でした。白黒はっきりしている欧米スタイル
ではなく、「彩りのあるグレー」という中間色や曖昧さがあるのが日本のよさ
です。それは海外に出て知った日本の特色のひとつでした。

『朗読：東北の声』  山田修市（洋画家）×川口幾太郎（和太鼓の太眞）、朗読ジ
ャム（チュートリアル 東北画は可能か）
10月30日［火］19:00～20:00

第1部は山田修市による朗読と和太鼓『太眞』のコラボレーション。東北出身の
宮沢賢治や草野心平の詩が和太鼓の軽快なリズムにのって会場に響き渡りまし
た。第2部は現代詩の朗読とサイトウケイスケによるエレキギターのパフォー
マンス。静と動がぶつかりあった朗読セッションでした。

キャンドルナイト 
10月26日［金］ 18:00-19:00

学生スタッフcoice企画。200個のキャンドルを灯し、Voices of Memoryの文字
が三角池の前に浮かび上がり、幻想的な風景がつくり出されました。お菓子と
暖かい飲み物を用意し、少しでも長い間白い椅子に腰かけ、友人と語り合いな
がら、夜景を楽しんでもらおうという企画です。キャンドルの揺らめきと人々
のざわめきが、思い出のワンシーンとなりました。

建物の記憶『けんちく体操』
10月26日［金］10:30～11:50、29日［月］12:30～18:30

話題を呼んだワークショップ。第1弾は現代芸術論の授業で、総勢150名の受講
生が、学年ごとにチームを編成し、わずか数分で芸工大を身体で表現しました。
第2弾は博物館実習１の演習で、ファシリテーター育成を目的としたワークシ
ョップをおこないました。ゲスト＝米山勇（けんちく体操博士イサーム・よ
ね）、大西正紀（体操マン2号）、田中元子（体操ウーマン1号）

『記憶と映像』  前田哲（映画監督）
10月25日［木］17:10～18:40

「喪失の物語」を裏テーマとして『王様とボク』『旅のおくりもの』というふたつ
の映画を撮影した前田監督。「年をとる」というのは「喪失していく」ということ。
「人間は裸で生まれてきて、裸で死んでいく」「天国には財産も何も持っていけ
ない」という彼の「喪失の美学」を語っていただきました。

『世界のアート業界の今』  村上豪人、田中孝明、田中敦恵、倉田陽一郎、和田
友美恵（コレクター、ギャラリストなど）
10月29日［月］10:30～11:30

原高史を支援しているコレクター、ギャラリストが集まり、世界のアートシー
ンについてお話をお伺いしました。アジア、ヨーロッパなど、最もホットな現
代アートを随時追っている人たちです。業界人のリアルな話など、会場のみな
さんは真剣に聞き入っていました。



　

今
年
も
東
北
芸
術
工
科
大
学
の
卒
業
／
修
了
研
究
・
制

作
展
を
じ
っ
く
り
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
彫
刻
コ
ー

ス
の
学
生
作
品
が
例
年
以
上
に
よ
か
っ
た
の
で
、
嬉
し
く

な
り
ま
し
た
。
私
は
美
術
評
論
家
と
し
て
近
現
代
の
彫
刻

を
ず
っ
と
意
識
し
て
見
て
き
た
の
で
す
が
、
彫
刻
は
科
学

で
い
え
ば
基
礎
科
学
で
、
あ
ら
ゆ
る
造
形
芸
術
の
土
台
に

あ
る
の
で
す
ね
。
彫
刻
と
い
う
言
葉
自
体
は
不
便
な
の
だ

け
れ
ど
も
、
あ
え
て
砕
け
た
い
い
方
を
す
る
と
、
広
義
な

意
味
で
の
〈
身
体
芸
術
〉
あ
る
い
は
〈
感
応
力
〉
と
い
っ

て
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
逆
に
、
狭
く
使
え
ば
〈
触
角
〉

あ
る
い
は
〈
触
感
〉
で
す
ね
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
二
年
ち
か
く
経
っ
て
、
人
間
が
つ

く
っ
て
き
た
も
の
が
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
破
壊
さ
れ
て
、
こ

の
大
学
の
学
生
た
ち
は
そ
れ
を
間
近
で
見
て
き
た
の
で
す

か
ら
、
特
に
立
体
表
現
を
学
ん
で
い
る
人
た
ち
は
、
根
底

的
な
感
覚
か
ら
自
分
の
専
門
を
捉
え
直
し
た
、
と
い
う
こ

と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
や
は
り
、
あ
れ
だ
け
の
天
変
地
異

が
起
こ
っ
た
の
で
す
か
ら
、
東
北
で
は
彫
刻
あ
る
い
は
工

芸
と
い
う
、
も
の
づ
く
り
の
基
本
的
な
土
台
か
ら
、
再
出

発
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
気
概
を
、

学
生
の
作
品
や
指
導
し
て
い
る
先
生
た
ち
か
ら
感
じ
ま
し

た
ね
。

　

私
は
つ
ね
づ
ね
、
東
北
で
美
術
教
育
を
考
え
た
と
き
に
、

彫
刻
が
も
の
す
ご
く
大
事
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
卒
展
を
見
て
も
、
や
は
り
こ
こ
は
職
人
的
な
大
学

で
す
よ
。
触
感
を
大
事
に
し
た
彫
刻
的
な
も
の
づ
く
り
の

延
長
に
芸
術
や
デ
ザ
イ
ン
が
思
考
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
に

プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
や
建
築
デ
ザ
イ
ン
も
入
っ
て
い
る
。

彫
刻
を
基
礎
的
な
共
通
領
域
と
し
て
特
化
し
て
、
四
年
間

の
造
形
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
つ
く
っ
て
い
っ
た
ら
、
骨

太
な
人
材
が
こ
こ
か
ら
た
く
さ
ん
輩
出
す
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
れ
は
日

本
の
美
術
大
学
で
す
で
に
学
科
化
し
て
い
る
〈
彫
刻
〉
の

話
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
評
価
の
つ
き
ま
と
う
現

行
の
教
育
シ
ス
テ
ム
の
な
か
で
彫
刻
の
話
を
す
る
と
、
ど

う
も
具
合
が
悪
い
の
で
す
ね
。
東
北
と
い
う
風
土
を
理
解

す
る
と
き
に
、
ひ
と
つ
の
基
礎
的
な
態
度
と
し
て
彫
刻
的

な
感
じ
方
を
大
事
に
し
な
さ
い
と
、
若
い
人
た
ち
に
い
い

た
い
の
で
す
。

　

学
生
た
ち
が
美
術
大
学
を
卒
業
し
た
後
も
、
団
体
展
に

所
属
し
て
研
鑽
を
積
ん
で
会
員
に
な
っ
た
り
賞
を
も
ら
っ

た
り
と
、
や
っ
ぱ
り
美
術
業
界
に
お
け
る
成
績
証
み
た
い

な
も
の
が
つ
き
ま
と
っ
て
い
く
。
あ
る
い
は
前
の
め
り
に

見
え
る
現
代
美
術
で
も
、
時
勢
に
よ
っ
て
一
帯
に
似
た
よ

う
な
批
評
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
こ
こ
で
の
評
価
も
一
時

的
な
も
の
で
信
憑
性
が
乏
し
い
。

　

人
間
社
会
を
う
ま
く
生
き
て
い
く
に
は
、
そ
う
い
う
キ

ャ
リ
ア
教
育
の
よ
う
な
考
え
方
が
必
要
で
、
そ
れ
を
無
視

し
て
は
い
け
な
い
け
れ
ど
、
芸
術
を
生
涯
の
仕
事
に
す
る

上
で
、
も
っ
と
も
大
事
な
の
は
最
初
の
一
歩
で
す
ね
。
そ

こ
に
豊
か
な
彫
刻
的
体
験
が
あ
っ
て
ほ
し
い
。
そ
れ
を
知

ら
な
い
う
ち
に
卒
業
し
て
は
駄
目
だ
と
思
う
の
で
す
。

　

私
は
公
立
美
術
館
の
館
長
を
長
く
や
っ
て
い
る
の
で
、

「
あ
な
た
は
美
術
館
の
経
験
が
長
い
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

日
本
の
美
術
館
運
営
は
ど
う
な
っ
て
い
き
ま
す
か
」
と
、

よ
く
問
わ
れ
ま
す
。
い
ま
美
術
館
や
博
物
館
は
予
算
削
減

の
あ
お
り
を
く
っ
て
、
急
激
に
研
究
か
ら
経
営
の
時
代
へ

移
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
こ
の
先
ど
う
な
る
の
か
、

み
ん
な
不
安
な
の
で
す
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
ま
ま
企
業
と

同
じ
よ
う
に
効
率
化
や
経
済
優
先
の
理
屈
で
や
っ
て
い
く

の
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
そ
れ
を
文
化
と
し
て
風
呂
敷
に

包
ん
で
抱
え
込
ん
で
し
ま
う
よ
う
な
相
撲
を
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ひ
と
つ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し
て
、
私
が
館
長
を
し

て
い
る
世
田
谷
美
術
館
で
数
年
前
、
資
生
堂
の
展
覧
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
次
は
高
島
屋
の
展
覧
会
を
や
り
ま
す
。

「
美
術
館
で
な
ぜ
企
業
の
宣
伝
を
す
る
の
か
」
と
批
判
す

る
人
は
も
ち
ろ
ん
い
ま
す
。
で
も
そ
う
じ
ゃ
な
い
。「
美

術
館
が
企
業
の
文
化
度
を
示
す
」
の
で
す
。
こ
れ
は
企
業

自
体
の
力
で
は
で
き
な
い
こ
と
で
す
か
ら
ね
。

　

大
学
も
美
術
館
と
同
じ
で
、
少
子
化
で
す
か
ら
、
地
方

の
美
術
大
学
は
ど
こ
も
志
願
者
の
確
保
が
最
優
先
で
、
研

究
機
関
と
し
て
の
立
場
を
保
て
な
く
な
っ
て
い
る
。
教
育

ビ
ジ
ネ
ス
と
い
い
ま
す
か
、
大
学
の
企
業
的
な
面
が
強
く

な
っ
て
き
て
い
る
時
代
だ
か
ら
、
さ
き
ほ
ど
の
彫
刻
の
話

の
よ
う
に
、
ち
ゃ
ん
と
〈
文
化
と
し
て
の
教
育
〉
を
運
営

の
根
底
に
据
え
て
お
く
こ
と
が
大
事
な
の
で
す
ね
。

　

そ
の
と
き
に
、
例
え
ば
で
す
が
、
美
術
館
が
美
術
大
学

を
文
化
的
な
側
面
で
捉
え
直
す
展
覧
会
を
や
っ
て
も
よ
い

わ
け
で
す
。
実
際
、
私
は
鎌
倉
の
神
奈
川
県
立
近
代
美
術

館
で
文
化
学
院
の
展
覧
会
を
企
画
し
ま
し
た
。
文
化
学
院

の
創
始
者
で
あ
る
西
村
伊
作
の
展
覧
会
で
す
。

　

西
村
は
歌
人
の
与
謝
野
鉄
幹
・
晶
子
夫
婦
や
画
家
の
石

井
柏
亭
ら
と
文
化
学
院
を
創
設
し
ま
し
た
。
展
覧
会
で
は

西
村
の
人
生
を
含
め
、
文
化
学
院
の
歴
史
全
体
と
、
彼
の

教
育
事
業
に
関
わ
っ
た
文
学
者
や
詩
人
、
画
家
た
ち
、
そ

し
て
優
秀
な
卒
業
生
た
ち
の
仕
事
や
作
品
を
ま
と
め
て
見

せ
た
わ
け
で
す
。

　

震
災
以
降
の
東
北
芸
術
工
科
大
学
を
、
後
年
に
な
っ
て

ひ
と
つ
の
文
化
運
動
体
と
し
て
捉
え
る
と
、
果
た
し
て
ど

ん
な
展
覧
会
が
つ
く
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
キ
ャ
ン
パ

ス
の
上
に
ど
ん
な
美
学
が
あ
っ
て
、
ど
う
い
う
ひ
ろ
が
り

や
可
能
性
が
あ
る
の
か
。
い
ま
は
変
化
の
時
代
で
、
状
況

に
対
応
す
る
の
で
精
一
杯
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
未
来
に

お
い
て
文
化
と
し
て
真
価
が
問
わ
れ
て
い
く
の
は
、
実
は

芸
術
も
美
術
教
育
も
同
じ
な
の
で
す
ね
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
採
録
＝
二
〇
一
三
年
二
月
一
六
日
﹇
土
﹈・
東

北
芸
術
工
科
大
学
美
術
館
大
学
セ
ン
タ
ー
）

酒
井
忠
康

Tadayasu Sakai

一
九
四
一
年
北
海
道
生
ま
れ
。
世
田
谷
美
術
館
館
長
。
慶
應
義

塾
大
学
文
学
部
美
術
史
科
卒
業
。
一
九
六
四
年
神
奈
川
県
立
近

代
美
術
館
勤
務
。
一
九
九
二
年
館
長
。
二
〇
〇
四
年
同
館
顧
問
。

世
田
谷
美
術
館
館
長
就
任
、
現
在
に
至
る
。
そ
の
間
、
数
多
く

企
画
展
を
担
当
。
東
北
芸
術
工
科
大
学
大
学
院
教
授
。
全
国
美

術
館
会
議
理
事
。
美
術
館
連
絡
協
議
会
理
事
長
。
国
際
美
術
評

論
化
連
盟
会
員
。
日
本
近
代
の
美
術
史
に
造
詣
が
深
く
、
芸
術

家
の
風
土
性
や
気
象
を
ベ
ー
ス
に
し
た
美
術
評
論
に
特
色
が
あ

る
。
目
下
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ー
ト
の
現
状
に
つ
い
て
調
査
中
。

一
九
七
九
年
、『
開
化
の
浮
世
絵
師 

清
親
』（
せ
り
か
書
房
、
一

九
七
八
年
）
で
サ
ン
ト
リ
ー
学
芸
賞
受
賞
。
一
九
八
六
、
一
九

八
八
年
ヴ
ェ
ニ
ス
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
。
一

九
八
九
、
一
九
九
一
年
サ
ン
パ
ウ
ロ
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
キ
ュ

レ
ー
タ
ー
。
主
な
著
書
に
、『
彫
刻
家
へ
の
手
紙
』（
未
知
谷
、

二
〇
〇
三
年
）、『
海
の
鎖
―
描
か
れ
た
維
新
』（
青
幻
舎
、
二
〇

〇
四
年
）、『
そ
の
年
も
ま
た
―
鎌
倉
近
代
美
術
館
を
巡
る
人
々

―
』（
か
ま
く
ら
春
秋
社
、
二
〇
〇
四
年
）、『
若
林
奮
―
犬
に
な

っ
た
彫
刻
家
』（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
が
あ
る
。

酒
井
忠
康
（
世
田
谷
美
術
館
館
長
／
美
術
館
大
学
セ
ン
タ
ー
顧
問
）

「
美
術
大
学
」と
い
う
文
化
を
考
え
る

制
作
ノ
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ト
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『
ひ
じ
お
り
の
灯
』
は
、
肘
折
温
泉
が
開
湯
一
二
〇
〇
年

を
迎
え
た
二
〇
〇
七
年
か
ら
、
肘
折
地
区
と
東
北
芸
術
工

科
大
学
が
協
力
し
て
開
催
し
て
い
る
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
あ
る
。
三
四
基
の
灯
ろ
う
『
ひ
じ
お
り
の
灯
』
を
、

毎
年
新
し
い
絵
に
貼
り
替
え
る
た
め
、
雪
解
け
の
春
に
学

生
た
ち
が
温
泉
街
に
泊
ま
り
込
ん
で
現
地
取
材
を
お
こ
な

い
、
宿
や
商
店
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
な
が
ら
、
灯
ろ
う

絵
を
月
山
和
紙
に
描
い
て
い
る
。

　

今
回
の
『
ひ
じ
お
り
の
灯
二
〇
一
二
』
で
は
、
震
災
後
、

改
め
て
地
域
で
の
生
き
方
を
見
つ
め
直
そ
う
と
、
働
き
方

研
究
家
・
西
村
佳
哲
さ
ん
を
肘
折
温
泉
に
お
招
き
し
、
月

山
周
辺
に
暮
ら
す
五
人
の
若
き
カ
ル
チ
ャ
ー
リ
ー
ダ
ー
た

ち
と
と
も
に
、〈
こ
れ
か
ら
の
東
北
・
山
形
を
ど
う
受
け

継
ぎ
、
活
か
し
て
い
く
か
〉
を
語
り
あ
う
場
を
ひ
ら
い
た
。

　

最
初
の
話
者
、
渡
辺
智
史
さ
ん
は
、
二
〇
〇
八
年
に
肘

折
温
泉
で
映
画
『
湯
の
里
ひ
じ
お
り
〜
学
校
の
あ
る
最
後

の
一
年
』
を
撮
影
し
た
。
渡
辺
さ
ん
は
東
北
芸
術
工
科
大

学
で
建
築
を
学
ん
で
い
る
と
き
、
山
形
国
際
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
祭
に
衝
撃
を
受
け
、
民
俗
映
像
の
世
界
に
飛

び
込
ん
だ
。
現
在
は
故
郷
・
庄
内
を
拠
点
に
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
の
撮
影
を
続
け
て
い
る
。

　

渡
辺
さ
ん
の
お
話
で
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
彼
が

今
日
の
社
会
を
考
え
る
〈
学
び
の
ツ
ー
ル
〉
と
し
て
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
捉
え
て
い
る
こ
と
だ
。
い
ま
日
本

各
地
で
上
映
中
の
渡
辺
さ
ん
の
新
作
『
よ
み
が
え
り
の
レ

シ
ピ
』
で
も
、
上
映
会
後
に
専
門
家
を
招
い
た
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
ト
ー
ク
を
お
こ
な
い
、
セ
ル
フ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
場
と

し
て
活
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
映
画
の
企
画
段
階
か
ら
、

市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
を
立
ち
あ
げ
て
資
金
を
募
る
な
ど
、

草
の
根
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
渡
辺
さ
ん
の
地
域

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
単
な
る
記
録
作
業
に
終
わ
ら
な
い
、

〈
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
製
作
に
よ
る
街
づ
く
り
〉
と

い
う
、
新
し
い
可
能
性
を
示
し
て
い
る
と
思
う
。

　

続
い
て
山
形
ガ
ー
ル
ズ
農
場
代
表
の
菜
穂
子
さ
ん
か
ら
、

「
名
字
の
〈
高
橋
〉
を
あ
え
て
名
乗
ら
な
い
の
は
、
農
業

を
従
来
型
の
家
族
経
営
で
は
な
く
、
ち
ゃ
ん
と
採
算
の
と

れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り
立
た
せ
る
と
い
う
決
意
の
表

明
」
な
ど
、経
営
の
視
点
も
含
ん
だ
力
強
い
〈
う
け
つ
ぐ
〉

思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　

横
浜
国
立
大
学
で
教
育
学
を
学
ん
だ
後
、
す
ぐ
に
家
業

の
農
業
を
継
い
だ
菜
穂
子
さ
ん
は
、
山
形
の
農
業
を
守
っ

て
い
く
た
め
に
、
農
文
化
の
伝
承
に
加
え
、「
若
い
人
が

働
い
て
き
ち
ん
と
日
々
の
賃
金
を
得
ら
れ
る
新
し
い
仕
組

み
を
つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
」
と
、
起
業
家
と
し
て
奮

闘
を
続
け
て
い
る
。

　

今
後
の
展
望
と
し
て
、
彼
女
は
食
育
に
力
を
注
ぎ
た
い

と
考
え
て
い
る
。
現
在
準
備
中
の
農
場
ス
タ
ッ
フ
の
サ
ポ

ー
ト
が
受
け
ら
れ
る
レ
ン
タ
ル
菜
園
を
軸
に
、
教
育
や
観

光
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
に
農
業
の
可
能
性
を
模
索
中
だ
。

　

肘
折
青
年
団
の
早
坂
隆
一
さ
ん
は
、
北
海
道
大
学
で
シ

ス
テ
ム
工
学
を
学
び
、
大
手
電
気
メ
ー
カ
ー
で
エ
ン
ジ
ニ

ア
を
し
た
の
ち
、
家
業
の
『
そ
ば
処 

寿
屋
』
を
継
ぐ
た

め
肘
折
温
泉
に
帰
っ
て
き
た
。
青
年
団
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
『
ひ
じ
お
り
の
灯
』
を
は
じ
め
と
す
る
東
北
芸
術
工
科

大
学
と
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
交

流
な
ど
で
村
内
の
若
者
交
流
を
担
っ
て
い
る
。

「
湯
治
客
や
学
生
さ
ん
な
ど
、
外
の
人
た
ち
の
肘
折
で
の

体
験
が
、
こ
こ
の
魅
力
を
つ
く
っ
て
い
く
と
感
じ
て
い
ま

す
」
と
早
坂
さ
ん
。
閉
鎖
的
な
農
業
共
同
体
で
は
な
く
、

も
と
も
と
オ
ー
プ
ン
な
温
泉
地
の
気
質
は
〈
受
け
入
れ

る
〉
こ
と
に
寛
容
で
、
そ
れ
は
僕
た
ち
の
よ
う
に
外
か
ら

や
っ
て
く
る
人
々
だ
け
で
な
く
、
一
度
村
を
出
た
〈
あ
と

つ
ぎ
〉
た
ち
に
と
っ
て
も
あ
り
が
た
い
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

　

月
山
志
津
温
泉
で
、
実
家
の
旅
館
『
変
若
水
の
湯 

つ

た
や
』
広
報
を
務
め
る
志
田
美
穂
子
さ
ん
も
、
一
度
山
形

を
離
れ
て
、
海
外
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ラ
ン
ド
を
扱
う
シ
ョ

ッ
プ
に
勤
務
し
て
い
た
が
、
東
日
本
大
震
災
を
機
に
山
形

に
帰
っ
て
き
た
。
震
災
は
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
で
、
以
前

か
ら
「
ど
こ
で
生
き
る
の
か
で
は
な
く
、
ど
う
生
き
る
の

か
が
大
事
だ
よ
」
と
い
う
、
東
京
か
ら
志
津
に
嫁
い
で
き

た
母
親
の
言
葉
や
、
月
山
山
麓
の
豊
か
な
自
然
、
幼
い
頃

に
通
っ
た
分
校
で
の
記
憶
が
、
都
市
生
活
の
な
か
で
年
々

大
き
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

他
の
三
名
と
は
違
っ
て
、〈
う
け
つ
ぐ
〉
た
め
に
故
郷

に
帰
っ
て
き
た
ば
か
り
の
志
田
さ
ん
の
言
葉
か
ら
は
、
そ

の
一
つ
ひ
と
つ
か
ら
自
身
の
選
択
を
噛
み
締
め
る
よ
う
な

静
か
な
決
意
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

　

最
後
の
話
者
、
坂
本
大
三
郎
さ
ん
は
山
形
出
身
で
は
な

い
が
、
羽
黒
山
伏
の
修
行
体
験
記
『
山
伏
と
僕
』（
リ
ト

ル
モ
ア
、
二
〇
一
二
年
）
は
、
僕
た
ち
が
山
形
に
暮
ら
し

な
が
ら
知
ら
な
か
っ
た
修
験
の
世
界
や
山
伏
た
ち
の
自
然

観
に
、
今
日
的
な
光
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
だ
っ
た
。

　

坂
本
さ
ん
に
よ
る
と
、
山
伏
は
か
つ
て
〈
ヒ
ジ
リ
（
日

知
り
）〉
と
呼
ば
れ
、〈
ヒ
ジ
〉
の
つ
く
地
名
は
彼
ら
が
集

団
で
住
み
つ
い
た
土
地
に
多
く
、
周
辺
に
複
数
の
鉱
山
跡

が
あ
り
、
ま
た
月
山
へ
の
信
仰
が
厚
い
こ
と
か
ら
、〈
肘

折
温
泉
は
ヒ
ジ
リ
＝
山
伏
た
ち
の
集
落
〉
な
の
だ
と
い
う
。

　

ま
た
、
坂
本
さ
ん
は
半
ば
儀
礼
化
・
慣
習
化
し
た
山
伏

で
な
く
、
彼
ら
が
〈
ヒ
ジ
リ
〉
と
呼
ば
れ
て
い
た
時
代
に

強
い
関
心
を
も
っ
て
い
る
。
踊
り
や
歌
な
ど
こ
の
国
の
芸

能
・
芸
術
の
起
源
に
つ
な
が
る
〈
ヒ
ジ
リ
〉
の
文
化
を
体

得
す
る
た
め
に
、
も
う
何
十
回
も
肘
折
を
訪
れ
、
周
辺
の

原
生
林
に
分
け
入
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

　

以
上
で
、
西
村
佳
哲
さ
ん
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
に
よ
る

『
月
山
若
者
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
』
は
終
了
。
そ
の
後
、
日
が

暮
れ
た
温
泉
街
で
学
生
た
ち
に
よ
る
『
肘
折
絵
語
り
・
夜

語
り
』（
ひ
じ
お
り
の
灯
解
説
）
が
開
催
さ
れ
、
さ
ら
に

終
了
後
に
は
五
人
の
ゲ
ス
ト
を
交
え
た
懇
親
会
が
、
夜
が

更
け
る
ま
で
催
さ
れ
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
月
山
周
辺
に
生
き
る
若
者
た
ち
の
バ

イ
タ
リ
テ
ィ
ー
は
す
ご
い
。
坂
本
さ
ん
は
一
年
の
半
分
を

肘
折
温
泉
に
住
み
込
む
こ
と
を
決
意
し
、
こ
け
し
工
人
に

弟
子
入
り
し
て
木
地
師
の
技
を
学
ん
で
い
る
。
肘
折
温
泉

の
若
衆
も
周
辺
の
修
験
の
古
道
を
歩
き
は
じ
め
た
。
彼
ら

を
中
心
に
、
月
山
の
麓
は
こ
れ
か
ら
も
っ
と
も
っ
と
面
白

く
な
る
だ
ろ
う
。

『
ひ
じ
お
り
の
灯
二
〇
一
二
』

会
期
＝
二
〇
一
二
年
七
月
二
八
日﹇
土
﹈↓
九
月
一
七
日﹇
月
・
祝
﹈

会
場
＝
山
形
県
大
蔵
村
肘
折
温
泉
街

企
画
＝
肘
折
温
泉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
＋
東
北
芸
術
工

科
大
学

招
待
出
品
＝
鴻
崎
正
武（
作
家
／
美
術
科
准
教
授
）

出
品
＝
東
北
芸
術
工
科
大
学
学
生
・
卒
業
生
有
志
、
テ
キ
ス
タ
イ

ル
コ
ー
ス
四
年
、
版
画
コ
ー
ス
一
年
。

『
月
山
若
者
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
―
山
形
の
う
け
つ
ぎ
方
』

日
時
＝
二
〇
一
二
年
八
月
一
一
日
﹇
土
﹈一
四
時
〜
一
七
時
三
〇

分会
場
＝
肘
折
い
で
ゆ
館
ゆ
き
ん
こ
ホ
ー
ル

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
＝
西
村
佳
哲（
働
き
方
研
究
家
／
リ
ビ
ン
グ

ワ
ー
ル
ド
代
表
）

ゲ
ス
ト
＝
渡
辺
智
史（
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
監
督
）、
坂
本

大
三
郎（
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
／
山
伏
）、
菜
穂
子（
山
形
ガ
ー

ル
ズ
農
場
代
表
）、
志
田
美
穂
子（
月
山
志
津
温
泉
）、
早
坂
隆

一（
肘
折
温
泉
青
年
団
）

宮
本
武
典

月
山
若
者
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
―
ひ
じ
お
り
の
灯
二
〇
一
二

制
作
ノ
ー
ト
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「
自
然
の
模
倣
に
は
す
べ
て
技
術
面
と
精
神
面
が
あ
る
。

そ
の
先
に
は
二
種
類
の
芸
術
的
感
動
が
あ
る
。
魂
の
感
動

と
技
術
の
感
動
だ
」
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
ド
ゥ

ニ
・
デ
ィ
ド
ロ
が
述
べ
た
芸
術
論
の
一
部
で
あ
る
。
デ
ィ

ド
ロ
は
同
時
代
の
評
論
家
の
多
く
が
音
楽
を
対
象
に
芸
術

論
を
議
論
し
て
い
た
の
に
対
し
、
美
術
も
同
等
に
議
論
の

対
象
と
し
て
い
た
。
美
術
と
音
楽
の
芸
術
観
に
関
す
る
類

似
点
、
相
違
点
に
つ
い
て
は
、
い
ま
ま
で
数
多
く
の
議
論

が
な
さ
れ
て
き
た
。
東
北
芸
術
工
科
大
学
が
ア
フ
ィ
ニ
ス

夏
の
音
楽
祭
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
た
の
は
二

〇
一
〇
年
。
も
と
も
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
フ
ァ
ン
で
あ
る

筆
者
は
、
こ
の
音
楽
祭
を
き
っ
か
け
に
芸
術
が
も
た
ら
す

感
動
の
在
処
に
つ
い
て
考
え
は
じ
め
て
い
た
。

　

一
昨
年
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
テ
ー
マ
は
〈
英
雄

の
生
涯
〉
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
シ
ュ
ト
ラ

ウ
ス
の
交
響
詩
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
り
、
曲
の
な
か
に
い
く

つ
も
の
物
語
が
あ
っ
て
、
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
展
開
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
降
、
山
形
で
の
隔
年
開
催
が
ス

タ
ー
ト
し
、
二
回
目
の
今
年
は
ブ
ラ
ー
ム
ス
交
響
曲
第
四

番
が
メ
イ
ン
の
楽
曲
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
老
境
を
迎
え
た

ブ
ラ
ー
ム
ス
が
最
後
に
制
作
し
た
交
響
曲
で
、
時
代
遅
れ

と
い
わ
れ
た
古
典
的
手
法
を
用
い
た
ロ
マ
ン
派
的
シ
ン
フ

ォ
ニ
ー
で
あ
る
。
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
音
楽
に
造
詣
が
深
く
な

け
れ
ば
、
一
般
的
に
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で
は
な
い
。　

　

こ
の
曲
の
難
解
さ
か
ら
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
テ
ー

マ
設
定
は
す
ん
な
り
と
決
ま
ら
な
か
っ
た
。
何
度
も
Ｃ
Ｄ

を
聞
き
、
ア
フ
ィ
ニ
ス
文
化
財
団
に
曲
の
解
釈
を
聞
く
な

ど
し
て
、
最
終
的
に
洋
画
コ
ー
ス
卒
業
生
の
玉
田
恵
美
さ

ん
の
作
品
『w

isteria

』
が
決
め
手
と
な
っ
た
。
こ
の
作

品
は
二
〇
一
二
年
二
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
卒
業
制
作
展
で
、

ア
フ
ィ
ニ
ス
文
化
財
団
の
理
事
の
目
に
留
ま
っ
た
も
の
で

あ
る
。『w

isteria

』
と
は
植
物
の
藤
を
意
味
す
る
。
寒

色
系
を
ベ
ー
ス
に
い
く
つ
も
の
〈
色
の
房
〉
が
連
な
り
、

音
楽
を
構
成
す
る
〈
音
の
房
〉
の
連
な
り
の
よ
う
で
あ
る
。

光
と
音
と
色
。
そ
れ
ぞ
れ
が
交
錯
し
、
ま
る
で
曲
を
奏
で

て
い
る
か
の
よ
う
な
作
品
で
あ
っ
た
。
そ
の
印
象
を
も
と

に
我
々
は
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
テ
ー
マ
を
〈
煌
め

き
〉
と
し
た
。

　

さ
て
、〈
煌
め
き
〉
の
作
品
を
順
次
紹
介
し
よ
う
。
爽

や
か
な
ブ
ル
ー
が
印
象
的
で
、
丸
み
を
帯
び
た
塊
が
い
く

つ
も
連
な
っ
て
い
る
立
体
物
。
山
形
の
最
も
有
名
な
歴
史

的
建
造
物
と
し
て
知
ら
れ
る
文
翔
館
に
登
場
し
た
ア
ー
ト

作
品
『
青
い
煌
め
き
』
で
あ
る
。
日
中
は
い
ま
に
も
動
き

出
し
そ
う
な
躍
動
感
を
感
じ
る
が
、
夜
に
な
る
と
緑
色
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
が
体
内
で
静
か
に
点
灯
を
は
じ
め
る
。
ま

る
で
胸
に
秘
め
た
淡
い
希
望
の
と
も
し
び
が
、
夜
に
な
る

と
浮
か
び
あ
が
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
四
〇
度
ち
か
い
真

夏
日
が
続
く
な
か
、
彫
刻
コ
ー
ス
と
日
本
画
コ
ー
ス
の
連

合
チ
ー
ム
は
一
致
団
結
し
て
制
作
を
続
け
た
。
日
本
画
コ

ー
ス
の
長
沢
明
教
授
と
彫
刻
コ
ー
ス
の
吉
賀
伸
講
師
が
、

学
生
の
主
体
性
を
引
き
出
し
、
よ
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
編

成
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
二
年
前
の
ア
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
役
者
が
残
っ
て
い
る
点
も
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
引
っ
張
っ
て
い
く
先

輩
の
姿
を
見
た
一
年
生
は
、「
次
は
自
分
た
ち
が
リ
ー
ダ

ー
に
な
る
ん
だ
」
と
、
二
年
後
を
意
識
し
な
が
ら
汗
を
流

し
て
い
た
。

　

総
合
美
術
コ
ー
ス
は
三
年
生
の
課
題
と
し
て
、
花
澤
洋

太
准
教
授
と
作
田
弘
治
非
常
勤
講
師
の
指
導
の
も
と
、
キ

ュ
ー
ブ
状
の
発
砲
ウ
レ
タ
ン
フ
ォ
ー
ム
を
用
い
、〈
現
代

社
会
を
切
り
取
る
フ
レ
ー
ム
〉
と
し
て
の
〈
窓
〉
を
く
り

抜
く
作
品
を
制
作
し
た
。
計
二
三
個
の
キ
ュ
ー
ブ
が
コ
ン

サ
ー
ト
会
場
の
山
形
テ
ル
サ
の
ガ
ラ
ス
面
に
設
置
さ
れ
た
。

　

ま
た
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
に
関
し
て
は
、
原
高
史

准
教
授
の
ゼ
ミ
生
が
ロ
ゴ
を
制
作
し
、
山
形
駅
自
由
通
路

に
計
三
〇
枚
の
フ
ラ
ッ
グ
と
、
駅
東
側
の
吹
き
抜
け
空
間

に
楽
譜
を
あ
し
ら
っ
た
二
種
類
の
バ
ナ
ー
を
設
置
し
た
。

フ
ラ
ッ
グ
の
デ
ザ
イ
ン
は
四
種
類
。
夏
の
夜
空
を
飾
る
星

座
の
デ
ザ
イ
ン
と
、
流
線
型
の
し
な
や
か
さ
を
押
し
出
し

た
デ
ザ
イ
ン
で
あ
っ
た
。

　

キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
チ
ー
ム
は
、
今
回
は
外
国
人
演
奏
者

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
成
功
し
た
。
前
回
は
芸
術
監
督
の

飯
森
範
親
氏
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
こ
な
っ
た
が
、
外
国

人
の
意
見
は
聞
か
ず
じ
ま
い
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
楽
曲

の
解
釈
に
齟
齬
が
な
い
か
気
に
な
っ
た
が
、
我
々
の
心
配

は
杞
憂
に
終
わ
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
次
の
よ
う
な
捉
え

方
に
驚
い
た
の
で
あ
る
。「
青
い
煌
め
き
が
点
滅
す
る
Ｌ

Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
見
て
、
低
層
部
を
演
奏
す
る
ヴ
ィ
オ
ラ
や

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
の
音
色
を
意
識
し
た
も
の
だ
と
自
分
た
ち

は
認
識
し
ま
し
た
。
通
常
、
華
や
か
な
メ
ロ
デ
ィ
を
奏
で

る
と
こ
ろ
に
注
目
し
が
ち
で
す
が
、
実
は
低
音
部
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
音
か
ら
楽
曲
は
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
こ

の
ア
ー
ト
作
品
で
は
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
て
も
ブ
ラ

ー
ム
ス
ら
し
い
作
品
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ブ
ラ
ー
ム
ス
の

晩
年
は
諦
観
の
念
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
実
際
は
心
の
奥
底

に
沸
々
と
し
た
野
心
に
似
た
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
の
で

す
。
緑
色
に
煌
め
く
光
は
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
希
望
の
と
も
し

び
で
す
ね
」
と
、
ド
イ
ツ
人
の
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
演
奏
者
イ

ェ
ル
ク
・
リ
ノ
ヴ
ィ
ツ
キ
氏
。
夜
に
な
る
と
作
品
の
内
部

で
煌
め
く
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
に
よ
っ
て
、
通
り
す
が
り
の
人

も
順
次
に
足
を
止
め
、
魅
せ
ら
れ
て
い
た
。

　

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
芸
術
に
は
〈
技
術
〉
と
〈
精

神
〉
の
二
種
類
の
感
動
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
Ｌ
Ｅ

Ｄ
ラ
イ
ト
の
希
望
の
と
も
し
び
が
、
人
々
の
魂
に
震
え
を

も
た
ら
す
〈
精
神
〉
の
感
動
だ
と
す
る
と
、〈
技
術
〉
の

感
動
は
作
品
の
素
材
へ
の
こ
だ
わ
り
と
造
形
美
に
あ
っ
た
。

素
材
は
農
業
用
の
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
を
骨
組
み
と
し
、

そ
れ
に
農
作
物
用
の
ネ
ッ
ト
を
巻
き
つ
け
た
も
の
で
、
コ

ス
ト
を
最
小
限
に
抑
え
て
い
る
。
房
を
覆
う
ネ
ッ
ト
は
一

つ
ひ
と
つ
手
縫
い
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
作
品
の
大
き
さ
は

風
格
の
あ
る
文
翔
館
に
見
劣
り
し
な
い
サ
イ
ズ
に
す
る
た

め
必
然
的
に
大
き
く
な
っ
た
。
そ
れ
は
大
学
か
ら
文
翔
館

へ
の
搬
入
に
〈
技
術
〉
を
要
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ト
ラ

ッ
ク
の
荷
台
か
ら
は
み
出
し
て
し
ま
っ
た
〈
青
い
房
〉
の

い
く
つ
か
は
、
手
も
ち
で
運
ば
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
深
夜
約
二
時
間
に
渡
り
、
み
ん
な
で
担
い
で

運
び
込
ま
れ
た
『
青
い
煌
め
き
』。
技
術
的
な
問
題
を
ひ

と
つ
ず
つ
ク
リ
ア
し
て
生
ま
れ
た
た
め
、
あ
る
種
の
〈
感

動
〉
が
あ
っ
た
。〈
技
術
〉
は
あ
る
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
生
み
出
さ
れ
た
知
恵
と
技
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

音
楽
と
同
様
、〈
技
術
〉
を
ク
リ
ア
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、

完
成
度
の
高
い
芸
術
、
感
動
を
与
え
る
芸
術
、
が
生
ま
れ

る
の
で
あ
る
。

　

ア
フ
ィ
ニ
ス
夏
の
音
楽
祭
は
、
美
術
と
連
携
す
る
こ
と

で
〈
耳
と
目
で
楽
し
む
総
合
芸
術
祭
〉
を
め
ざ
し
て
い
る
。

次
回
の
二
〇
一
四
年
も
音
楽
と
美
術
が
連
携
す
る
こ
と
で

生
ま
れ
る
〈
芸
術
的
感
動
の
在
処
〉
を
考
え
、地
域
の
人
々

に
愛
さ
れ
る
ア
ー
ト
活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

和
田
菜
穂
子

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト〈
煌
め
き
〉―
ア
フ
ィ
ニ
ス
夏
の
音
楽
祭
二
〇
一
二
山
形

制
作
ノ
ー
ト
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アフィニス夏の音楽祭2012山形『アートプロジェクト〈煌めき〉』
会期＝2012年8月17日［金］→25日［土］
会場＝山形県郷土館（文翔館）、山形テルサ、山形駅自由通路
主催＝東北芸術工科大学
共催＝公益財団法人アフィニス文化財団、アフィニス夏の音楽祭山形実行委員会
助成＝財団法人山形県生涯学習文化財団（YAMAGATAアートサポート事業）
企画＝東北芸術工科大学美術館大学センター
キュレーション＝和田菜穂子
キュレーション補佐＝学芸員資格課程有志学生
制作＝『青い煌めき』美術科彫刻コース、日本画コース有志学生
　　　『窓からの煌めき』美術科総合美術コース3年
　　　『柿渋染めのドレス』『タペストリー』美術科テキスタイルコース有志学生
　　　『煌めきフラッグ』『煌めきバナー』グラフィックデザイン学科原研究室

『 アートプロジェクト〈煌めき〉』／山形駅自由通路、山形テルサ、山形県郷土館（文翔館）



　
　
「
大
漁
」　

　
　

朝
焼
け
小
焼
け
だ
大
漁
だ

　
　

オ
オ
バ
い
わ
し
の
大
漁
だ

　
　

浜
は
祭
り
の
よ
う
だ
け
ど

　
　

海
の
中
で
は
何
万
の

　
　

い
わ
し
の
と
む
ら
い
す
る
だ
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
子
み
す
ゞ

　

生
と
死
の
狭
間
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
東
日
本
大
震
災
。

震
災
後
の
テ
レ
ビ
は
、
津
波
で
流
さ
れ
る
家
々
、
爆
発
す

る
福
島
第
一
原
発
な
ど
、
末
世
と
思
え
る
恐
ろ
し
い
映
像

が
流
れ
、
そ
の
合
間
に
Ａ
Ｃ
ジ
ャ
パ
ン
（
旧
・
公
共
広
告

機
構
）
の
Ｃ
Ｍ
と
し
て
金
子
み
す
ゞ
の
詩
『
こ
だ
ま
で
し

ょ
う
か
』
が
繰
り
返
し
流
れ
て
い
た
。
金
子
み
す
ゞ
は
、

わ
ず
か
二
六
歳
で
こ
の
世
を
去
っ
た
夭
折
の
女
流
詩
人
で

あ
る
。
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
約
五
〇
〇
篇
の
詩

を
残
し
て
い
る
。

　

先
述
の
『
大
漁
』
は
山
口
県
の
漁
村
で
生
ま
れ
育
っ
た

金
子
み
す
ゞ
が
、
小
さ
な
生
命
を
慈
し
む
想
い
や
小
さ
な

生
き
も
の
へ
の
優
し
い
ま
な
ざ
し
を
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
。

金
子
み
す
ゞ
は
二
〇
歳
の
と
き
、
関
東
大
震
災
を
体
験
し

て
い
る
。
彼
女
の
詩
は
小
さ
く
て
か
弱
い
も
の
、
は
か
な

い
も
の
に
対
す
る
愛
情
溢
れ
る
も
の
が
多
く
、
ま
た
自
然

の
摂
理
や
逆
ら
え
な
い
宿
命
な
ど
に
対
し
て
、
静
か
に
受

容
す
る
心
を
も
ち
合
わ
せ
て
い
た
。
そ
れ
は
彼
女
の
不
遇

な
人
生
と
重
な
る
。

　

東
日
本
大
震
災
を
機
に
、
私
た
ち
は
改
め
て
生
命
の
尊

さ
や
抗
い
が
た
い
自
然
の
摂
理
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ

た
。
金
子
み
す
ゞ
の
詩
は
そ
れ
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
純

粋
な
目
を
も
ち
合
わ
せ
て
い
る
た
め
、
震
災
後
の
私
た
ち

の
心
を
捉
え
た
の
だ
ろ
う
。〈
風
の
画
家
〉
と
し
て
知
ら

れ
る
中
島
潔
も
ま
た
、
金
子
み
す
ゞ
の
詩
を
読
み
、
感
銘

を
受
け
た
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。
し
か
し
中
島
が
金
子
の
詩

に
出
会
っ
た
の
は
震
災
前
で
あ
る
。
特
に
『
大
漁
』
に
心

を
打
た
れ
、
そ
の
詩
を
平
面
絵
画
と
し
て
表
現
し
た
作
品

を
四
つ
も
手
が
け
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
も
最
も
迫
力
が

あ
り
、
息
を
飲
む
作
品
は
、
京
都
清
水
寺
の
成
就
院
に
収

め
ら
れ
た
襖
絵
で
あ
ろ
う
。

　

山
形
美
術
館
で
は
二
〇
一
二
年
春
に
『
風
の
画
家 

中

島
潔
が
描
く
〈
生
命
の
無
常
と
輝
き
〉』
展
が
お
こ
な
わ
れ
、

中
島
潔
が
京
都
清
水
寺
の
成
就
院
に
奉
納
し
た
四
六
面
の

襖
絵
と
、
犬
の
う
め
吉
な
ど
を
描
い
た
童
画
な
ど
が
展
示

さ
れ
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
『
み
ん
な
の
う
た
』
の
イ
ラ
ス
ト
や
は

か
な
げ
な
女
性
を
描
い
た
作
品
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、

展
覧
会
の
目
玉
は
な
ん
と
い
っ
て
も
や
は
り
襖
絵
の
『
大

漁
』
だ
っ
た
。
生
命
の
尊
さ
を
題
材
と
し
、
生
命
の
輪
廻

を
物
語
っ
た
作
品
で
あ
る
。
死
に
向
か
う
イ
ワ
シ
の
大
群

か
ら
は
壮
観
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ほ
と
ば
し
り
、
立
ち
尽
く

す
少
女
の
憐
み
は
そ
の
対
極
に
あ
っ
た
。
白
い
目
を
し
た

イ
ワ
シ
が
ひ
し
め
く
襖
絵
の
前
に
立
つ
と
、
ま
る
で
生
と

死
の
狭
間
に
あ
る
イ
ワ
シ
の
無
音
の
叫
び
や
、
イ
ワ
シ
同

士
が
擦
れ
合
う
音
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
私
た
ち
は
『
大
漁
』
の
世
界
観
を
よ
り
深
く
理

解
し
て
も
ら
お
う
と
、
五
感
を
使
っ
て
海
の
世
界
を
体
験

す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
お
こ
な
う
こ
と
に
決
め
た
。
東

北
芸
術
工
科
大
学
の
学
芸
員
資
格
課
程
と
山
形
美
術
館
が

連
携
で
お
こ
な
っ
て
い
る
、
親
子
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
、
今
回
で
三
回
目
と
な
る
。
博
物
館
実
習
１

の
課
題
で
考
え
た
企
画
を
、
山
形
美
術
館
で
開
催
さ
れ
る

展
覧
会
用
に
ア
レ
ン
ジ
し
直
し
、
企
画
か
ら
準
備
、
そ
し

て
実
践
を
お
こ
な
う
。
学
生
は
自
主
的
に
名
乗
り
出
た
学

芸
員
資
格
課
程
の
四
年
生
で
、
子
ど
も
好
き
で
身
体
を
動

か
す
の
が
得
意
な
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
以
下
の
五
つ
の
プ
ロ
セ
ス
を
辿
り
な
が
ら
、『
大
漁
』

の
世
界
観
を
親
子
で
体
験
し
て
い
っ
た
。

キ
ッ
ズ
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

『
う
み
の
お
と 

さ
か
な
の
き
も
ち
』

一
、
目
で
見
る　

襖
絵
『
大
漁
』
を
鑑
賞

二
、
口
で
話
す　

詩
『
大
漁
』
を
朗
読

三
、  

手
で
作
る　
〈
う
み
の
お
と
〉『
レ
イ
ン
ス
テ
ィ
ッ
ク
』

制
作

四
、
耳
で
聴
く　
〈
う
み
の
お
と
〉
を
奏
で
る

五
、
体
で
表
す　

海
の
世
界
を
身
体
で
表
現　

　

ま
ず
は
展
覧
会
の
基
本
と
い
え
る
、
絵
を
じ
っ
く
り
見

る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
時
間
を
か
け
て
見
た
り
、
友
だ

ち
と
話
し
合
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
見
落
と
し
て
い
た
も

の
が
見
え
て
く
る
こ
と
が
あ
る
。
次
に
金
子
み
す
ゞ
の
詩

『
大
漁
』
の
朗
読
で
あ
る
。
み
ん
な
で
声
を
合
わ
せ
て
朗

読
し
、
感
想
を
述
べ
合
っ
た
。「
と
む
ら
い
っ
て
何
？
」

と
問
い
か
け
る
と
、「
お
葬
式
」
と
答
え
が
か
え
っ
て
き
た
。

い
よ
い
よ
次
に
〈
う
み
の
お
と
〉『
レ
イ
ン
ス
テ
ィ
ッ
ク
』

づ
く
り
で
あ
る
。『
レ
イ
ン
ス
テ
ィ
ッ
ク
』
と
は
、
そ
の

名
の
通
り
、
雨
の
音
を
奏
で
る
筒
状
の
音
具
で
あ
る
。
筒

は
避
難
者
用
の
仮
設
間
仕
切
り
の
部
分
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
た
余
剰
の
紙
管
を
代
用
し
、
筒
の
な
か
に
さ
ま
ざ
ま

な
形
の
乾
燥
パ
ス
タ
、
米
、
豆
な
ど
を
入
れ
た
。
筒
の
内

部
に
刺
し
た
爪
楊
枝
に
そ
れ
ら
が
触
れ
る
と
、乾
い
た「
シ

ャ
ラ
シ
ャ
ラ
シ
ャ
ラ
…
」
と
い
う
音
が
鳴
り
響
く
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
。
筒
を
上
下
に
動
か
す
と
、〈
う
み
の
お

と
〉
の
よ
う
な
響
き
が
聞
こ
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
最
後

に
『
レ
イ
ン
ス
テ
ィ
ッ
ク
』
を
も
ち
、〈
う
み
の
お
と
〉

を
奏
で
な
が
ら
波
を
表
現
し
た
り
、
海
の
生
物
の
動
き
を

真
似
た
り
し
た
。〈
漁
師
の
網
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
さ

か
な
〉
を
子
ど
も
た
ち
が
、〈
さ
か
な
を
追
う
漁
師
〉
を

学
生
が
、〈
さ
か
な
を
逃
が
す
波
〉
を
親
が
、
そ
れ
ぞ
れ

成
り
す
ま
し
、『
大
漁
』
の
世
界
を
再
現
し
た
。『
レ
イ
ン

ス
テ
ィ
ッ
ク
』
は
自
宅
へ
も
ち
帰
り
、
中
身
の
パ
ス
タ
等

を
入
れ
替
え
れ
ば
、
音
の
変
化
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
親
子
が
一
緒
に
な
っ
て
身
体
を
使
い
、
生

命
の
尊
さ
の
物
語
を
紡
い
だ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
そ
の
後
、

食
卓
に
出
て
き
た
さ
か
な
に
対
し
て
、手
を
合
わ
せ
て「
い

た
だ
き
ま
す
」
を
述
べ
る
意
味
を
正
し
く
理
解
で
き
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
親
子
の

触
れ
合
い
、
美
術
鑑
賞
の
奥
深
さ
、
視
覚
以
外
の
感
覚
を

用
い
て
の
美
術
作
品
の
理
解
、
そ
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

自
体
を
純
粋
に
楽
し
む
こ
と
、
な
ど
を
目
的
と
し
た
。
美

術
館
で
の
美
術
鑑
賞
以
外
の
楽
し
み
を
知
る
、
良
い
機
会

と
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

二
〇
一
二
年
こ
ど
も
の
日
の
思
い
出
と
し
て
、
桜
吹
雪

の
舞
う
霞
城
公
園
、
白
い
目
を
剥
き
だ
し
た
魚
の
大
群
が

描
か
れ
た
襖
絵
、
自
分
で
制
作
し
た
〈
う
み
の
お
と
〉、

み
ん
な
で
朗
読
し
た
『
大
漁
』
の
詩
、
親
子
で
駆
け
ま
わ

っ
て
流
し
た
汗
、
そ
れ
ら
が
参
加
者
の
身
体
に
刻
ま
れ
、

記
憶
の
一
部
と
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
二

〇
一
三
年
こ
ど
も
の
日
も
、
山
形
美
術
館
と
連
携
し
た
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
予
定
し
て
い
る
。

キッズ・ワークショップ『うみのおと さかなのきもち』／山形美術館 キッズ・ワークショップ『うみのおと さかなのきもち』／山形美術館

和
田
菜
穂
子

生
命
の
尊
さ 

―『
う
み
の
お
と 

さ
か
な
の
き
も
ち
』

制
作
ノ
ー
ト

キッズ・ワークショップ『うみのおと さかなのきもち』
日時＝2012年5月5日［土］13時30分～15時30分
会場＝山形美術館3階ホール
企画＝東北芸術工科大学博物館実習1
講師＝和田菜穂子

展覧会『風の画家 中島潔が描く〈生命の無常と輝き〉』
会期＝2012年4月12日［木］→5月13日［日］
会場＝山形美術館
主催＝山形美術館、山形新聞、山形放送
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創
設
に
関
わ
っ
た
福
島
県
南
相
馬
市
の
Ｎ
Ｐ
О
法
人

『
南
相
馬
こ
ど
も
の
つ
ば
さ
』
は
、
小
中
学
校
の
夏
休
み

期
間
中
に
、
福
島
の
子
ど
も
た
ち
を
無
償
で
受
け
入
れ
て

く
れ
る
団
体
を
募
集
し
、
一
時
疎
開
を
希
望
す
る
保
護
者

と
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
い
る
。
こ
ど
も
の
つ
ば
さ
自
体
も
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
父
母
が
中
心
の
組
織
だ
。
親
た
ち
は
地
域
の
み

ん
な
が
困
難
に
直
面
し
て
い
る
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、〈
か

わ
い
い
子
に
は
旅
を
さ
せ
よ
〉
の
精
神
で
、
子
ど
も
た
ち

を
福
島
の
外
に
出
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
や
人
と
の
交

流
を
通
し
て
、
逞
し
く
育
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

二
〇
一
一
年
夏
の
設
立
当
初
、
子
ど
も
た
ち
の
受
け
入

れ
を
表
明
し
た
の
は
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
や
浄
土
真
宗
な
ど
七

団
体
だ
っ
た
が
、
こ
ど
も
の
つ
ば
さ
の
存
在
が
マ
ス
コ
ミ

関
係
者
の
口
コ
ミ
な
ど
で
ひ
ろ
が
る
に
つ
れ
、
日
本
各
地

の
自
治
体
や
Ｎ
Ｐ
О
が
続
々
と
受
け
入
れ
を
表
明
し
、
最

終
的
に
は
二
年
続
け
て
の
べ
一
千
人
を
超
え
る
児
童
生
徒

が
、
夏
休
み
や
冬
休
み
に
福
島
を
出
て
、
北
は
北
海
道
、

南
は
沖
縄
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
学
ん
で
い
る
。

　

僕
は
個
人
的
な
プ
ロ
ボ
ノ
と
し
て
こ
の
活
動
の
立
ち
あ

げ
に
参
加
し
、
ア
カ
オ
ニ
デ
ザ
イ
ン
の
後
藤
ノ
ブ
さ
ん
ら

と
、
初
動
の
運
営
体
制
づ
く
り
や
、
ロ
ゴ
や
告
知
用
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
制
作
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の

う
ち
に
姉
妹
校
の
京
都
造
形
芸
術
大
学
と
『
こ
ど
も
芸
術

の
家
』
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
で
教
育
支
援
事
業
を
連

携
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
そ
の
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
、
東
北
芸
術
工
科
大
学
で
も
、
こ
ど
も
の
つ
ば
さ

を
介
し
て
夏
休
み
に
子
ど
も
た
ち
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

こ
ど
も
芸
術
の
家
主
催
の
ア
ー
ト
林
間
学
校
『
キ
ッ
ズ

ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
山
形
』（
二
〇
一
一
年
、二
〇
一
二
年
）

は
、
二
〇
一
一
年
に
一
〇
九
名
、
二
〇
一
二
年
に
四
六
名

の
子
ど
も
た
ち
と
父
母
を
、
南
相
馬
か
ら
迎
え
た
。

　

初
年
度
は
屋
外
で
遊
べ
な
い
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

陶
芸
や
草
木
染
め
、
農
業
体
験
な
ど
、
自
然
に
た
く
さ
ん

触
れ
ら
れ
る
造
形
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
た
。
そ
し

て
今
回
の
二
度
目
の
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
参
加
者
が
全
員
で

協
力
し
て
、
三
日
間
で
ひ
と
つ
の
ダ
ン
ス
作
品
を
つ
く
っ

た
。
舞
台
美
術
や
衣
装
、
音
楽
も
み
ん
な
で
つ
く
り
、
演

じ
る
。
子
ど
も
た
ち
を
主
役
に
、
学
生
や
父
母
が
協
力
し

て
、
豪
華
版
の
学
芸
会
を
楽
し
も
う
と
い
う
趣
向
だ
。

　

演
目
は
、
名
作
絵
本
と
し
て
読
み
継
が
れ
て
い
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
民
話
『
て
ぶ
く
ろ
』（
エ
ウ
ゲ
ー
ニ
ー
・
М
・

ラ
チ
ョ
フ
／
一
九
〇
六
年
〜
一
九
九
七
年
）
を
選
ん
だ
。

ね
ず
み
が
か
け
て
来
て
「
こ
こ
で
暮
ら
す
こ
と
に
す

る
わ
」
と
て
ぶ
く
ろ
の
な
か
に
入
り
ま
す
。
次
に
や

っ
て
き
た
か
え
る
が
「
わ
た
し
も
入
れ
て
」
と
い
う

と
「
ど
う
ぞ
」
と
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。
う
さ
ぎ
、

き
つ
ね
、
お
お
か
み
、
い
の
し
し
が
次
々
と
や
っ
て

き
て
仲
良
く
な
か
に
入
り
ま
す
。
て
ぶ
く
ろ
は
も
う

ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
づ
め
で
す
。

　

森
に
落
ち
て
い
た
〈
て
ぶ
く
ろ
〉
に
、暖
を
求
め
て
次
々

と
動
物
た
ち
が
や
っ
て
く
る
シ
ン
プ
ル
な
ス
ト
ー
リ
ー
だ

が
、
僕
た
ち
は
絵
本
の
「
そ
の
後
」
を
創
作
し
た
。
原
作

の
ラ
ス
ト
で
〈
て
ぶ
く
ろ
〉
の
持
ち
主
の
登
場
に
よ
り
、

離
散
し
て
し
ま
う
動
物
た
ち
が
、
そ
の
後
、
家
族
を
引
き

連
れ
て
夏
の
森
に
続
々
と
戻
っ
て
き
て
〈
て
ぶ
く
ろ
村
〉

を
建
設
し
、
一
緒
に
暮
ら
し
は
じ
め
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ

ー
だ
。

　

こ
の
『
新
訳
〈
て
ぶ
く
ろ
〉』
を
三
日
で
つ
く
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
た
め
に
、
学
外
か
ら
ゲ
ス
ト
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
を
講
師
に
招
い
た
。
舞
台
衣
装
づ
く
り
はsp

o
ken

 

w
o

rd
s p

ro
ject 

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
飛
田
正

浩
さ
ん
に
、
イ
ン
プ
ロ
ビ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ

ニ
ス
ト
の
村
山
政
二
朗
さ
ん
に
、
振
付
創
作
は
伊
東
歌
織

さ
ん
に
、
そ
れ
ぞ
れ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
担
当
し
て
い
た

だ
い
た
。
そ
し
て
演
出
と
美
術
は
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ン
学
科
で
教
鞭
を
と
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
中
山
ダ
イ
ス
ケ

さ
ん
と
原
高
史
さ
ん
に
お
願
い
し
た
。

　

キ
ャ
ン
プ
の
最
終
日
に
は
、
東
北
芸
術
工
科
大
学
こ
ど

も
劇
場
に
学
生
や
地
域
の
人
々
を
招
い
て
『
新
訳
〈
て
ぶ

く
ろ
〉』
を
実
際
に
上
演
し
た
。
ガ
ム
ラ
ン
の
よ
う
な
音

楽
が
鳴
り
響
く
舞
台
の
森
に
、
動
物
に
変
身
し
た
南
相
馬

の
家
族
が
次
々
と
現
れ
て
群
舞
を
披
露
し
て
い
く
。
う
さ

ぎ
や
狐
、
熊
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
が
登
場
す
る
た
び
に
、
ひ

と
つ
、
ま
た
ひ
と
つ
と
舞
台
上
に
テ
ン
ト
が
建
て
ら
れ
、

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
は
夕
闇
に
包
ま
れ
た
森
に
、
た
く
さ

ん
の
テ
ン
ト
が
林
立
し
、
灯
さ
れ
た
明
か
り
が
さ
ざ
め
き
、

静
寂
と
安
ら
か
な
夜
が
訪
れ
る
…
。

　

山
形
は
震
災
直
後
か
ら
、
南
相
馬
市
を
中
心
に
福
島
か

ら
の
避
難
者
を
受
け
入
れ
、
緊
急
避
難
所
が
い
く
つ
も
つ

く
ら
れ
た
。
そ
し
て
現
在
も
、
幼
い
子
ど
も
を
抱
え
た
家

庭
を
中
心
に
、
約
一
万
人
の
自
主
避
難
者
が
仮
暮
ら
し
を

続
け
て
い
る
。『
新
訳
〈
て
ぶ
く
ろ
〉』
の
世
界
観
や
物
語

に
は
、
そ
う
し
た
震
災
直
後
の
避
難
所
の
光
景
や
、『
南

相
馬
こ
ど
も
の
つ
ば
さ
』
を
は
じ
め
、
子
ど
も
た
ち
の
未

来
の
た
め
に
、
県
境
を
越
え
て
つ
な
が
る
福
島
と
山
形
の

人
々
の
あ
ら
た
な
絆
を
投
影
し
た
。

　

な
お
、『
キ
ッ
ズ
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
山
形
』
の
実
施
費
用

は
、
株
式
会
社
三
越
伊
勢
丹
が
主
催
す
る
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
と
と
も
に
ア
ー
ト
の
力
で
継
続
的
な
東
日
本
の
復
興
支

援
を
お
こ
な
う
社
会
貢
献
事
業
『K

IS
S

 T
H

E
 H

E
A

R
T

』

か
ら
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
援
助
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
同
社

はT
O

K
Y

O
 FR

O
N

T
LIN

E

の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
、
伊
勢

丹
新
宿
店
・
日
本
橋
三
越
本
店
・
銀
座
三
越
の
シ
ョ
ー
ウ

ィ
ン
ド
ウ
を
約
一
ヶ
月
使
っ
て
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ

る
作
品
展
示
を
お
こ
な
い
、
同
じ
作
品
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

を
実
施
。
そ
の
落
札
額
の
全
額
を
僕
た
ち
こ
ど
も
芸
術
の

家
の
活
動
に
寄
付
し
て
い
る
。
二
〇
一
二
年
度
の
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
に
は
、
今
年
度
の
企
画
展
作
家
で
あ
る
石
川
直
樹

さ
ん
や
、
洋
画
コ
ー
ス
卒
業
生
の
近
藤
亜
樹
さ
ん
を
は
じ

め
、
気
鋭
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
二
二
名
が
作
品
を
無
償
提
供

し
て
く
れ
た
。
こ
こ
に
心
か
ら
の
感
謝
を
記
し
て
お
き
た

い
。

　

ま
た
、
今
年
一
月
に
は
、
新
宿
伊
勢
丹
、
銀
座
、
日
本

橋
の
三
店
舗
で
、『
新
訳
〈
て
ぶ
く
ろ
〉』
の
舞
台
美
術
や

衣
装
を
、支
援
へ
の
感
謝
を
込
め
て
展
示
し
た
。
特
に「
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
新
宿
」
を
牽
引
す
る
新
宿
伊
勢
丹
の
ウ
ィ

ン
ド
ウ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
は
、
飛
田
正
浩
さ
ん
と
同
社
の

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
佐
藤
寧
子
さ
ん
の
手
に
よ

っ
て
、
南
相
馬
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
つ
く
っ
た
衣
装
が
、

ひ
と
き
わ
愛
ら
し
く
、
美
し
く
、
賑
や
か
に
飾
ら
れ
た
。

　

愛
は
つ
く
り
、
愛
は
む
す
び
、
愛
は
つ
つ
む
。

　

被
災
地
の
復
興
だ
け
で
な
く
、
こ
の
時
代
に
生
き
る
す

べ
て
の
小
さ
く
弱
い
人
た
ち
に
注
が
れ
る
愛
は
、
も
っ
と

も
っ
と
あ
か
ら
さ
ま
で
よ
い
と
思
う
。
彼
ら
は
そ
の
ま
ま
、

僕
た
ち
の
未
来
な
の
だ
か
ら
。

宮
本
武
典

福
島
の「
て
ぶ
く
ろ
」― 

キ
ッ
ズ
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
山
形
、二
年
目
の
夏

制
作
ノ
ー
ト
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左上　『こども芸術の家 2011-2012記録集』編集：紫牟田伸子＋TRSO 
右上・下　キッズアートキャンプ山形での『新訳〈てぶくろ〉』公演／東北芸術工科大学こども劇場／撮影：志鎌康平 

キッズアートキャンプ山形2012
実施日＝2012年8月3日［金］→5日［日］
会場＝東北芸術工科大学キャンパス
参加者＝福島県南相馬市の子どもたち（46名）
主催＝東北芸術工科大学東北復興支援機構TRSO
アーティスト＝村山政二朗、飛田正浩、伊東歌織、中山ダイスケ、原高史
企画・キュレーション＝宮本武典
ワークショップサポート＝三橋奈穂子、手代木花野、
　　　　　　　　　　　　京都造形芸術大学舞台芸術学科学生有志、いわぶちふみこ
協力＝東北芸術工科大学グラフィックデザイン学科、福興会議、
　　　NPO法人南相馬こどものつばさ、Cherry Music、平野拓也、望月梨絵
助成＝株式会社三越伊勢丹、メットライフアリコ社員寄付子ども支援プログラム
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編集後記

島々を旅する石川直樹さんも、2年ごとに山形
に帰ってくる荒井良二さんも、僕たちにとって
はスネカやトシドンと同じ「異人 the stranger」
だ。彼ら旅するアーティストを大学に迎えるこ
とで、学生たちは「これからの東北」を生き抜
くための感性や知恵を得ていく。そのように、
現代と過去はつながっているのだ。
震災から 2年経った。未だ賽の河原のような三
陸や福島の海岸で、未来はまだ喃語のような不
確かさで荒野をさまよっているが、かつてこの
地球上の多くの神話のはじまりがそうであった
ように、本当の創造はこれからはじまる。本書
に記録した僕たちの仕事が、そのささやかな種
になることを願ってやまない。（宮本）

アニュアルレポートがはじめて刊行された年、
私はまだ大学 2年生でした。2010年度から 3

回編集スタッフをさせていただきましたが、特
に大地震の起きた後に制作した 2冊の編集作業
にあたった時間は、自分にとってとても大事な
ものです。多くの人の言葉で震災が語られたこ
の冊子が、なるだけ遠い場所や時間まで飛んで
いけばいいなと思います。文中、石川直樹さん
の「何ひとつこぼれ落ちてはいけない」という
言葉に後押しされて校正には特に力を入れまし
た。文字抜けが無いといいのですが…（立花）
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